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日日
本本
律律
令令
国国
家家
のの
「「
帝帝
国国
」」
型型
儀儀
礼礼
体体
系系
のの
解解
体体

渡
邊

誠

＊
本
稿
は
拙
稿
「
日
本
律
令
国
家
の
儀
礼
体
系
の
成
立
と
蕃
国
・
夷
狄
」
（
『
九
州
史
学
』
一
七

四
、
二
〇
一
六
年
。
以
下
「
拙
稿
Ａ
」
と
言
え
ば
こ
れ
を
指
す
）
お
よ
び
「
日
本
律
令
国
家
に

お
け
る
夷
狄
身
分
の
解
体
」
（
『
史
学
研
究
』
三
〇
五
、
二
〇
二
〇
年
、
以
下
「
拙
稿
Ｂ
」
と
言

え
ば
こ
れ
を
指
す
）
、
「
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
律
令
国
家
『
唐
風
化
』
再
考
」
（
『
史
学
研

究
』
三
〇
八
、
二
〇
二
一
年
掲
載
予
定
、
以
下
「
拙
稿
Ｃ
」
と
言
え
ば
こ
れ
を
指
す
）
の
姉
妹

編
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

はは
じじ
めめ
にに

日
本
律
令
国
家
の
儀
礼
体
系
は
、
天
皇
を
頂
点
と
し
て
、
六
位
以
下
の
下
級
官
人

を
含
む
全
官
人
お
よ
び
蕃
客
・
夷
狄
を
従
え
る
国
家
構
造
を
反
映
し
た
「
帝
国
」
型

儀
礼
と
、
五
位
以
上
に
限
定
さ
れ
た
参
列
者
が
天
皇
と
交
歓
す
る
場
と
し
て
の
特
権

的
官
人
秩
序
を
表
象
す
る
儀
礼
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る(

)

。
こ
の
う
ち
、
来

1

朝
し
た
蕃
客
が
参
列
す
る
正
月
の
「
帝
国
」
型
儀
礼
に
、
元
日
朝
賀
の
儀
、
踏
歌
節

会(
)

、
射
礼(

)

が
あ
る
。

2

3

こ
れ
ら
の
「
帝
国
」
型
儀
礼
に
は
来
朝
し
た
新
羅
使
や
渤
海
使
が
文
武
百
官
と
と

も
に
参
列
し
、
元
日
朝
賀
や
踏
歌
節
会
に
は
毎
年
、
蝦
夷
も
参
列
し
た
。
ま
た
、
元

日
朝
賀
で
は
隼
人
が
応
天
門
外
に
陣
列
し
て
吠
声
を
行
い
、
踏
歌
節
会
で
も
風
俗
歌

舞
を
奏
し
た
。
射
礼
に
夷
狄
の
参
列
は
み
ら
れ
な
い
が
、
蕃
客
が
参
列
し
て
五
位
以

上
の
官
人
に
続
い
て
自
国
の
弓
を
用
い
て
射
を
披
露
し
た
。
踏
歌
節
会
で
は
、
宮
人

（
女
官
）
の
踏
歌
に
続
い
て
群
臣
も
踏
歌
を
行
っ
て
お
り
、
後
に
は
渤
海
使
も
踊
り

の
列
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
技
芸
へ
の
奉
仕
は
天
皇
に
対
す
る
服
属
儀
礼
で
あ
り
、

こ
こ
に
文
武
百
官
・
蕃
国
・
夷
狄
を
従
え
た
「
帝
国
」
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
れ
は
、
実
際
に
蕃
客
・
夷
狄
を
そ
の
居
住
地
か
ら
来
朝
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
関
係
性
を
可
視
化
し
確
認
す
る
実
体
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
、
こ
の
「
帝
国
」
型
国
家
儀
礼
の
変
容
過
程
を
考
察
す
る
。
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
国
家
儀
礼
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
則
氏(

)

・
古
瀬

4

奈
津
子
氏(

)

な
ど
の
研
究
以
来
、
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
対
外
関
係
の

5

視
点
を
重
視
し
て
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
律
令
国

家
の
構
造
や
理
念
の
変
質
に
つ
い
て
、
大
き
な
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。一一

踏踏
歌歌
節節
会会
のの
変変
化化

本
章
で
は
、
典
型
的
な
「
帝
国
」
型
国
家
儀
礼
で
あ
る
踏
歌
節
会
に
み
ら
れ
る

「
帝
国
」
的
要
素
に
つ
い
て
、
そ
の
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
変
化
を

跡
づ
け
て
み
た
い
。

踏
歌
節
会
の
「
帝
国
」
型
儀
礼
と
し
て
の
性
格
は
次
の
諸
点
に
現
れ
て
い
る(

)

。
6

①
参
列
範
囲

主
典
以
上
の
全
官
人
が
参
列
し
て
宴
と
賜
禄
に
あ
ず
か
っ
た
。

こ
の
宴
に
供
さ
れ
る
膳
は
「
御
器
膳
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
天

皇
か
ら
の
賜
り
物
で
あ
る(

)

。
7
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②
宮
人
踏
歌

内
教
坊
の
女
孺
が
二
手
に
分
か
れ
て
踏
歌
を
奏
す
。
女
孺
は
諸

国
の
郡
司
が
子
女
を
貢
進
し
た
采
女
や
中
央
・
地
方
の
氏
族
が

貢
進
し
た
氏
女
か
ら
配
分
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
貢
進
に
は
服

属
の
証
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ
た(

)

。
8

③
群
臣
踏
歌

五
位
以
上
の
男
性
官
人
も
縫
殿
寮
の
用
意
し
た
榛
揩
衣
を
着
し

は
り
ず
り

て
、
宮
人
に
続
い
て
踏
歌
を
奏
し
た
。
『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元

（
六
八
六
）
年
正
月
癸
卯
（
二
日
）
条
に
「
蓁
揩
御
衣
」
が
み

え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
御
器
膳
」
と
同
様
に
踏
歌
の
榛
揩
衣

も
天
皇
か
ら
の
下
賜
物
の
意
味
が
考
え
ら
れ
る(

)

。
ま
た
、
④

9

に
示
す
蕃
客
踏
歌
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
六
位
以
下
の
官
人
も

踏
歌
の
踊
り
に
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

④
蕃
客
の
参
列

来
朝
し
て
元
日
朝
賀
に
参
列
し
た
新
羅
使
・
渤
海
使
は
踏
歌
節

会
に
も
参
列
し
て
賜
宴
に
あ
ず
か
り
踏
歌
を
観
覧
し
た
。
ま
た
、

天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
か
ら
は
渤
海
使
が
群
臣
と
と
も
に

踏
歌
の
踊
り
に
も
参
加
し
た
。

⑤
隼
人
の
奉
仕

六
年
交
替
で
上
京
し
て
朝
廷
に
奉
仕
す
る
朝
貢
隼
人
が
節
会
の

さ
な
か
に
風
俗
歌
舞
（
隼
人
楽
）
を
奏
し
た
。

⑥
蝦
夷
・
俘
囚
の
参
列

毎
年
、
奥
羽
か
ら
上
京
し
て
朝
賀
に
参
列
し
た
蝦
夷
・

俘
囚
が
踏
歌
節
会
で
饗
応
を
受
け
た
。

①
は
国
家
機
構
を
支
え
る
全
官
人
に
施
さ
れ
る
天
皇
の
君
恩
で
あ
り
、
②
③
は
踏

歌
の
舞
踏
と
歌
唱
に
よ
っ
て
天
皇
の
御
代
が
末
永
く
続
く
こ
と
を
祈
り
、
そ
れ
に
奉

仕
す
る
こ
と
を
誓
う
臣
従
儀
礼
で
あ
っ
た
。
④
の
蕃
客
踏
歌
の
開
始
は
、
同
年
に
初

め
て
渤
海
使
が
臣
下
の
礼
を
と
り
、
渤
海
王
の
「
表
」
を
提
出
し
た
こ
と
と
関
連
す

る
。
そ
れ
自
体
は
、
日
渤
同
盟
に
基
づ
く
新
羅
侵
攻
計
画
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め

の
方
便
と
思
わ
れ
る
が
、
渤
海
使
が
踏
歌
の
列
に
加
わ
っ
た
の
も
、
宮
人
や
群
臣
と

同
様
、
渤
海
が
国
家
と
し
て
天
皇
に
臣
従
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
行
為
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
④
⑤
⑥
に
は
、
蕃
国
・
夷
狄
を
従
え
る
国
家
理
念
が
具
象
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
に
は
、
奈
良
末
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ

る
。
以
下
の
儀
礼
の
変
化
に
関
す
る
論
述
に
つ
い
て
は
、
表
１
を
あ
わ
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

１１

参参
列列
範範
囲囲
のの
縮縮
小小

踏
歌
節
会
の
「
帝
国
」
的
要
素
が
変
質
を
み
せ
は
じ
め
る
の
は
、
宝
亀
五
（
七
七

四
）
年
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年
以
降
、
踏
歌
節
会
の
参
列
者
が
ほ
ぼ
五
位
以
上
と
な
り
、
弘
仁
三
（
八
一

二
）
年
以
降
は
蕃
客
参
列
時
に
五
位
以
上
が
参
列
し
た
の
を
除
い
て
侍
臣
（
侍
従
以

上
な
い
し
次
侍
従
以
上
）
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
儀
礼
の
縮
小
が
は
じ
ま
る
。

宝
亀
五
年
以
降
に
六
位
以
下
が
参
列
し
た
確
実
な
事
例
は
、
甲
子
革
令
に
当
た
り
特

に
盛
大
に
行
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
延
暦
三
（
七
八
四
）
年
の
み
で
あ
る(

)

。
10

そ
の
実
態
を
反
映
し
て
、
九
世
紀
の
儀
式
書
で
は
、
『
内
裏
儀
式
』
十
六
日
踏
歌
式

に
「
賜
二

宴
侍
臣
一

」
と
あ
り
、
『
内
裏
式
』
上
・
十
六
日
踏
歌
式
や
『
儀
式
』
巻
七

・
正
月
十
六
日
踏
歌
儀
で
も
「
次
侍
従
以
上
」
が
参
列
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
『
内
裏
式
』
に
「
有
二

蕃
客
一

者
、
〔
非
〕
侍
従
及
六
位
以
下
皆
召
」
と
あ
り
、

『
儀
式
』
に
も
「
若
有
二

蕃
客
一

、
喚
二

非
侍
従
及
六
位
以
下
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
蕃

客
参
列
時
に
は
な
お
、
六
位
以
下
を
含
む
文
武
百
官
が
参
列
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
当
時
の
実
態
を
示
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

宝
亀
五
年
以
降
の
蕃
客
が
参
列
し
た
踏
歌
節
会
の
実
例
を
み
る
と
、
宝
亀
十
年
は

「
宴
二

五
位
已
上
及
渤
海
使
於
朝
堂
一

」(
)

、
弘
仁
六
年
も
「
五
位
已
上
及
蕃
客
」
で

11

あ
り
、
そ
の
後
、
渤
海
使
の
踏
歌
節
会
参
列
の
最
後
の
事
例
と
な
っ
た
弘
仁
十
三
年

も
「
宴
二

五
位
已
上
及
蕃
客
一

」
と
な
っ
て
い
て(

)

、
官
人
は
五
位
以
上
の
み
で
あ
る
。

12

そ
れ
に
対
し
て
延
暦
十
八
年
は
「
宴
二

群
臣
幷
渤
海
客
一

」(
)

、
弘
仁
十
一
年
も
「
宴

13

二

群
臣
及
蕃
客
一

」(
)

と
さ
れ
て
い
る
。

14

史人 第８号 ２０２０
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表１　国家儀礼の場と参列範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

大化2 646 ？ ？
大化3 647 ？ ？
大化4 648 ？ ？
白雉1 649 △ ？
白雉3 651 ？ ？
天智天皇7 668 □ 群臣
天智天皇9 670 ■ 士大夫
天智天皇10 671 △ 群臣
天武天皇2 673 ？ 群臣
天武天皇3 674 △ ？ ？ ？
天武天皇4 675 ？ ● ？ 群臣 ■ ●
天武天皇5 676 ？ ● ？ ● ■ ？ ？ ？
天武天皇6 677 ■ ？ ？ ●
天武天皇7 678 ■ ？
天武天皇8 679 ■ ？
天武天皇9 680 □ 王卿 ■ ？
天武天皇10 681 ？ ● □ 諸臣 ？ ●
天武天皇12 683 ？ ● △ 郡卿
天武天皇14 685 ？ ● △ ？ △ ？
朱鳥1 686 △ 王卿 □ 王卿 ■ ?
持統天皇3 689 □ ？ ？ 公卿 ？ ●
持統天皇4 690 ？ ● □ 公卿 □ 公卿
持統天皇5 691 ？ 公卿 ？ ●
持統天皇6 692 ？ 公卿 ？ ●
持統天皇7 693 ？ 公卿大夫

持統天皇8 694 ？ 公卿 ？ ● ？ ● □ 公卿大夫

持統天皇9 695 □ 公卿大夫 ？ ● ？ ？
持統天皇10 696 ？ 公卿大夫 ？ ● ■ ●
持統天皇11 697 ？ 公卿大夫 ？ ●
文武天皇2 698 ■ ● ？ ？
大宝1 701 ■ ？ ■ ● ？ ◎
大宝2 702 ■ ● 廃務
慶雲1 704 ■ ？
慶雲2 705 ■ ●
慶雲3 706 ■ ？ ■ ？ ■ ●
和銅1 708 □ ●
和銅3 710 ■ ？※ ■ ●※
霊亀1 715 ■ ？※ ■ ● ■ ？
霊亀2 716 ■ ◎ ？ ？
養老3 719 ■ ？
養老4 720 □ 近臣
養老7 723 □ ●
神亀1 724 ■ ？ □ ◎ ■ ● ■ ●
神亀3 726 ？ ？
神亀4 727 ■ ？ ■ ◎ △ ？ ？ ◎
神亀5 728 ■ ● △ ◎ ■ ◎
天平1 729 □ 群臣 ■ ◎ △ ◎
天平2 730 ■ ？ □ ◎ □△ ●
天平3 731 □ 群臣
天平4 732 ■ ？
天平5 733 □■ ◎
天平6 734 □■ ◎ △ ？
天平7 735 □■ ◎ △ ◎
天平8 736 △ 群臣
天平9 737 □ ◎
天平10 738 □■ ◎ △ ● △ ● △ ●
天平12 740 ■ ？ ■ ？ △■ ● ■ ？
天平13 741 ？ ？ □ ◎ ■ ●
天平14 742 △ ● △ ◎ □ ●
天平15 743 ■ ● □ ◎ □ 群臣
天平16 744 ■ ◎
天平17 745 □ ◎ □ ◎
天平18 746 □ ?
天平19 747 △ ○ △ ？
天平20 748 □■ ◎ △ ◎
天平勝宝1 749 ？ ●
天平勝宝2 750 □ ？ △ ◎
天平勝宝3 751 ■ ● ■ ●
天平勝宝5 753 △ ◎
天平勝宝6 754 □ ◎ △ ◎
天平宝字2 758 停廃 ■ ●
天平宝字3 759 ■ ● ■ ● □ ？
天平宝字4 760 ■ ● □ ◎ ■ ◎ ■ ● □ ？
天平宝字7 763 ■ ● ■ ◎ ■ ● □ ？
天平神護1 765 △ ？ ？ ◎ ？ ？
神護景雲2 768 ■ ？ □ ◎ △ ◎
神護景雲3 769 ■ ●※ △ ◎※ △■ ●※ ？ ◎
宝亀1 770 △ ○
宝亀2 771 ■ ？ ■ ● ■ ●
宝亀3 772 ■ ●※ □ ○
宝亀4 773 ■ ●※ □ ◎ ■ ◎
宝亀5 774 □ ◎ ？ ◎ △■ ◎※
宝亀6 775 □ ◎ ？ ◎ ？ ◎
宝亀7 776 □ ◎ ？ ◎
宝亀8 777 □ ◎ □■ ◎ ■ ◎
宝亀9 778 □■ ◎ □ ○ ？ ◎
宝亀10 779 ■ ？ ■ ◎ ■ ◎ □ ？
宝亀11 780 ■ ？ □ ◎ ■ ◎ ？ ？
天応1 781 ? ●
延暦2 783 ■ ◎
延暦3 784 ？ ◎ □■ ●
延暦4 785 ■ ？ □ ◎ ？ ◎
延暦5 786 ？ ◎ ？ ◎
延暦7 788 ? ◎
延暦8 789 △ ◎
延暦10 791 ？ ◎
延暦11 792 ■ ？ □ ○ △ ◎ △ ？ ？ ○ ？ 群臣
延暦12 793 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ◎ ▲ ？
延暦13 794 ？ ○ ？ ◎ △ ？ ？ ○
凡例） 場：■＝朝堂／◆＝豊楽院／▲＝神泉苑･馬埒殿・武徳殿／□＝紫宸殿・大安殿・綾綺殿など内裏または東宮／

　　 △＝その他　（持統朝以前の「大極殿」「前殿」等は△とした）

射礼…■＝大射（西門・南門・建礼門等）／◆＝豊楽院／◇＝豊楽殿前（天皇大射不出御）／□＝内射（内裏）

参列範囲： ●＝六位以下を含む（射礼の衛府、重陽の文人は除く）／◎＝五位以上／○＝侍臣以上／※＝蝦夷参列／
「群臣」等…史料上の表記に準じる（参列範囲不明確）

＝蕃客参列 ＝大嘗会

射礼 端午節会 相撲節会 重陽節会 新嘗会

年

朝賀 元日節会 白馬節会 踏歌節会

（ 78 ）
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史人 第８号 ２０２０

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

場
参列
範囲

延暦14 795 □ ○ ？ 群臣 ？ ◎ ▲ ？ 廃務
延暦15 796 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ◎ ■ ？ ▲ ？ ▲ ？ ？ 群臣
延暦16 797 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ◎ ■ ？ ？ ◎
延暦17 798 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ◎ ▲ ？
延暦18 799 ■ ● □ ○ ■ ◎ ■ 群臣 ■ ◎
延暦19 800 ■ ？ □ ○ ▲ ？
延暦20 801 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ▲ ？
延暦21 802 □ ○ ？ ◎ ▲ ？ ▲ ？ ■ ？
延暦22 803 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ■ ？ ▲ ？ ？ ？
延暦23 804 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ◎ ▲ ？ ▲ ？ ？ ？
延暦24 805 ？ ◎ □ ？
大同1 806 □ ○ ？ ？
大同2 807 ▲ ？ ▲ ？*2 ▲ ？
大同3 808 □ ◎ 停廃 停廃 ▲ ？*2 ◆ ◎
大同4 809 □ ◎ ？ ○ ▲ ？
弘仁1 810 ▲ ？*2 ◆ ◎
弘仁2 811 ■ ● ？ ◎ ◆ ？ ▲ ？ ▲ ？*2 □ ◎
弘仁3 812 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ○ ▲ ？ ▲ ？*2 ▲ ◎ ◆ ◎
弘仁4 813 ■ ？ ◆ ◎ ？ ○ ■ ？ ▲ ？ ▲ ？*2 ▲ ？
弘仁5 814 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ○ ▲ ？ ▲ ？ ▲ ？*2 ▲ ？ ？ ○
弘仁6 815 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ◆ ◎ ◆ ？ ▲ ？*2
弘仁7 816 ■ ？ □ ○ ？ 群臣 ◆ ○ ◆ ？ ▲ ？ ▲ ？*2
弘仁8 817 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ○ ◆ ？ ▲ ？ ▲ ？ ？ ◎
弘仁9 818 ■ ？ □ ○ ？ ◎ ？ ○ ◆ ？ ▲ ？ ▲ ○
弘仁10 819 □ ○ ◆ ◎ ？ ○ ◆ ？ ▲ ○ ◆ ◎
弘仁11 820 ■ 王公 ◆ ○*1 ◆ ◎ ◆ 群臣 ◆ ？ ▲ ？ ▲ ？*2 ▲ ◎
弘仁12 821 ■ ？
弘仁13 822 ■ 王公 ◆ ○*1 ◆ 群臣 ◆ ◎ ◆ ？ ▲ ○
弘仁14 823 ■ ？ ◆ ○ ◆ 群臣 □ ○ ？ ◎
天長1 824 ■ ？ □ ○ △ ？
天長2 825 □ ○ ？ ？ ■ 公卿
天長3 826 ■ ？ □ ○ ◆ ？ ◆ ？ □ ？
天長4 827 □ ○ □ ○
天長5 828 ■ ？ □ ○ ◆ ？ △ ？ ▲ ？ ▲ ？ ◆ 群臣
天長6 829 ■ ？ □ ○ ▲ ？ ▲ ？*2
天長7 830 ■ ？ □ ○ □ ？ ◆ ？ ▲ ？ ▲ ● □ ？ □ ◎
天長8 831 ■ ？ □ ？ ▲ 参議以上 ▲ ？ □ ？ □ ？
天長9 832 ■ ？ □ ◎ ▲ ？ □ ？ □ ○
天長10 833 ■ ？ □ ○ ◆ ？ ■ ？ ▲ ？ ▲□ ？*2 □ ○ ◆ 群臣
承和1 834 ■ ？ □ ○ ◆ 群臣 ◆ ？ ▲ ？ □ ？ □ ○
承和2 835 ■ 群臣 □ ○ ◆ ● ◆ ？ ▲ ？ ▲□ ？*2 □ ○
承和3 836 ■ 群臣 □ ○ ◆ ● ◆ ？ ▲ ◎ ▲□ ？*2 □ ？
承和4 837 ■ 群臣 □ ○ ◆ 群臣 □ ○ ◆ ？ ▲ ？ □ ？ □ ？
承和5 838 ■ ？ □ ○ ◆ ● □ ○ ◆ ？ ▲ ？
承和6 839 □ ○ □ ● □ ○ ◆ ？ ▲ ？ □ ？
承和7 840 ■ ？ □ ○ □ ？ □ ○ ◆ ？
承和8 841 □ ？ □ ？ □ ●
承和9 842 ■ ？ □ ○ ◆ 群臣 □ ○ ◆ ？ ▲ ？
承和10 843 □ 群臣
承和11 844 □ ○ □ 群臣 □ ○ ▲ ？ □ ？
承和12 845 □ ○ ◆ 群臣 □ ○ ■ ？ □ ？ □ ●
承和13 846 ■ ？ □ ○ ◆ 群臣 □ ○ ◆ ？ □ ？
承和14 847 □ ○ □ 群臣 ◆ ？ ▲ ？ □ ○
嘉祥1 848 ■ ？ □ ○ □ ● □ ○ ◆ ● ▲ ？ □ 公卿
嘉祥2 849 □ ○ □ 群臣 ◆ ● ▲ ● □ ？
嘉祥3 850 □ ○ □ ？ ？ ○ ◆ ？
仁寿1 851 ◆ 群臣
仁寿2 852 ■ ？ □ ○ ◆ 群臣 ？ ○ ◆ ？ □ ○ ◆ 群臣
仁寿3 853 ■ ？ □ ○ ◆ 群臣 ？ ○ ◇ ？ □ ○ ◆ 群臣
斉衡1 854 □ ○ △ 群臣 ◇ ？ □ ○ □ 群臣
斉衡2 855 ？ ○ □ 群臣 ◇ 公卿 □ ○ □ 群臣
斉衡3 856 □ ○ □ 群臣 ◇ ？ □ ？ □ 群臣
天安1 857 □ 群臣 □ ◇ 公卿 □ 公卿 △ ●
天安2 858 □ 群臣 ◇ 公卿 △ ？
貞観1 859 ■ ？ ◆ ●
貞観2 860 □ ○ ◆ ？ □ ？ ◆ ？
貞観3 861 □ ○ ◆ ？ □ ○ ◇ 公卿 ▲ ◎ □ ？ □ ○ □ 群臣
貞観4 862 □ ○ □ 群臣 □ ○ ◆ ？ ▲ ◎ □ ？ □ 群臣 □ 群臣
貞観5 863 □ ○ □ 群臣 □ ○ ◇ 公卿 □ ？ ？ 群臣 □ 群臣
貞観6 864 □ ○ □ 群臣 □ ○ ◆ ？ ▲ ？ □ ？ □ 群臣 □ 群臣
貞観7 865 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ ？ △ 群臣 □ 群臣
貞観8 866 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ 群臣
貞観9 867 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ 公卿 □ 群臣 □ 群臣
貞観10 868 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ？ □ 群臣 □ 群臣
貞観11 869 □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ 群臣
貞観12 870 □ 群臣 □ 群臣 □ 群臣 ■ 公卿 □ 王公 □ 群臣 □ 群臣
貞観13 871 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ？ □ ？
貞観14 872
貞観15 873 □ ○ □ 群臣 ■ 公卿 □ 群臣
貞観16 874 □ 群臣 □ 群臣 □ 群臣 ■ 公卿 □ ○ □ 群臣
貞観17 875 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ ？ □ ◎
貞観18 876 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ 群臣
元慶1 877 ◆ ？ □ 群臣 □ ○ ■ ？ ▲ ◎ □ ？ ? ●
元慶2 878 □ ○ □ 群臣 ？ ○ ■ ？ □ 群臣 □ 群臣
元慶3 879 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 □ ？
元慶4 880 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ？ ▲ ◎ □ 公卿 □ 群臣 □ 群臣
元慶5 881 □ ○
元慶6 882 □ 群臣 □ ○ ▲ ◎ □ ？ □ 群臣 □ 群臣
元慶7 883 □ ○ □ 群臣 □ ○ ◆ 公卿 ▲ ◎ □ 公卿 □ 群臣
元慶8 884 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ 公卿 ▲ ◎ □ ○ □ 群臣 ◆ ●
仁和1 885 ■ ？ □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ？ ▲ ◎ □ ？ □ 群臣 □ 群臣
仁和2 886 ■ ？ □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ◎ ▲ ◎ □ 公卿 □ 群臣 □ 群臣
仁和3 887 □ ○ □ 群臣 □ ○ ■ ◎ ▲ ◎ □ ？

注） *1　内裏式・儀式では元日節会に蕃客参列     *2　内裏式では神泉苑儀は六位以下を含む

豊楽院儀・神泉苑儀が紫宸殿儀に一般化した時期の目安

重陽節会 新嘗会元日節会 白馬節会 踏歌節会 射礼 端午節会 相撲節会

年

朝賀

 九月九日観射へ

（ 79 ）

史人　第８号　２０２０
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日本律令国家の「帝国」型儀礼体系の解体（渡邊）

延
暦
十
八
年
と
弘
仁
十
一
年
は
「
群
臣
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
級
官
人
を
含
め

た
文
武
百
官
の
参
加
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
続
日
本
紀
』
天
平
九
（
三

七
）
年
十
一
月
壬
辰
（
二
十
二
日
）
条
に
は
「
宴
二

群
臣
於
中
宮
一

」
と
あ
る
が
、
後

文
で
は
「
宴
訖
五
位
已
上
賜
レ

物
有
レ

差
」
と
し
て
お
り
、
賜
禄
の
対
象
と
な
る
参
列

範
囲
は
五
位
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
文
の
「
群
臣
」
に
は
六

位
以
下
を
含
ん
で
い
な
い
。『
内
裏
儀
式
』
で
も
「
侍
臣
」
を
宴
す
と
す
る
正
月
三
節

の
参
列
者
を
文
中
で
は
「
群
臣
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
群

臣
」
と
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
下
級
官
人
を
含
む
と
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

延
暦
十
八
年
の
踏
歌
節
会
で
は
、
先
の
記
述
に
続
い
て
「
奏
レ

楽
、
賜
二

蕃
客
以
上

蓁
摺
衣
一

、
並
列
レ

庭
踏
歌
」
と
あ
る
。
こ
の
「
蕃
客
以
上
」
と
い
う
表
現
が
、
参
列

範
囲
を
推
定
す
る
鍵
と
な
る
。

渤
海
使
が
踏
歌
を
奏
し
た
事
例
は
、
こ
の
延
暦
十
八
年
の
他
に
天
平
宝
字
三
（
七

五
九
）
年
と
同
七
年
の
例
が
あ
る
。
そ
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
饗
二

五
位
已
上
及
蕃

客
幷
主
典
已
上
於
朝
堂
一

、
…
…
奏
二

内
教
坊
蹋
歌
於
庭
一

、
客
・

主
典
已
上
次
レ

（
主
脱
ヵ
）

之
」
（
三
年
）(

)

、
「
饗
二

五
位
已
上
及
蕃
客
・
文
武
百
官
主
典
已
上
於
朝
堂
一

、
…
…

15

奏
二

内
教
坊
踏
歌
一

、
客
・
主
主
典
已
上
次
レ

之
、
賜
下

供
二

-

奉
踏
歌
一

百
官
人
及
高
麗
蕃

客
綿
上

有
レ

差
」
（
七
年
）(

)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
で
は
、
饗
宴
の
参
加
者
が

16

「
五
位
已
上
」
→
「
蕃
客
」
→
「
（
文
武
百
官
）
主
典
已
上
」
と
い
う
順
序
で
記
載
さ

れ
、
踏
歌
へ
の
供
奉
も
「
客
」
→
「
主
主
典
已
上
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
「
五
位
已
上
」
と
「
主
典
已
上
」
の
あ
い
だ
に
蕃
客
を
置
く
の
は
、
儀
礼
の
列

次
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
元
日
朝
賀
に
お
い
て
、
蕃
客
の
版
位
の
位
置
が
「
左
右

五
位
版
位
間
」
と
さ
れ
、
白
馬
節
会
で
も
東
第
一
殿
（
顕
陽
堂
）
を
豊
楽
殿
に
昇
殿

し
な
い
三
位
以
上
と
四
位
・
五
位
の
座
、
西
第
一
殿
（
承
歓
堂
）
を
蕃
客
座
と
し
て
、

六
品
以
下
の
座
を
東
西
第
二
殿
（
観
徳
堂
・
明
義
堂
）
に
置
い
て
い
た
よ
う
に(

)

、
17

儀
式
の
列
次
で
は
五
位
と
六
位
の
間
に
蕃
客
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
つ

ま
り
、「
蕃
客
以
上
」
と
あ
る
場
合
、
六
位
以
下
は
含
ま
れ
な
い
の
で
あ
り
、
延
暦
十

八
年
の
節
会
で
榛
摺
衣
を
賜
っ
て
踏
歌
を
踊
っ
た
の
は
、
五
位
以
上
と
蕃
客
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、「
主
典
已
上
」
も
踏
歌
を
奏
し
た
天
平
宝
字
三
年
・
七
年
の
場
合
と
異

な
っ
て
お
り
、
六
位
以
下
は
参
列
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
単
に
「
宴
二

群
臣
及
蕃
客
一

」
と
だ
け
あ
っ
て
、
蕃
客
に
続
い
て
「
主
典
已
上
」
の
記
載
の
な
い

弘
仁
十
一
年
の
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
表
１
か
ら
う
か
が
え
る
通
り
、
弘
仁
年
間

の
踏
歌
節
会
参
列
者
は
平
時
に
は
侍
臣
、
蕃
客
入
朝
時
に
は
五
位
以
上
で
あ
っ
た(

)

。
18

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
宝
亀
五
年
以
降
の
踏
歌
節
会
で
は
、
わ
ず
か
に
延
暦

三
年
に
六
位
以
下
官
人
の
饗
応
が
み
ら
れ
た
も
の
の
（
こ
の
時
は
蕃
客
の
来
朝
な

し
）
、
他
の
年
は
、
た
と
え
蕃
客
が
来
朝
し
て
い
て
も
五
位
以
上
し
か
参
列
し
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
九
世
紀
の
儀
式
書
が
蕃
客
来
朝
時
に
は
踏
歌
節
会
に
六
位
以
下
を

召
す
と
し
て
い
る
の
は
虚
構
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
実
態
を
反
映
し
た
記
述
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

拙
稿
Ｂ
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
の
踏
歌
節
会
の
縮
小
が
は
じ
ま
っ
た
宝
亀
五
年
を

最
後
に
、
蝦
夷
・
俘
囚
が
上
京
し
て
元
日
朝
賀
と
踏
歌
節
会
に
参
列
す
る
こ
と
が
な

く
な
る
。
こ
れ
は
「
華
夷
思
想
、
あ
る
い
は
〝
小
帝
国
〟
主
義
に
も
と
づ
く
蝦
夷
の

朝
貢
の
廃
止
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た(

)

。
ま
た
、
隼
人
も
延
暦
二
十
年
に
大
宰
府

19

に
よ
る
朝
貢
隼
人
の
貢
進
が
停
止
さ
れ
た(

)

。
蝦
夷
・
隼
人
の
朝
貢
停
止
は
、
辺
境

20

の
現
地
か
ら
夷
狄
を
定
期
的
に
朝
貢
さ
せ
奉
仕
さ
せ
る
服
属
儀
礼
の
終
焉
で
あ
り
、

国
家
儀
礼
の
「
帝
国
」
的
性
格
の
後
退
を
意
味
す
る
。
踏
歌
節
会
の
縮
小
も
そ
の
た

め
で
あ
り
、
さ
ら
に
延
暦
二
十
四
年
に
踏
歌
節
会
に
お
け
る
隼
人
の
風
俗
歌
舞
が
停

止
さ
れ
、
同
年
末
に
は
各
種
節
会
で
立
歌
を
奏
し
た
雅
楽
寮
の
歌
女
も
番
上
隼
人
と

と
も
に
削
減
さ
れ
た(

)

。
そ
し
て
、
令
制
で
は
「
蕃
客
宴
会
」
の
一
つ
と
し
て
「
中

21

儀
」
相
当
で
あ
っ
た
踏
歌
節
会
は(

)

、
延
喜
式
の
段
階
に
な
る
と
意
義
の
低
下
に
と

22

も
な
っ
て
「
小
儀
」（
近
衛
式
）
と
さ
れ
る
に
至
る
。
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采采
女女
のの
貢貢
進進
停停
止止
とと
群群
臣臣
踏踏
歌歌
・・
蕃蕃
客客
踏踏
歌歌
のの
停停
止止

踏
歌
節
会
に
お
け
る
隼
人
の
風
俗
歌
舞
が
停
止
さ
れ
て
か
ら
二
年
後
の
大
同
二

（
八
〇
七
）
年
五
月
、
諸
国
郡
司
に
よ
る
采
女
の
貢
進
が
停
止
さ
れ
、
同
年
十
一
月

に
は
ベ
テ
ラ
ン
の
采
女
四
二
人
の
み
を
残
し
て
終
身
制
と
な
っ
た(

)

。
岡
田
幸
子
氏

23

に
よ
れ
ば
、
以
後
の
采
女
は
水
司
・
膳
司
に
職
務
が
限
定
さ
れ
、
女
孺
（
女
官
）
の

供
給
母
体
で
は
な
く
な
っ
た(

)
。
そ
の
前
年
十
月
に
は
、
「
中
頃
停
廃
」
さ
れ
て
い
た

24

氏
女
の
貢
進
が
再
開
さ
れ
て
お
り(

)

、
こ
れ
を
代
替
要
員
と
し
て
、
采
女
の
貢
進
停

25

止
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

采
女
は
本
来
、
兵
衛
を
貢
進
し
な
い
全
国
の
三
分
の
一
の
郡
か
ら
貢
進
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
た
が
、
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
に
毎
郡
一
人
を
貢
進
す
る
こ
と
と
な

り
、
総
勢
四
〇
〇
人
を
超
え
る
郡
司
の
子
女
が
宮
人
と
し
て
朝
廷
に
奉
仕
し
て
い
た(

)

。
26

氏
女
の
貢
進
が
停
廃
さ
れ
て
い
た
奈
良
末
期
の
女
官
は
采
女
が
中
心
的
な
母
体
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
大
同
二
年
に
約
十
分
の
一
に
大
幅
削
減
さ
れ
た
の
も
、
実

は
儀
礼
の
改
廃
と
深
い
関
係
が
あ
る
。

采
女
を
四
二
人
だ
け
残
し
て
帰
郷
さ
せ
た
大
同
二
年
十
一
月
に
は
、
白
馬
節
会
と

踏
歌
節
会
の
停
止
が
命
じ
ら
れ
て
い
る(
)

。
ま
た
、
同
年
に
は
、
射
礼
も
正
月
儀
礼

27

か
ら
外
さ
れ
、
天
武
忌
日
と
し
て
長
く
廃
務
日
と
さ
れ
て
い
た
九
月
九
日
に
移
し
て
、

神
泉
苑
で
「
観
射
」
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(

)

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
奈

28

良
時
代
に
は
蕃
客
が
参
列
し
た
儀
礼
で
あ
り
（
白
馬
節
会
は
五
位
以
上
限
定
型
の
節

会
だ
っ
た
が
、
叙
位
さ
れ
た
蕃
客
が
饗
応
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た(

)

）、
そ

29

れ
が
正
月
に
挙
行
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
は
そ
れ
ら
の
節
会
に
蕃
客
の
参

列
を
想
定
し
な
い
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
変
更
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
踏
歌
節
会
で
は
、
采
女
（
お
よ
び
氏
女
）
か
ら
内
教
坊
に
配
属
さ
れ

た
女
孺
（
延
喜
中
務
式
に
よ
れ
ば
定
員
五
〇
人
）
が
踏
歌
を
奏
し
て
い
た(

)

。
ま
た
、

30

群
臣
踏
歌
に
用
い
る
榛
摺
衣
は
縫
殿
寮
が
準
備
し
た
も
の
で
あ
り(

)

、
そ
の
縫
製
に

31

携
わ
っ
た
の
は
同
寮
の
約
八
〇
人
に
及
ぶ
采
女
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る(

)

。
采
女
の

32

大
幅
削
減
と
節
会
の
停
止
は
、
こ
れ
ら
の
点
で
連
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
結
果
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
の
停
止
期
間
は
短
く
、
白
馬
節
会
は

大
同
三
年
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、
早
く
も
大
同
四
年
に
は
再
開
さ
れ
た(

)

。
33

射
礼
も
弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
に
は
再
び
正
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
白
馬

節
会
と
射
礼
に
は
渤
海
使
も
参
列
し
、
射
礼
で
は
蕃
客
が
角
弓
で
射
を
行
っ
た(

)

。
34

踏
歌
節
会
に
つ
い
て
も
、
『
内
裏
儀
式
』
十
六
日
踏
歌
式
に
「
至
二

于
大
同
年
中
一

、

此
節
停
廃
、
弘
仁
年
中
更
中
興
」
と
あ
り
、
事
実
と
し
て
弘
仁
三
年
か
ら
実
施
が
確

認
で
き
る(

)

。
な
お
、
『
日
本
後
紀
』
大
同
四
年
正
月
丁
亥
（
十
日
）
条
に
は
「
令
二

35

諸
国
停
一
レ

献
二

正
月
七
日
・
十
六
日
両
節
会
珍
味
一

、
以
レ

煩
レ

民
也
」
と
あ
り
、
『
類

聚
国
史
』
巻
七
四
・
歳
時
五
・
九
月
九
日
・
弘
仁
五
年
三
月
辛
亥
（
四
日
）
条
に

「
去
大
同
二
年
停
三

正
月
二
節
迄
二

于
三
年
一

」
と
あ
っ
て
、
大
同
四
年
に
は
踏
歌
節

会
も
実
施
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
『
内
裏
儀
式
』
が
弘
仁
年
中
の

再
興
と
す
る
こ
と
、
お
よ
び
弘
仁
二
年
の
正
月
儀
礼
に
お
い
て
『
日
本
後
紀
』
が
元

日
朝
賀
・
白
馬
節
会
・
射
礼
へ
の
渤
海
使
の
参
列
を
伝
え
る
一
方
、
こ
れ
ら
と
並
ぶ

蕃
客
参
列
儀
礼
で
あ
っ
た
踏
歌
節
会
の
記
事
が
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
踏
歌
節
会

の
再
開
は
弘
仁
三
年
と
み
る
べ
き
よ
う
に
思
う
。

踏
歌
節
会
が
再
開
さ
れ
た
弘
仁
三
年
の
二
月
に
は
采
女
司
が
復
置
さ
れ
て
、
翌
年

か
ら
は
交
替
な
ど
に
よ
る
新
規
の
采
女
の
採
用
も
は
じ
ま
っ
た(

)

。
し
か
し
、
采
女

36

の
総
数
が
四
十
数
人
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
貢
進
停
止
以
前
の
状
態
に
戻

っ
た
わ
け
で
は
な
い(

)

。
ま
た
、
先
の
『
内
裏
儀
式
』
の
記
事
に
は
「
弘
仁
年
中
更

37

中
興
」
に
続
け
て
「
但
絲
引
・
榛
揩
衣
・
群
臣
踏
歌
並
停
之
」
と
あ
っ
て
、
再
開
後

も
群
臣
踏
歌
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
榛
摺
衣
の
下
賜
も
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
着
て

群
臣
と
と
も
に
踊
っ
た
蕃
客
踏
歌
も
当
然
、
行
わ
れ
な
い
。『
内
裏
式
』
上
・
十
六
日

踏
歌
式
に
「
或
有
レ

勅
令
三

客

等

奏
二

其
国
楽
一

」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
自
国
の
舞

（
徒
イ
）

楽
に
変
更
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
弘
仁
十
三
年
の
踏
歌
節
会
で
「
渤
海
国
使
王
文

矩
等
打
毬
、
賜
二

綿
二
百
屯
一

為
レ

賭
、
所
司
奏
レ

楽
、
蕃
客
率
舞
」
と
か
「
早
春
観
二

打
毬
一

一
首
〈
使
三

渤
海
客
奏
二

此
楽
一

〉
」
（
〈

〉
は
割
書
、
以
下
同
じ
）
と
み
え
る
打

（ 81 ）
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毬
に
と
も
な
う
舞
や
楽
は
、
渤
海
楽
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
（
打
毬
は
唐
か
ら

伝
わ
っ
た
も
の
）、
渤
海
使
が
実
際
に
踏
歌
節
会
で
舞
楽
を
奏
し
た
例
で
あ
る(

)

。
こ

38

れ
は
、
綿
を
賭
け
物
と
し
た
打
毬
の
戯
れ
に
付
随
す
る
余
興
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

従
来
、
『
内
裏
式
』
の
記
述
を
も
と
に
節
会
で
の
渤
海
楽
演
奏
が
恒
例
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る(

)

。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』
の
渤
海
使
に
よ
る
奏
楽
の
記
事
は
踏
歌
節
会
で

39

は
な
い
場
で
の
事
例
に
限
ら
れ
て
お
り
、
踏
歌
節
会
に
お
い
て
は
、
踏
歌
そ
の
他
の

舞
楽
が
記
録
さ
れ
な
が
ら
、
渤
海
使
が
自
国
の
楽
を
奏
し
た
こ
と
は
み
え
な
い(

)

。
40

『
内
裏
式
』
が
記
載
す
る
踏
歌
節
会
に
お
け
る
渤
海
楽
演
奏
は
弘
仁
期
に
は
じ
ま
っ

た
新
し
い
形
態
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
帝
国
」
型
儀
礼
が
縮
小
し
、
夷
狄
の
参
加
も
縮
小
し
て
い
く
な

か
で
、
踏
歌
節
会
は
い
っ
た
ん
停
止
さ
れ
、
そ
れ
と
連
動
し
て
、
節
会
に
奉
仕
し
て

い
た
采
女
も
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。
踏
歌
節
会
は
し
ば
ら
く
し
て
再
開
さ
れ
た
も
の

の
、
臣
従
儀
礼
と
し
て
の
群
臣
と
蕃
客
に
よ
る
踏
歌
の
演
舞
は
終
焉
し
、
蕃
客
踏
歌

は
余
興
と
し
て
奏
さ
れ
る
自
国
の
舞
楽
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
宮
人
踏
歌
は
節
会
再

開
と
と
も
に
復
活
し
た
が
、
全
国
の
郡
司
が
采
女
を
朝
廷
に
出
仕
さ
せ
る
貢
進
制
は
、

地
方
豪
族
が
天
皇
に
服
属
・
奉
仕
す
る
証
と
し
て
の
実
質
を
失
い
、
そ
の
性
格
を
四

十
数
人
の
采
女
が
象
徴
的
に
保
存
す
る
だ
け
と
な
っ
て
、
多
く
の
役
割
を
氏
女
に
譲

っ
た
。

踏
歌
節
会
が
停
止
さ
れ
て
い
た
大
同
年
間
（
平
城
朝
）
は
、
緊
縮
財
政
と
官
司
の

統
廃
合
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
時
期
と
し
て
知
ら
れ
る
が(

)

、
そ
の
背
景
に
は
、
こ

41

の
よ
う
な
「
帝
国
」
型
の
儀
礼
構
造
の
解
体
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
決
し
て
機
構
の

改
廃
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

二二

「「
帝帝
国国
」」
型型
国国
家家
儀儀
礼礼
縮縮
小小
のの
背背
景景—

外外
交交
方方
針針
のの
転転
換換—

「
帝
国
」
型
国
家
儀
礼
の
縮
小
は
、
そ
れ
が
蕃
国
・
夷
狄
の
上
に
君
臨
す
る
国
家

構
造
を
具
象
化
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
日
本
律
令
国
家
の
対
外
政
策
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
。

踏
歌
節
会
の
縮
小
が
は
じ
ま
る
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
、
来
朝
し
た
新
羅
使
が

「
臣
」
と
し
て
の
礼
を
と
る
こ
と
な
く
、
み
だ
り
に
調
を
「
信
物
」
と
称
し
、
入
朝

を
「
修
好
」
に
改
め
た
と
し
て
、
日
本
は
受
入
を
拒
否
し
て
放
還
し
た
。
そ
の
前
日
、

政
府
は
「
新
羅
兇
醜
、
不
レ

顧
二

恩
義
一

、
早
懐
二

毒
心
一

、
常
為
二

呪
詛
一

」
と
い
う
新

．
．

．

、
、

．

羅
観
に
基
づ
い
て
、
新
羅
に
臨
む
高
顕
の
浄
地
（
大
野
城
山
）
に
四
天
王
像
を
造
像

安
置
し
、
最
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
を
転
読
し
て
新
羅
の
災
い
を
攘
却
す
る
よ
う
大

宰
府
に
命
じ
て
い
る(

)

。
42

こ
こ
に
言
う
「
恩
義
」
と
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
に
よ
っ
て
新
羅
を
付
庸
国

と
し
た
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
直
接
的
に
は
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
廿
三
年
六
月

条
の
「
新
羅
西
羌
小
醜
、
逆
レ

天
無
レ

状
、
違
二

我
恩
義
一

、
破
二

我
官
家
一

、
毒
二

-

害
我

．
．

．

、
、

．

黎
民
一

、
誅
二

-

残
我
郡
県
一

、
我
気
長
足
姫
尊
霊
聖
聡
明
、
周
二

-

行
天
下
一

、
劬
二

-

労
群
庶

一

、
饗
二

-

育
萬
民
一

、
哀
三

新
羅
所
二

窮
見
一
レ

帰
、
全
二

新
羅
王
将
レ

戮
之
首
一

、
授
二

新
羅

要
害
之
地
一

、
崇
二

新
羅
非
レ

次
之
栄
一

、
我
気
長
足
姫
尊
於
二

新
羅
一

何
薄
、
我
百
姓
於

二

新
羅
一

何
怨
」
と
い
う
記
述
か
ら
表
現
を
借
り
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

三
韓
征
伐
伝
説
は
日
本
が
新
羅
に
臣
従
を
求
め
る
唯
一
の
根
拠
と
し
た
、
当
時
の

貴
族
層
の
歴
史
認
識
で
あ
り
、
そ
の
関
係
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
新
羅
に
対
し
て
、

従
前
で
あ
れ
ば
武
力
発
動
も
辞
さ
な
い
強
硬
な
姿
勢
が
と
ら
れ
て
い
た
（
藤
原
仲
麻

呂
の
新
羅
征
討
計
画
な
ど
）。
そ
れ
が
、
同
様
の
事
態
に
直
面
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は

新
羅
の
脅
威
か
ら
国
土
を
守
る
た
め
に
神
仏
の
加
護
を
期
待
す
る
と
い
う
受
け
身
の

姿
勢
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
対
新
羅
意
識
に
お
い
て
、
攻
撃
す
る

側
が
日
本
か
ら
新
羅
に
主
客
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
の
対
外
姿
勢
が
そ
れ

だ
け
能
動
性
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
以
後
、
三
韓
征
伐
の
報

復
の
機
会
を
虎
視
眈
々
と
窺
う
「
敵
国
」
新
羅
と
、
そ
の
脅
威
か
ら
国
を
守
る
神
明

の
加
護
と
い
う
観
念
は
平
安
貴
族
の
一
般
的
な
認
識
と
し
て
定
着
し
て
い
く(

)

。
そ

43

の
観
念
の
出
現
が
「
帝
国
」
型
儀
礼
縮
小
の
開
始
と
ほ
ぼ
同
時
に
表
れ
て
い
る
の
は
、

日
本
が
君
主
と
し
て
蕃
国
の
上
に
君
臨
す
る
国
際
関
係
を
軍
事
力
に
訴
え
て
で
も
実

（ 82 ）
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現
し
よ
う
と
す
る
意
志
の
後
退
を
意
味
し
て
い
る
。
同
年
、
そ
れ
ま
で
「
帰
化
」
と

見
做
し
て
強
制
的
に
国
内
に
付
貫
す
る
こ
と
で
、
天
皇
の
徳
化
の
擬
制
的
な
表
象
と

し
て
利
用
し
て
き
た
新
羅
人
漂
流
民
を
帰
化
と
区
別
し
、
本
国
に
放
還
す
る
規
定
を

定
め
た
の
も
、「
帝
国
」
的
対
外
方
針
の
緩
和
と
み
る
こ
と
が
で
き
る(

)

。
44

な
お
、
三
上
喜
孝
氏
は
、
先
の
四
天
王
像
の
造
像
を
新
羅
使
の
来
着
に
先
立
つ
出

来
事
と
み
て
、
新
羅
に
対
す
る
警
戒
心
の
理
由
を
新
羅
使
と
は
別
に
求
め
、
新
羅
人

交
易
者
の
活
動
の
深
刻
化
や
、
疫
病
が
国
土
の
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
と
す
る
観
念

に
よ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
閉
じ
た
国
土
観
生
成
の
要
因
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
理
解
は
事
実
の
前
後
関
係
を
誤
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
の
警
戒
心

は
、
朝
貢
関
係
を
否
定
す
る
新
羅
に
対
す
る
猜
疑
心
の
発
露
と
み
る
の
が
正
し
い(

)

。
45

そ
し
て
、
こ
の
対
外
姿
勢
の
後
退
の
行
き
着
く
先
に
、
下
向
井
龍
彦
氏
が
論
じ
た
、

新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
外
交
方
針
の
実
質
的
な
放
棄
と
、
そ
の
強
制
力
と
し
て
の

軍
備
の
解
体
が
あ
る(

)

。
46

宝
亀
十
年
に
来
朝
し
た
新
羅
使
は
、
遣
唐
判
官
海
上
三
狩
の
帰
国
と
と
も
に
来
日

し
た(

)

。
海
上
三
狩
は
唐
か
ら
の
帰
国
に
際
し
て
耽
羅
島
（
済
州
島
）
に
漂
着
し
て

47

島
人
に
抑
留
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
帰
国
の
た
め
に
遣
新
羅
使
が
派
遣
さ
れ
、
三
狩
を

伴
い
帰
国
し
た(

)

。
そ
の
遣
新
羅
使
と
海
上
三
狩
を
日
本
に
送
り
届
け
た
の
が
、
こ

48

の
新
羅
使
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
は
、
和
銅
八
（
七
一
五
）
年
以
来
久
方
ぶ
り
に

新
羅
使
を
朝
賀
に
参
列
さ
せ
、
そ
の
勤
労
を
嘉
し
て
、
以
後
、
こ
の
よ
う
に
供
奉
す

る
使
者
に
は
厚
く
恩
遇
を
加
え
常
礼
を
も
っ
て
迎
接
す
る
こ
と
を
い
っ
た
ん
は
約
束

し
た(

)

。
し
か
し
、
本
来
こ
の
新
羅
使
は
貢
調
使
で
は
な
く
、
日
本
が
要
求
し
て
き

49

た
上
表
文
も
持
参
し
て
お
ら
ず
、
朝
賀
で
新
羅
国
王
の
言
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
貢
調

・
賀
正
の
意
も
、
実
際
に
は
使
者
の
口
奏
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
帰
国
に

際
し
て
新
羅
国
王
に
宛
て
た
璽
書
（
慰
労
詔
書
）
で
は
一
転
し
て
、
今
後
は
「
表

函
」
の
持
参
に
よ
っ
て
礼
遇
を
判
断
す
る
こ
と
、
お
よ
び
表
の
な
い
使
者
は
入
境
さ

せ
な
い
よ
う
大
宰
府
と
対
馬
に
命
じ
た
こ
と
を
伝
え
た(

)

。
50

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
表
の
な
い
使
者
の
入
境
禁
止
を
国
境
管
理
の
官
司
に
指
示

し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
表
の
な
い
使
者
は
中
央
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
な
く
自
動
的
に

国
境
で
排
除
す
る
と
新
羅
国
王
に
通
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
断

交
と
な
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
仲
麻
呂
政
権

が
新
羅
使
の
無
礼
を
難
じ
て
「
専
対
之
人
・
忠
信
之
礼
・
仍
旧
之
調
・
明
験
之
言
」

を
備
え
て
来
朝
す
る
よ
う
求
め
、
王
子
ま
た
は
執
政
大
夫
を
入
朝
さ
せ
る
よ
う
命
じ

た
の
と(

)

、
似
て
い
る
よ
う
で
異
な
る
。
後
者
が
朝
貢
の
確
実
な
履
行
を
求
め
た
の

51

に
対
し
て
、
前
者
は
そ
の
意
志
が
な
い
な
ら
拒
絶
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
た
の
で

あ
り
、
朝
貢
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の

後
に
新
羅
使
は
途
絶
し
、
日
本
も
朝
貢
し
て
こ
な
い
新
羅
に
来
朝
を
促
し
た
り
問
責

し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
臣
下
の
礼
を
と
っ
た
朝
貢
の
履
行
・
反
復

こ
そ
が
、
君
臣
関
係
を
実
体
あ
る
も
の
と
し
て
実
現
・
維
持
す
る
手
段
で
あ
る
以
上
、

不
備
が
あ
れ
ば
た
だ
拒
絶
す
る
だ
け
で
は
な
く
確
実
に
実
行
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
あ
り
、
拒
絶
で
済
ま
せ
る
の
は
大
き
な
相
違
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
直
後
の
宝
亀
十
一
年
三
月
に
は
、
新
羅
に
朝
貢
を
強
要
す
る
強
制
力
と
し
て

組
織
さ
れ
た
外
征
軍
と
し
て
の
軍
団
兵
士
制
が
「
除
二

三
関
辺
要
一

之
外
、
随
二

国
大

小
一

」
っ
て
、
大
規
模
に
「
減
省
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(

)

。
こ
の
時
の
軍
縮
で

52

は
、
関
門
海
峡
を
抱
え
る
軍
事
上
の
要
地
で
あ
っ
た
長
門
国
で
も
、
兵
士
一
〇
〇
〇

人
の
標
準
規
模
の
軍
団
と
五
〇
〇
人
の
小
規
模
軍
団
各
一
つ
ず
つ
の
二
軍
団
・
兵
士

一
五
〇
〇
人
か
ら
、
一
軍
団
・
兵
士
五
〇
〇
人
へ
と
、
兵
士
数
が
三
分
の
一
に
削
減

さ
れ
て
お
り
、
軍
縮
の
規
模
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る(

)

。
同
年
七
月
に
西
日
本

53

の
縁
海
諸
国
に
警
固
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
国
々
が
こ
の
長
門
国
や
山
陰
道

諸
国
な
ど
を
含
め
て
軍
縮
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の

警
固
令
は
防
衛
体
制
の
整
備
・
強
化
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
東

日
本
の
征
夷
に
あ
わ
せ
て
西
日
本
で
も
、
兵
士
削
減
に
よ
っ
て
国
防
に
不
慮
の
事
態

が
生
じ
な
い
よ
う
「
安
き
に
も
危
を
忘
れ
ず
」
平
時
か
ら
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
誡

め
る
措
置
で
あ
っ
た(

)

。
こ
の
よ
う
に
、
警
固
を
と
も
な
い
国
防
に
必
要
な
最
低
限

54

の
軍
備
を
残
し
つ
つ
軍
縮
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
削
減
対
象
と
な
っ
た
軍
備
が
国

（ 83 ）
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防
に
は
必
ず
し
も
必
要
の
な
い
過
剰
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
軍
団
兵

士
制
の
本
質
が
外
征
に
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
持
統
朝
に
お
け
る
徴
兵
制
の

開
始
が
、
新
羅
に
対
し
て
朝
貢
の
継
続
を
迫
っ
た
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も(

)

、
55

そ
の
目
的
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。

そ
の
軍
団
兵
士
制
は
、
延
暦
十
一
（
七
九
二
）
年
に
辺
要
を
除
い
て
全
廃
さ
れ
た(

)

。
56

西
海
道
で
も
、
弘
仁
四
（
八
一
三
）
年
の
兵
士
削
減
を
経
て
、
天
長
三
（
八
二
六
）

年
に
は
兵
士
制
が
廃
止
さ
れ
、
統
領
・
選
士
制
に
移
行
す
る(

)

。
す
で
に
宝
亀
年
間

57

に
は
軍
団
兵
士
制
は
「
所
レ

有
軍
兵
未
二

曾
教
習
一

、
属
レ

事
徴
発
、
全
無
レ

堪
レ

用
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
機
能
不
全
の
状
態
に
あ
り(

)

、

以
後
の
日
本
は
最
低
限
の
防
備
を
有

58

す
る
だ
け
で
、
基
本
的
に
対
外
的
軍
備
を
持
た
な
い
国
家
と
な
っ
た
。
そ
の
心
理
的

不
安
が
、
上
記
の
よ
う
な
神
明
の
加
護
を
期
待
す
る
神
国
思
想
と
な
っ
て
表
出
す
る

の
で
あ
り
、「
帝
国
」
的
外
交
方
針
の
放
棄
と
軍
備
の
縮
小
、
そ
れ
に
と
も
な
う
対
外

的
脅
威
を
畏
怖
す
る
心
理
的
不
安
、
お
よ
び
閉
じ
た
国
土
観
の
形
成
は
、
い
ず
れ
も

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。

軍
備
の
縮
小
と
平
行
し
て
蕃
客
迎
接
儀
礼
の
面
で
も
、
入
京
す
る
使
節
を
京
城
門

外
で
迎
え
る
朝
廷
の
使
者
と
と
も
に
将
軍
が
率
い
て
威
儀
を
示
し
た
百
騎
を
超
す
騎

兵
は
宝
亀
十
年
の
唐
使
入
京
に
際
し
て
徴
集
さ
れ
た
の
が
最
後
と
な
っ
た(

)

。
延
暦

59

十
二
年
に
は
京
官
に
準
じ
た
職
制
で
構
成
さ
れ
新
羅
使
を
難
波
に
迎
え
た
摂
津
職
が

廃
止
さ
れ
て
摂
津
国
と
な
り(

)

、
続
く
延
暦
二
十
五
年
に
は
、
蕃
客
の
上
京
に
備
え

60

て
瓦
葺
粉
壁
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
備
後
以
西
の
山
陽
道
諸
国
の
駅
館
に
つ
い
て
、

そ
の
恒
常
的
な
修
造
を
や
め
て
、
破
損
が
あ
れ
ば
農
閑
期
に
ま
と
め
て
修
理
す
る
維

持
管
理
の
簡
素
化
が
行
わ
れ
た(

)

。
京
職
も
京
内
の
道
橋
・
客
館
の
修
理
清
掃
を
直

61

接
行
政
的
に
行
う
こ
と
を
や
め
、
王
臣
家
ら
京
内
住
人
に
委
ね
て
間
接
的
に
監
督
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た(

)

。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
蕃
客
に
国
威
を
示
す
必
要
性
の

62

低
下
、
ひ
い
て
は
「
帝
国
」
的
外
交
姿
勢
の
後
退
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

渤
海
使
に
対
し
て
も
、
日
本
が
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
以
来
、
原
則
と
し
て
き

た
「
上
表
」
の
要
求
は
宝
亀
十
年
が
最
後
で
あ
っ
た(

)

。
そ
の
後
、
出
羽
に
漂
着
し

63

て
迎
接
儀
礼
の
形
跡
が
な
い
延
暦
五
年
の
使
節
を
挟
ん
で
、
延
暦
十
五
年
の
渤
海
使

に
対
し
て
日
本
は
慰
労
詔
書
の
な
か
で
「
勝
宝
以
前
数
度
啓
、
頗
存
二

体
制
一

、
詞
義

可
レ

観
」
と
述
べ
「
修
聘
之
道
、
礼
敬
為
レ

先
」
と
し
て
い
る(

)

。
こ
こ
に
は
、
廣
瀬

64

憲
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
君
臣
関
係
を
示
す
「
表
」
よ
り
緩
や
か
な
上
長
に
奉

じ
る
「
啓
」
を
も
っ
て
礼
式
に
叶
う
外
交
文
書
形
式
と
す
る
姿
勢
が
み
て
と
れ
る(

)

。
65

ま
た
「
修
聘
（
礼
）
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
も
、
「
賓
礼
」
を
奉
ず
べ
き
「
蕃
国
」

で
は
な
く
「
諸
侯
」
間
の
儀
礼
を
意
味
す
る
と
い
う
重
松
敏
彦
氏
の
指
摘
が
あ
る(

)

。
66

こ
の
時
、
日
本
は
そ
う
し
た
基
本
姿
勢
を
示
し
た
う
え
で
、
渤
海
王
の
「
啓
」
が

天
平
勝
宝
以
前
の
旧
儀
に
違
う
こ
と
を
叱
責
し
、
「
苟
乖
二

於
斯
一

、
何
須
二

往
来
一

」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
何
ぞ
往
来
を
須
め
ん
や
」
と
い
う
文
言
は
、
新
羅
と
同
様

も
と

に
渤
海
に
対
し
て
も
、
形
式
を
具
備
し
な
い
場
合
は
国
交
断
絶
や
む
な
し
と
す
る
姿

勢
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
渤
海
が
「
朝
貢
之
年
限
」
を
請
う
な
ど

低
姿
勢
で
国
交
継
続
を
望
ん
だ
結
果
、
断
交
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
石
井
正
敏
氏

の
研
究
に
詳
し
い(

)

。
67

こ
こ
に
み
え
る
日
本
の
外
交
姿
勢
は
、
も
は
や
渤
海
と
の
間
に
君
臣
関
係
を
樹
立

し
よ
う
と
す
る
意
志
を
持
た
ず
、
関
係
の
継
続
さ
え
必
ず
し
も
必
要
と
し
な
い
態
度

で
あ
る
。
こ
の
時
の
朝
貢
年
期
の
交
渉
は
最
終
的
に
無
期
限
と
定
ま
る
が
、
そ
の
交

渉
過
程
で
来
日
し
た
渤
海
使
の
参
列
し
た
延
暦
十
八
年
正
月
の
踏
歌
節
会
が
蕃
客
踏

歌
の
終
見
と
な
っ
た
。

こ
れ
と
相
前
後
し
て
延
暦
十
七
年
頃
か
ら
は
夷
狄
の
公
民
化
も
始
ま
り
（
拙
稿

Ｂ
）
、
上
述
の
よ
う
に
延
暦
二
十
年
に
は
隼
人
の
朝
貢
交
替
制
が
終
焉
し
て
、
そ
の
四

年
後
に
は
踏
歌
節
会
に
お
け
る
風
俗
歌
舞
も
停
止
さ
れ
る
。
踏
歌
節
会
そ
の
も
の
が

大
同
二
（
八
〇
七
）
年
に
停
廃
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
宮
人
の
母
体
で
あ
っ

た
采
女
も
大
幅
削
減
さ
れ
、
翌
年
に
は
隼
人
司
が
い
っ
た
ん
衛
門
府
に
併
合
さ
れ
た
。

弘
仁
三
年
に
踏
歌
節
会
が
再
開
さ
れ
て
以
後
も
、
群
臣
踏
歌
や
蕃
客
踏
歌
、
隼
人
の

風
俗
歌
舞
は
行
わ
れ
ず
、
蕃
客
踏
歌
は
余
興
的
な
本
国
楽
に
代
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
宝
亀
～
延
暦
期
は
外
交
政
策
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
渤
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海
王
の
「
啓
」
を
許
容
し
「
修
聘
礼
」
と
す
る
外
交
は
日
本
が
渤
海
を
高
く
評
価
す

る
よ
う
に
な
っ
た
表
れ
と
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
む
し
ろ
蕃
国
と
の
君
臣
関

係
を
実
体
あ
る
も
の
と
し
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
伝
統
的
な
方
針
を
放
棄
し
て
、
そ

れ
を
前
提
と
し
な
い
関
係
に
変
更
し
た
た
め
と
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
し
て
、

蕃
客
の
参
列
に
よ
っ
て
君
臣
秩
序
を
具
象
化
さ
せ
た
「
帝
国
」
型
国
家
儀
礼
も
並
行

し
て
縮
小
さ
れ
、
続
く
大
同
年
間
に
は
、
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三三

儀儀
礼礼
体体
系系
のの
再再
編編

１１

嵯嵯
峨峨
朝朝
のの
儀儀
礼礼
再再
興興

大
同
四
（
八
〇
九
）
年
二
月
、
平
城
天
皇
が
不
予
に
陥
り
、
同
年
四
月
に
は
嵯
峨

天
皇
に
譲
位
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
平
城
上
皇
は
年
末
に
平
城
宮
に
移
る
と
、
翌

大
同
五
年
に
は
そ
こ
で
国
政
に
関
わ
る
詔
勅
を
独
自
に
発
し
は
じ
め
、「
二
所
朝
庭
」

と
言
わ
れ
る
皇
権
の
分
裂
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
の
状
態
は
同
年
九
月
の
平
城
太
上
天

皇
の
変
（
薬
子
の
変
）
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
皇
権
は
嵯
峨
天
皇
の
も
と
に
一
元
化

さ
れ
る
が
、
こ
の
皇
権
分
裂
の
背
景
の
一
つ
に
、
政
策
路
線
の
対
立
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
皇
位
継
承
を
前
後
し
て
、
平
城
朝
に
断
行
さ
れ
た
儀
礼
改
廃
政
策
は
見

直
さ
れ
、
儀
礼
体
系
の
再
構
築
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
大
同
二
年
十
一
月
に
停
止
さ
れ
た
白
馬
節
会
と
踏
歌
節
会
の
う

ち
、
白
馬
節
会
は
平
城
退
位
直
前
の
大
同
四
年
正
月
に
は
再
開
さ
れ
、
踏
歌
節
会
も

嵯
峨
朝
の
弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
に
復
活
し
た
。
大
同
二
年
か
ら
九
月
に
移
さ
れ
て

い
た
射
礼
も
弘
仁
二
年
に
は
正
月
儀
礼
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
儀
礼
は
再
開
後
、
白
馬
節
会
は
弘
仁
四
年
、
踏
歌
節
会
も
弘
仁
六
年
を

初
見
と
し
て
豊
楽
院
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
射
礼
も
弘
仁
二
年
に
豊
楽
院
で

催
さ
れ
た
あ
と
、
弘
仁
四
年
に
は
南
庭
、
弘
仁
五
年
に
は
馬
埒
殿
で
行
わ
れ
た
が
、

弘
仁
六
年
か
ら
豊
楽
院
の
儀
と
し
て
定
着
す
る
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
延
暦
十
八
（
七

九
九
）
年
に
蕃
客
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
白
馬
節
会
で
は
、
豊
楽
院
が
未
完
成
で
あ

っ
た
た
め
に
大
極
殿
龍
尾
道
上
に
仮
殿
を
設
営
し
て
朝
堂
院
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た(
)

。
こ
の
こ
と
か
ら
橋
本
義
則
氏
は
、
造
営
当
初
の
豊
楽
院
が
、
蕃
客
来
朝
に

68

備
え
た
国
家
的
饗
宴
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
嵯
峨
朝
の
儀
式
整
備

政
策
の
な
か
で
蕃
客
来
朝
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
饗
宴
の
場
と
し
て
の
性
格
を
強

め
る
と
論
じ
て
い
る(

)

。
69

こ
の
指
摘
を
先
の
外
交
関
係
の
推
移
の
考
察
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
た
い
。
宝
亀
十

一
（
七
八
〇
）
年
以
降
、
日
本
は
新
羅
に
朝
貢
を
求
め
な
く
な
り
、
渤
海
に
対
し
て

も
延
暦
十
五
年
に
は
饗
宴
を
行
わ
ず
断
交
も
辞
さ
な
い
態
度
を
示
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
平
安
遷
都
直
後
の
時
点
で
日
本
は
、
両
国
と
の
外
交
関
係
の
継
続
を
必
ず
し

も
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
渤
海
使
と
の
関
係
の
継
続
が
確
定
す
る

の
は
、
延
暦
十
五
年
十
月
に
遣
渤
海
使
が
「
朝
貢
之
年
限
」
を
奏
請
す
る
渤
海
王
啓

を
持
ち
帰
っ
た
時
で
あ
る(

)

。
豊
楽
院
の
造
営
は
こ
れ
を
受
け
て
、
は
じ
め
て
着
手

70

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
長
岡
京
の
資
材
を
再
利
用
し
て
造

営
さ
れ
た
内
裏
や
朝
堂
院
と
異
な
り
、
豊
楽
院
は
新
た
な
資
材
（
あ
る
い
は
平
城
宮

第
二
次
大
極
殿
）
を
用
い
て
遅
れ
て
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う(

)

。
そ
し
て
、
ま
ず

71

は
外
交
儀
礼
の
た
め
の
特
別
な
場
と
し
て
造
営
さ
れ
た
豊
楽
院
が
、
平
城
朝
の
儀
礼

改
廃
を
経
て
、
嵯
峨
朝
に
は
外
交
に
限
ら
な
い
饗
宴
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
元
日
・
白
馬
・
踏
歌
・
射
礼
の
各
節
会
を
豊
楽
院
の
儀
と
規
定
す
る
『
内

裏
式
』『
儀
式
』
で
は
、
そ
れ
ら
を
い
ず
れ
も
蕃
客
の
参
列
す
る
儀
礼
と
位
置
づ
け
、

元
日
節
会
を
除
い
て
全
て
、
蕃
客
参
列
時
に
は
六
位
以
下
の
下
級
官
人
も
参
加
す
る

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
類
聚
国
史
』
等
を
み
る
か
ぎ
り
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
実
態
は
見
出
せ
な
い
。

ま
ず
、
元
日
節
会
に
つ
い
て
。
蕃
客
の
参
列
し
た
朝
賀
に
続
い
て
豊
楽
院
で
開
催

さ
れ
た
弘
仁
十
一
年
と
十
三
年
の
事
例
に
は
「
宴
二

侍
臣
於
豊
楽
殿
一

」
（
十
一
年
）
、

「
御
二

豊
楽
殿
一

、
宴
二

侍
臣
一

」
（
十
三
年
）
と
し
か
な
く
、
蕃
客
の
参
列
は
記
録
さ
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れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
歴
史
上
に
蕃
客
の
参
列
し
た
元
日
節
会
は
一
例
も
確
認

で
き
な
い
た
め
、
儀
式
書
の
そ
の
規
定
は
全
く
の
空
文
と
い
う
ほ
か
な
い
。

一
方
、
こ
の
時
期
も
白
馬
・
踏
歌
・
射
礼
に
蕃
客
が
参
列
し
た
の
は
儀
式
書
の
通

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
世
紀
の
踏
歌
節
会
に
六
位
以
下
の
下
級
官
人
を
参
列
さ
せ

た
事
例
が
な
い
こ
と
は
上
述
し
た
。
白
馬
節
会
に
つ
い
て
も
奈
良
時
代
以
来
、
嵯
峨

朝
の
末
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
五
位
以
上
を
参
列
範
囲
と
し
て
お
り
、
平
時
か
蕃
客

来
朝
時
か
を
問
わ
ず
、
実
例
で
は
六
位
以
下
の
参
列
は
確
認
で
き
な
い
。

『
類
聚
国
史
』
は
弘
仁
七
年
・
十
三
年
・
十
四
年
の
白
馬
節
会
の
参
列
者
を
「
群

臣
」
と
す
る
が
、「
群
臣
」
が
必
ず
し
も
全
官
人
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
踏
歌
節
会
の

場
合
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
他
の
嵯
峨
朝
の
九
事
例
は
全
て
「
五
位
已
上
」
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
、
蕃
客
が
正
月
儀
礼
に
参
加
し
た
弘
仁
十
三
年
は
、
白
馬
節
会
の
参

列
者
に
つ
い
て
は
「
群
臣
」
と
し
か
な
い
が
、
踏
歌
節
会
は
「
五
位
已
上
」
と
『
類

聚
国
史
』
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
踏
歌
節
会
の
参
列
者
を
「
群
臣
」
と
す
る
弘

仁
十
一
年
の
白
馬
節
会
は
蕃
客
参
列
時
な
が
ら
「
五
位
已
上
」
で
あ
っ
て
、
白
馬
・

踏
歌
と
も
に
六
位
以
下
の
参
列
と
す
る
『
内
裏
式
』
と
完
全
に
一
致
す
る
年
は
存
在

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
内
裏
式
』
に
依
拠
し
て
こ
の
「
群
臣
」
を
全
官
人
で
あ
る

と
断
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
踏
歌
節
会
が
弘
仁
末
年
ま
で
ほ
ぼ
全
て
五
位
以

上
な
い
し
侍
臣
に
限
ら
れ
る
以
上
、
白
馬
節
会
も
五
位
以
上
限
定
で
あ
っ
た
と
考
え

る
べ
き
で
あ
る(

)

。
72

嵯
峨
朝
の
射
礼
の
参
列
範
囲
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
嵯
峨
朝
に
お
い
て
は
、
宝
亀
年
間
か
ら
引
き
続
き
、
正
月
の
各
種
節

会
に
参
列
す
る
官
人
は
蕃
客
参
列
時
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
五
位
以
上
に
限
ら
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
蕃
客
饗
応
儀
礼
の
全
体
的
な
縮
小
の
な
か
に
、
君
臣
関
係
の
樹
立

を
実
質
的
に
放
棄
し
た
あ
と
、
蕃
客
来
朝
を
重
要
視
す
る
姿
勢
が
後
退
し
た
様
子
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
弘
仁
二
年
に
は
節
会
と
は
別
に
、
特
別
に
選
抜
・
指
名
さ
れ
た
公
卿
と
容

儀
あ
る
五
位
以
上
が
蕃
客
と
共
同
飲
食
す
る
「
饗
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
正
月
乙
卯
（
二
十
日
）
条
で
は
大
納
言
・
中
納
言
・
参
議

各
一
人
が
遣
わ
さ
れ
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
五
月
十
日
条
で
は

「
大
臣
已
下
」
と
「
五
位
已
上
有
二

容
儀
一

者
卅
人
」
が
侍
し
て
お
り
、
従
五
位
下
官

人
一
人
が
客
徒
を
率
い
て
食
を
供
し
（
延
喜
太
政
官
式
・
蕃
客
条
に
豊
楽
院
・
朝
集

堂
各
一
人
を
任
命
す
る
と
あ
る
「
供
食
使
」
に
当
た
る
）、
中
使
が
渤
海
使
に
御
衣
を

賜
っ
て
い
る
。
五
位
の
供
食
使
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
（
八
四
二
）
四
月
癸
酉

（
九
日
）
条
で
は
帰
国
の
迫
っ
た
使
節
に
対
し
て
国
王
・
大
使
へ
の
賜
禄
と
饗
応
を

宣
す
る
宣
命
を
読
み
供
食
し
て
い
る
よ
う
に
送
別
の
使
者
で
あ
る
。
ま
た
、
供
食
使

と
は
別
に
延
喜
治
部
式
・
蕃
客
条
の
「
共
食
」
と
し
て
七
位
官
人
が
任
命
さ
れ
た
こ

と
も
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
四
（
八
七
二
）
年
五
月
廿
三
日
条
か
ら
知
ら
れ
る(

)

。
73

こ
の
朝
集
堂
の
饗
に
つ
い
て
は
、
執
政
大
臣
の
私
宅
で
の
饗
を
背
景
に
太
政
官
中

心
の
儀
礼
と
し
て
定
着
し
た
と
も
、
唐
皇
帝
が
麟
徳
殿
に
出
御
し
て
行
う
送
別
儀
礼

と
は
別
に
宰
臣
に
命
じ
て
中
書
省
で
外
国
使
を
も
て
な
し
た
宴
を
原
型
と
し
て
新
た

に
創
設
さ
れ
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が(

)

、
八
世
紀
に
も
天
皇
が
出
御
せ
ず
宮
中

74

で
行
わ
れ
た
蕃
客
の
「
饗
」
は
存
在
し
た
。
そ
れ
は
蕃
客
が
正
月
以
外
に
入
朝
し
た

際
に
朝
堂
で
行
わ
れ
た
饗
で
あ
り
、
参
加
者
が
明
ら
か
な
事
例
に
乏
し
い
も
の
の
、

宝
亀
三
年
の
事
例
で
は
五
位
以
上
が
参
加
し
て
共
同
飲
食
し
、
国
王
・
大
使
以
下
に

禄
を
賜
っ
て
い
る(

)

。
75

榎
村
寛
之
氏
に
よ
れ
ば
、
節
会
な
ど
の
「
宴
」
は
親
睦
性
を
本
質
と
し
て
、
そ
れ

を
天
皇
が
臣
下
に
賜
う
こ
と
で
、
官
位
制
を
超
越
し
た
君
臣
の
一
体
的
意
識
を
確
認

す
る
儀
礼
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
饗
」
は
、
服
属
者
・
被
支
配
者

を
饗
応
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
う(

)

。
八
世
紀
の
蕃
客
が
参
列
し
た
節
会
は

76

お
お
む
ね
「
宴
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
国
王
へ
の
賜
禄
や
大
使
以
下
へ
の
叙

位
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
蕃
国
の
王
と
そ
の
使
者
を
天
皇
の
外
臣
と
位

置
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
（
た
だ
し
、
蕃
客
参
列
の
踏
歌
節
会
に
は

「
饗
」
の
表
記
も
多
く
、
そ
の
服
属
儀
礼
的
性
格
が
表
わ
れ
て
い
る
）
。
一
方
、
日
本

が
重
要
視
し
た
正
月
儀
礼
に
参
加
し
な
い
場
合
は
、
文
武
百
官
と
と
も
に
「
宴
」
に
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あ
ず
か
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
来
朝
を
う
け
た
天
皇
不
出
御
の
「
饗
」
と
し
て
朝
堂

で
も
て
な
し
、
国
王
等
へ
の
賜
禄
も
そ
の
場
で
宣
せ
ら
れ
た
。

朝
集
堂
で
の
「
饗
」
は
、
嵯
峨
朝
の
儀
礼
再
編
の
な
か
で
唐
制
に
倣
っ
て
、
こ
の

従
来
は
「
宴
」
に
参
加
し
な
い
場
合
の
蕃
客
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
「
饗
」
を

「
宴
」
と
と
も
に
行
い
、
国
王
等
へ
の
賜
禄
を
「
宴
」
か
ら
移
し
て
独
立
さ
せ
た
も

の
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
を
朝
堂
か
ら
そ
の
一
角
の
朝
集
堂
へ

と
場
を
縮
小
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
蕃
客
の
来
朝
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、

や
は
り
国
家
的
に
は
意
義
を
低
下
さ
せ
た
当
該
期
の
外
交
の
あ
り
方
が
み
て
と
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
蕃
客
の
接
遇
を
縮
小
さ
せ
た
形
で
行
わ
れ
た
嵯
峨
朝

の
儀
礼
再
興
は
、
決
し
て
か
つ
て
の
「
帝
国
」
型
儀
礼
体
系
の
復
活
で
は
な
い
。
豊

楽
院
が
外
交
儀
礼
に
限
ら
な
い
饗
宴
に
使
途
を
広
げ
る
の
も
、
そ
の
文
脈
の
な
か
で

理
解
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
紀
略
』
弘
仁
五
年
五
月
乙
卯
（
九
日
）
条
に
「
制
、
新
羅
王
子
来
朝
之
日
、

若
有
二

朝
献
之
志
一

者
、
准
二

渤
海
之
例
一

、
但
願
レ

修
二

隣
好
一

者
、
不
レ

用
二

答
礼
一

、

直
令
二

還
却
一

、
且
給
二

還
粮
一

」
と
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
重
松
敏
彦
氏
は
、
こ
の
時
期

ま
で
日
本
は
国
家
使
節
と
し
て
の
新
羅
使
来
航
の
可
能
性
を
完
全
に
は
捨
て
て
お
ら

ず
、
あ
く
ま
で
朝
貢
関
係
を
強
制
し
た
と
論
じ
て
い
る(

)

。
し
か
し
、「
帝
国
」
型
儀

77

礼
の
改
廃
状
況
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
宝
亀
年
間
以
降
の
「
帝
国
」
的
外
交
方
針

の
後
退
と
平
城
朝
に
お
け
る
断
絶
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
弘
仁
期
を
八
世
紀
以
来
の

外
交
方
針
の
単
純
な
継
続
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

む
し
ろ
こ
れ
は
、
嵯
峨
朝
の
儀
礼
再
興
の
な
か
で
、
あ
ら
た
め
て
蕃
客
来
朝
時
の

原
則
を
国
内
向
け
に
定
め
直
し
た
理
念
上
の
内
規
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
新
羅

に
提
示
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
必
ず
し
も
新
羅
使
が
実

際
に
来
朝
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
制
」
が

基
準
と
す
る
「
渤
海
之
例
」
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
「
表
」
で
は
な
く
「
啓
」
で
よ

い
と
す
る
、
君
臣
関
係
よ
り
も
緩
や
か
な
関
係
を
許
容
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、

仁
和
元
（
八
八
五
）
年
に
前
年
の
漂
流
民
送
還
を
謝
し
て
来
朝
し
た
新
羅
使
が
「
国

王
啓
」
を
持
参
し
な
い
た
め
に
放
還
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
羅
に
対
し
て
も
「
啓
」
で

礼
式
に
叶
う
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
廣
瀬
憲
雄
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る(

)

。
こ
こ

78

で
は
「
表
函
」
を
必
須
と
し
た
宝
亀
十
一
年
よ
り
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
り
、
嵯
峨
朝
の
外
交
方
針
が
君
臣
関
係
の
樹
立
を
目
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

２２

天天
長長
年年
間間
以以
降降
のの
儀儀
礼礼
再再
編編

①①
豊豊
楽楽
院院
のの
儀儀
かか
らら
紫紫
宸宸
殿殿
のの
儀儀
へへ
のの
変変
化化
とと
外外
交交
関関
係係

上
記
の
よ
う
に
、
豊
楽
院
は
当
初
、
外
交
儀
礼
に
お
け
る
饗
宴
の
場
と
し
て
造
営

さ
れ
た
。
さ
ら
に
嵯
峨
朝
に
は
、
蕃
客
来
朝
時
に
限
ら
ず
元
日
・
白
馬
・
踏
歌
・
射

礼
・
新
嘗
の
各
種
節
会
で
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
節
会
は
新
嘗

会
を
除
い
て
、
理
念
的
に
は
『
内
裏
式
』
や
『
儀
式
』
が
蕃
客
参
列
儀
礼
と
規
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
節
会
は
九
世
紀
を
通
じ
て
次
第
に
豊
楽
院

の
儀
か
ら
紫
宸
殿
の
儀
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(

)

。
そ
の
要
因

79

は
従
来
、
政
務
運
営
や
昇
殿
制
の
成
立
に
至
る
貴
族
社
会
の
あ
り
方
の
変
化
と
関
連

づ
け
て
、
天
皇
の
日
常
政
務
の
場
へ
の
移
行
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た(

)

。
そ
の
視

80

点
は
、
儀
礼
が
内
裏
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
の
説
明
と
し
て
は
的
確
な
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
豊
楽
院
の
儀
で
な
く
な
る
こ
と
の
説
明
と
し
て
は
不
十
分
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
豊
楽
院
の
儀
の
性
格
が
外
交
儀
礼
と
も
密
接
に
関
係
す
る
な
ら
、
そ
の

場
の
変
化
も
ま
た
、
外
交
と
の
関
わ
り
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

変
化
が
現
れ
る
の
は
淳
和
朝
の
天
長
年
間
か
ら
で
あ
る
。『
類
聚
国
史
』
に
よ
れ
ば
、

も
と
も
と
平
城
宮
で
は
内
裏
で
行
わ
れ
て
い
た
元
日
節
会
が
、
弘
仁
十
年
代
前
半
に

豊
楽
院
で
行
わ
れ
た
わ
ず
か
な
期
間
を
挟
ん
で
、
弘
仁
十
五
年
（
天
長
元
年
、
八
二

四
）
か
ら
再
び
内
裏
の
紫
宸
殿
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
踏
歌
節
会
も
、
豊
楽
院

で
の
開
催
は
弘
仁
十
三
年
が
終
見
で
あ
り
、
そ
の
後
、
天
長
四
年
に
は
紫
宸
殿
で
行

わ
れ
て
お
り
、
以
後
、
そ
れ
が
定
着
す
る
。

（ 87 ）
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こ
の
弘
仁
末
年
か
ら
天
長
初
年
に
か
け
て
の
時
期
の
外
交
上
の
大
き
な
変
化
は
、

渤
海
使
が
正
月
儀
礼
に
参
列
し
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
四
・
殊
俗
・
渤
海
下
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
十
四
年
に
来
朝
し

た
渤
海
使
に
対
し
て
日
本
は
不
作
・
疫
病
な
ど
に
よ
る
民
衆
の
疲
弊
を
理
由
に
入
京

さ
せ
ず
、
翌
天
長
元
年
五
月
に
賜
物
を
与
え
て
帰
国
さ
せ
た
が
、
こ
の
折
の
天
長
元

年
正
月
二
十
四
日
、
右
大
臣
藤
原
緒
嗣
の
上
表
に
よ
っ
て
、
渤
海
使
の
入
朝
を
一
紀

（
十
二
年
）
一
貢
と
す
る
年
期
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
決
定
の
背
景
に
は
、
渤
海
使

を
「
実
是
商
旅
」
と
み
な
し
、
そ
の
迎
接
が
「
経
営
重
畳
」
と
な
る
こ
と
を
厭
う
当

時
の
日
本
の
外
交
姿
勢
が
あ
っ
た(

)

。
年
期
の
制
定
は
、
そ
の
間
隔
が
短
け
れ
ば
積

81

極
的
に
来
貢
を
求
め
る
意
志
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、
逆
に
期
間
が
長
け
れ
ば
長
い

だ
け
、
頻
繁
な
来
貢
を
誡
め
る
役
割
を
果
た
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
降
、
渤
海
使
の

来
貢
が
十
二
年
に
一
度
に
制
限
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
迎
接
時
期
も
正
月
か
ら

四
・
五
月
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
渤
海
使
の
正
月
儀
礼
へ
の
参
加
は

弘
仁
十
三
年
を
最
後
に
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
蕃
客
の
参
列
す
る
節
会
の
な
か
で
最

も
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
踏
歌
節
会
が
、
元
日
節
会
と
と
も
に
紫
宸
殿
の
儀
に
移
行

す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
深
い
因
果
関
係
が
想
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
外
交
の
重

要
性
が
低
下
し
て
い
く
な
か
で
、
む
し
ろ
蕃
客
迎
接
の
経
費
が
過
重
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
外
交
頻
度
は
低
減
さ
れ
、
渤
海
使
の
正
月
儀
礼
へ
の
参
加
も
終
焉

し
た
。
そ
の
結
果
、
蕃
客
迎
接
儀
礼
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
正
月
儀
礼
は
縮
小
さ
れ

て
、
豊
楽
院
の
儀
か
ら
紫
宸
殿
の
儀
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
渤
海
使
が

日
本
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
弘
仁
十
四
年
末
、
淳
和
天
皇
が
「
凶
年
之
間
」
の
朝
賀
に

お
け
る
礼
服
着
用
の
停
止
を
発
議
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
後
は
儀
式
に
お
い
て
特

別
な
役
目
を
有
し
な
い
四
位
以
下
の
礼
服
の
着
用
が
凶
年
に
限
ら
ず
廃
止
さ
れ
た
の

も(
)

、
一
連
の
事
柄
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

82弘
仁
末
か
ら
天
長
期
に
撰
上
・
修
訂
さ
れ
た
『
内
裏
式
』
お
よ
び
貞
観
期
の
『
儀

式
』
に
は
、
正
月
の
元
日
・
白
馬
・
踏
歌
・
射
礼
の
各
種
節
会
に
蕃
客
が
参
列
し
た

場
合
に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
天
長
年
間
以
降
に
蕃
客
が
正
月
儀
礼
に
参

列
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
全
く
の
空
文
で
あ
る
。
天
長
年
間
以
前
に
つ

い
て
も
、
蕃
客
参
列
時
の
官
人
の
参
加
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
上
記
の
通
り

で
あ
り
、
『
内
裏
式
』
『
儀
式
』
の
記
す
蕃
客
参
列
の
節
会
は
、
実
在
し
た
ど
こ
か
の

時
点
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

②②
白白
馬馬
・・
新新
嘗嘗
両両
節節
会会
のの
拡拡
大大
とと
俘俘
囚囚
見見
参参

嵯
峨
朝
ま
で
蕃
客
が
参
列
し
た
正
月
儀
礼
の
う
ち
白
馬
節
会
と
射
礼
は
そ
の
後
も

豊
楽
院
の
儀
で
あ
り
続
け
、
紫
宸
殿
（
射
礼
は
建
礼
門
南
庭
）
へ
の
移
行
が
九
世
紀

後
半
ま
で
ず
れ
込
む
。
こ
の
事
実
は
、
外
交
と
儀
礼
の
変
化
に
因
果
関
係
を
認
め
る

本
稿
の
視
点
と
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
儀
礼
は
、

外
交
と
は
別
の
新
た
な
意
義
を
付
与
さ
れ
て
再
編
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

白
馬
節
会
は
元
来
、
五
位
以
上
参
列
型
の
儀
礼
で
あ
り
、
そ
れ
は
豊
楽
院
で
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
嵯
峨
朝
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
仁
明
朝
に
は
豊

楽
院
に
出
御
し
た
天
皇
が
「
百
官
」
を
饗
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る(

)

。
そ
の
間

83

の
淳
和
朝
は
参
列
範
囲
の
分
か
る
事
例
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
私
見
で
は
こ
の
淳
和
朝

の
早
い
時
期
、
す
な
わ
ち
元
日
・
踏
歌
両
節
会
が
紫
宸
殿
の
儀
に
移
行
す
る
の
と
同

時
期
に
、
白
馬
節
会
は
全
官
人
参
列
型
の
儀
礼
に
転
換
し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、

同
時
期
に
編
纂
・
修
訂
さ
れ
た
『
内
裏
式
』
が
通
常
時
の
参
列
範
囲
を
「
五
位
已
上

・
六
位
已
下
」
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
以
前
に
は
一
切
存
在
し
な
い

形
態
が
儀
式
書
に
規
定
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

弘
仁
十
二
（
八
二
一
）
年
正
月
の
撰
進
時
点
で
は
、
前
年
の
白
馬
節
会
が
「
五
位

已
上
」
限
定
で
あ
る
た
め(

)

、
ま
だ
下
級
官
人
の
参
列
規
定
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ

84

れ
る
。
『
内
裏
式
』
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
規
定
さ
れ
た
儀
礼
は
「
頃
年
頗
革
」
し
て

「
節
会
供
張
」
な
ど
の
「
新
変
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
天
長
十

（
八
三
三
）
年
に
修
訂
が
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。
白
馬
節
会
が
拡
大
さ
れ
る
の
は
こ

の
間
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
内
裏
式
』
は
天
長
年
間
に
紫
宸
殿
の
儀
に
移
行

（ 88 ）
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し
た
節
会
を
以
前
の
ま
ま
豊
楽
院
の
儀
と
し
て
い
る
な
ど
、
必
ず
し
も
修
訂
時
の
実

態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
初
進
時
に
は
先
例
の
な
か
っ
た

白
馬
節
会
へ
の
六
位
以
下
の
参
列
と
い
う
規
定
は
、
天
長
十
年
ま
で
の
間
に
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
実
態
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
問
題
と
な
る
の
は
、『
内
裏
儀
式
』
も
蕃
客
参
列
時
に
限
っ

て
だ
が
、
白
馬
節
会
に
六
位
以
下
の
参
加
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
内
裏
儀
式
』
に
規
定
さ
れ
た
正
月
儀
礼
は
、
弘
仁
九
年
三
月
の
儀
礼
唐
風
化
以

前
の
古
礼
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

)

。
し
か
し
、『
続
日
本
紀
』

85

に
参
列
範
囲
の
記
載
の
な
い
慶
雲
三
（
七
〇
六
）
年
と
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
の

例
を
除
い
て
、
弘
仁
九
年
以
前
の
事
例
が
全
て
五
位
以
上
参
列
型
で
あ
っ
た
と
史
料

的
に
確
認
で
き
る
蕃
客
入
朝
時
の
白
馬
節
会
に
「
六
品
以
下
」
を
参
加
さ
せ
る
記
述

は
、
そ
の
時
期
の
実
態
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

『
内
裏
儀
式
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
『
内
裏
式
』
と
の
先
後
関
係
を
め
ぐ
っ

て
議
論
が
あ
り
、
全
て
が
『
内
裏
式
』
よ
り
古
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
例
え

ば
、『
内
裏
儀
式
』
に
は
宮
城
の
殿
閣
・
諸
門
の
名
称
が
唐
風
化
さ
れ
た
弘
仁
九
年
以

降
の
名
称
で
あ
る
「
延
政
門
」
が
賜
鑰
幷
進
式
や
少
納
言
尋
常
奏
式
の
本
文
に
み
え
、

後
者
に
は
「
紫
宸
殿
」
の
名
称
や
弘
仁
十
一
年
成
立
の
掃
部
寮
も
み
え
る
。
名
称
の

み
な
ら
ず
所
作
に
つ
い
て
も
、
少
納
言
尋
常
奏
式
を
七
日
宴
会
式
と
比
較
す
る
と
、

版
位
に
就
い
て
奏
上
し
た
少
納
言
が
主
鈴
を
喚
ん
で
い
っ
た
ん
廊
前
に
退
き
待
機
す

る
作
法
は
、
七
日
宴
会
式
が
跪
く
古
礼
と
す
る
の
に
対
し
て
、
少
納
言
尋
常
奏
式
で

は
立
礼
と
な
っ
て
い
る
。
少
納
言
尋
常
奏
式
が
全
体
と
し
て
唐
風
化
以
後
の
様
相
を

示
す
よ
う
に
、『
内
裏
儀
式
』
の
式
文
が
全
て
唐
風
化
以
前
の
あ
り
方
で
あ
る
と
は
言

え
な
い(

)

。
白
馬
節
会
参
列
範
囲
の
実
態
と
規
定
と
の
不
一
致
か
ら
す
る
と
、
七
日

86

宴
会
式
に
み
え
る
蕃
客
入
朝
時
の
参
列
範
囲
の
記
述
も
『
内
裏
式
』
と
同
時
期
、
弘

仁
末
年
よ
り
あ
と
の
手
が
入
っ
て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
（
た
だ
し
、
ベ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
式
文
そ
れ
自
体
は
豊
楽
院
の
殿
舎
の
名
称
の
記
載
な
ど
か
ら
、
豊
楽

院
が
造
営
途
上
だ
っ
た
延
暦
十
八
〔
七
九
九
〕
年
か
ら
殿
閣
・
諸
門
の
名
称
が
唐
風

化
さ
れ
る
弘
仁
九
年
ま
で
の
間
の
も
の
と
思
わ
れ
る—

拙
稿
Ｃ
）。

『
内
裏
式
』『
内
裏
儀
式
』
と
も
、
白
馬
節
会
に
六
位
以
下
を
参
列
さ
せ
る
規
定
は

天
長
初
年
の
参
列
範
囲
の
拡
大
を
受
け
て
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
実
は
、

そ
の
時
期
に
は
す
で
に
白
馬
節
会
に
蕃
客
が
参
列
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

儀
式
書
が
想
定
す
る
よ
う
な
六
位
以
下
と
蕃
客
が
と
も
に
参
列
し
た
白
馬
節
会
は
歴

史
上
に
存
在
し
な
い
（
そ
の
実
例
の
よ
う
に
み
え
る
弘
仁
十
三
年
の
「
群
臣
」
参
列

の
白
馬
節
会
が
該
当
し
な
い
こ
と
は
上
述
の
通
り
）。
に
も
関
わ
ら
ず
こ
う
し
た
記
述

が
な
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
淳
和
朝
以
降
、
豊
楽
院
に
「
百
官
」
を
集
め
て
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
白
馬
節
会
は
、
仁
明
・
文
徳
朝
に
は
紫
宸
殿
で
行
わ
れ
る
場
合
も
多
く
な

る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
も
参
列
者
は
「
百
官
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
豊
楽
院
で

の
開
催
は
貞
観
三
（
八
六
一
）
年
ま
で
続
い
た
が
、
翌
年
か
ら
東
宮
前
殿
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
貞
観
八
年
以
降
は
紫
宸
殿
の
儀
と
し
て
定
着
す
る
。
山
下
信
一

郎
氏
に
よ
れ
ば
、
白
馬
節
会
が
紫
宸
殿
で
行
わ
れ
た
際
に
は
、
六
位
以
下
の
官
人
は

承
明
門
外
の
幄
に
参
列
す
る
形
態
を
と
っ
た(

)

。
そ
し
て
、
遅
く
と
も
十
世
紀
初
頭

87

ま
で
に
は
六
位
以
下
の
参
列
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る(

)

。
88

白
馬
節
会
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
変
化
は
新
嘗
会
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
、
仁
明
・
文
徳
朝
に
百
官
の
参
列
し
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
新
嘗
会
の
豊
楽

院
で
の
開
催
は
仁
寿
三
（
八
五
三
）
年
ま
で
み
ら
れ
、
そ
の
後
は
大
嘗
会
の
み
が
豊

楽
院
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
嘗
会
も
紫
宸
殿
に
移
行
す
る
。

こ
の
二
つ
の
節
会
に
共
通
す
る
の
は
、
延
喜
太
政
官
式
・
俘
囚
交
名
条
に
「
凡
正

月
七
日
・
十
一
月
新
嘗
二
節
、
預
給
レ

禄
俘
囚
交
名
、
別
紙
而
奏
、
雖
レ

帯
二

五
位
一

猶

同
二

此
例
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
俘
囚
見
参
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
拙
稿
Ｂ
で
論
じ
た

よ
う
に
、
正
月
儀
礼
に
蕃
客
の
参
列
が
な
く
な
る
淳
和
朝
の
天
長
年
間
に
元
日
・
踏

歌
の
二
節
会
が
紫
宸
殿
の
儀
に
移
行
す
る
一
方
で
、
白
馬
・
新
嘗
両
節
会
は
俘
囚
の

参
加
す
る
饗
宴
と
し
て
規
模
を
拡
大
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
俘
囚
の
節

会
へ
の
参
加
は
、
そ
れ
を
率
い
た
宇
漢
米
公
と
爾
散
南
公
が
代
々
、
「
以
下

曾
経
二

征
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戦
一

、
有
中

勲
功
上

也
」
、
「
以
二

勲
功
之
苗
裔
一

也
」(

)

と
い
う
理
由
で
叙
爵
さ
れ
て
い

89

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
先
祖
の
勲
功
に
対
す
る
褒
賞
で
あ
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
征
夷

事
業
の
成
果
に
よ
る
新
た
な
国
家
統
合
を
確
認
す
る
役
割
を
担
っ
た
と
理
解
で
き
る
。

白
馬
・
新
嘗
両
節
会
に
参
加
し
て
俘
囚
見
参
を
提
出
す
る
俘
囚
は
、
近
江
国
に
移
配

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
奥
羽
の
現
地
と
切
り
離
さ
れ
、
身
分
的
に
も
「
夷
狄
」
で
あ

る
こ
と
を
必
須
の
要
件
と
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
も
は
や
「
帝
国
」
的
国

家
秩
序
を
実
体
あ
る
も
の
と
し
て
具
現
化
す
る
機
能
を
果
た
す
も
の
で
は
な
く
、
か

つ
て
の
蝦
夷
・
俘
囚
の
朝
貢
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
他
に
射
礼
も
長
く
豊
楽
院
の
「
大
射
」
と
し
て
行
わ
れ
た(

)

。
射
礼
が
主

90

と
し
て
建
礼
門
南
庭
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
貞
観
八
年
以
降
で
さ
え
、
天
暦
十
一

（
九
五
七
）
年
ま
で
断
続
的
に
豊
楽
院
で
挙
行
さ
れ
て
い
る(

)

。
そ
れ
は
、
蕃
客
が

91

参
列
し
な
く
な
っ
た
あ
と
も
「
射
礼
者
国
家
大
事
、
不
レ

可
二

□
而
闕
一

」
と
認
識
さ

れ
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る(

)

。
92

③③
蕃蕃
客客
饗饗
応応
儀儀
礼礼
のの
再再
編編

以
上
の
よ
う
に
、
蕃
客
迎
接
儀
礼
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
正
月
儀
礼
は
、「
帝
国
」
性

を
払
拭
し
た
儀
礼
に
姿
を
変
え
て
再
編
さ
れ
て
い
く
。
一
方
、
四
月
な
い
し
五
月
に

迎
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
蕃
客
に
対
し
て
は
、
白
馬
節
会
や
踏
歌
節
会
、
射
礼
が
そ

れ
ま
で
担
っ
て
き
た
役
割
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
「
賜
蕃
国
使
宴
」
（
延
喜
式
部

式
下
。
以
下
、
蕃
国
使
宴
と
呼
ぶ
）
お
よ
び
五
月
五
日
の
馬
射
（
端
午
節
会
）
が
、

前
者
は
豊
楽
院
で
、
後
者
は
武
徳
殿
で
、
天
皇
の
出
御
と
百
官
の
参
列
を
も
っ
て
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
白
馬
節
会
に
際
し
て
行
わ
れ
て
い
た
蕃
客
叙
位
も
こ
の
蕃
国

使
宴
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る(

)

。
た
だ
し
、
百
官
が
参
列
す
る
と
い
っ
て
も
、
蕃

93

客
に
対
し
て
王
啓
で
良
し
と
す
る
外
交
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
国
家
間
の

君
臣
秩
序
を
確
認
す
る
場
で
あ
る
と
は
見
做
し
が
た
い
。
ま
た
、
い
か
に
盛
大
に
行

わ
れ
よ
う
と
、
そ
れ
が
十
二
年
に
一
回
と
い
う
限
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は

銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

先
に
、
『
内
裏
儀
式
』
七
日
宴
会
式
お
よ
び
『
内
裏
式
』
『
儀
式
』
が
想
定
す
る
正

月
の
各
種
節
会
へ
の
文
武
百
官
と
蕃
客
の
参
列
は
実
態
と
は
異
な
る
空
文
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
た
が
、
実
は
、
正
確
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
儀
式
書
に
記
載
さ
れ
た
、
豊

楽
院
に
蕃
客
を
迎
え
て
文
武
百
官
が
集
い
天
皇
出
御
の
も
と
で
催
さ
れ
る
九
世
紀
の

饗
宴
と
い
う
の
は
、
全
く
の
虚
構
と
い
う
よ
り
も
、
蕃
国
使
宴
の
内
容
を
節
会
に
投

影
し
た
も
の
と
理
解
す
る
方
が
よ
い
。
蕃
客
饗
宴
儀
礼
が
正
月
の
年
中
行
事
か
ら
分

離
さ
れ
て
単
独
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
際
、
そ
れ
を
儀
式
書
の
上
で
は
独
立
し

て
規
定
せ
ず
、
各
節
会
に
蕃
客
が
参
列
し
た
場
合
と
し
て
記
載
す
る
形
式
を
と
っ
た

の
で
あ
る(

)

。
そ
の
結
果
、
式
文
は
実
際
の
節
会
と
異
な
る
記
述
と
な
っ
た
。
し
か

94

し
、
蕃
客
に
関
す
る
要
素
を
蕃
国
使
宴
の
も
の
と
し
て
見
れ
ば
、
各
節
会
固
有
の
部

分
を
除
い
て
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
五
月
三
日
条
が
伝
え
る
実

例
や
延
喜
式
部
式
の
条
文
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
淳
和
朝
以
後
の
実
態
を
伝

え
る
も
の
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

儀
式
書
の
編
纂
に
当
た
っ
て
蕃
客
の
饗
応
を
節
会
の
次
第
に
組
み
込
ん
だ
の
は
、

実
態
を
失
い
な
が
ら
も
、
本
来
は
正
月
儀
礼
で
蕃
客
を
迎
接
す
べ
き
と
す
る
理
念
を

抱
き
続
け
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
貞
観
期
以
前
に
実
例
と
し
て
は
存
在
す
る
五
月

五
日
の
馬
射
（
端
午
節
会
）
へ
の
蕃
客
参
列
を
『
儀
式
』
が
記
さ
な
い
の
も
、
そ
の

よ
う
な
理
念
を
実
態
よ
り
も
優
先
し
た
た
め
と
言
え
る
。
渤
海
使
が
も
た
ら
す
王
啓

を
許
容
し
つ
つ
も
、
天
皇
は
君
主
と
し
て
の
立
場
か
ら
慰
労
詔
書
を
出
し
続
け
た
と

こ
ろ
に
も(

)

、
一
方
的
な
自
意
識
な
が
ら
君
臣
関
係
を
基
本
と
す
る
理
念
の
保
持
が

95

み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
内
裏
式
』
『
儀
式
』
に
は
、
元
日
・
白
馬
・
踏
歌
の
各
節
会
に
お
い

て
、
蕃
客
参
列
時
に
は
国
栖
の
歌
笛
お
よ
び
大
歌
・
立
歌
を
奏
し
な
い
と
あ
る
。
先

の
考
察
を
踏
ま
え
れ
ば
、
天
長
年
間
以
降
の
場
合
は
節
会
で
は
な
く
蕃
国
使
宴
で
こ

れ
ら
の
歌
唱
を
行
わ
な
い
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
芸
能
は
い
ず
れ
も

日
本
在
来
の
歌
謡
で
あ
り
、
国
家
統
一
の
象
徴
と
し
て
地
方
の
国
ぶ
り
の
芸
能
を
国

家
儀
礼
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
さ
れ
る(

)

。
こ
の
他
、
同
様
に
外
交
の
場
で
は
行
わ

96
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れ
な
い
と
さ
れ
た
在
来
の
習
俗
に
延
喜
隼
人
式
・
大
儀
条
が
規
定
す
る
隼
人
の
吠
声

が
あ
り
、
拙
稿
Ｂ
で
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
外
交
儀
礼
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
は
天

長
年
間
以
降
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る(

)

。
隼
人
の
吠
声
が
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
国
栖

97

奏
や
大
歌
・
立
歌
の
排
除
も
同
様
に
天
長
年
間
以
降
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
八

世
紀
の
外
交
儀
礼
で
は
蝦
夷
や
隼
人
、
国
栖
な
ど
の
異
種
族
、
お
よ
び
日
本
固
有
の

芸
能
を
伝
習
す
る
人
々
が
服
属
す
る
様
を
蕃
客
に
み
せ
る
こ
と
で
小
世
界
に
君
臨
す

る
「
帝
国
」
の
主
と
し
て
の
天
皇
の
権
威
を
誇
示
し
て
い
た
。
そ
の
要
素
を
外
交
儀

礼
か
ら
取
り
除
く
こ
と
は
、
儀
礼
の
表
現
す
る
「
帝
国
」
性
を
払
拭
す
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。

荻
美
津
夫
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
か
ら
元
慶
年

間
（
八
七
七
～
八
八
五
）
に
か
け
て
、
蕃
客
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
正
月
の
節
会
で

は
大
歌
・
立
歌
が
奏
さ
れ
な
く
な
り
、
蕃
国
使
宴
と
同
様
に
雅
楽
寮
の
奏
楽
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
。
八
世
紀
の
節
会
で
奏
さ
れ
た
大
歌
や
立
歌
に
つ
い
て

『
続
日
本
紀
』
に
は
基
本
的
に
記
述
が
な
く
、
わ
ず
か
に
天
応
元
（
七
八
一
）
年
の

大
嘗
会
に
み
え
る
の
み
だ
が
、『
類
聚
国
史
』
巻
七
一
・
歳
時
二
・
元
日
朝
賀
・
延
暦

十
四
（
七
九
五
）
年
正
月
庚
午
朔
条
に
「
宴
二

侍
臣
於
前
殿
一

、
奏
二

大
歌
及
雅
楽
一

」

と
あ
る
よ
う
に
、
八
世
紀
末
の
元
日
節
会
で
は
雅
楽
と
と
も
に
大
歌
が
奏
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
が
『
日
本
三
代
実
録
』
の
段
階
で
は
「
雅
楽
寮
奏
レ

楽
」
と
い
っ
た
表
現
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
そ
の
変
化
の
時
期
は
文
徳

朝
の
末
年
か
ら
清
和
朝
の
初
め
ご
ろ
と
考
え
る
が
、
こ
の
変
化
を
荻
氏
は
「
『
蕃
客

有
』
る
形
で
音
楽
が
行
わ
れ
た
」
と
と
ら
え
た(

)

。
ま
た
、
こ
の
指
摘
を
受
け
て
大

98

日
方
克
己
氏
も
「
渤
海
使
の
正
月
入
京
が
な
く
な
り
正
月
儀
礼
か
ら
排
除
さ
れ
て
い

く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
国
的
性
格
の
形
式
だ
け
は
と
ら
れ
続
け
」
た
と
論
じ
て
い

る(
)

。
し
か
し
、
国
栖
奏
や
大
歌
・
立
歌
の
奏
楽
の
な
い
外
交
儀
礼
が
律
令
制
本
来

99

の
あ
り
方
で
は
な
く
九
世
紀
に
は
じ
ま
る
新
し
い
形
式
と
み
る
本
稿
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
大
歌
・
立
歌
か
ら
雅
楽
寮
の
奏
楽
へ
の
変
化
は
儀
礼
の
唐
風
化
で
あ
る
と
は

言
え
て
も
、
そ
れ
が
「
帝
国
的
性
格
」
を
意
味
す
る
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
国
家

統
合
を
象
徴
す
る
国
ぶ
り
の
芸
能
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
律
令
制
的
な
「
帝

国
」
構
造
の
後
退
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。

④④
小小
括括

以
上
の
よ
う
に
、
君
臣
関
係
を
求
め
ず
意
義
の
低
下
し
た
渤
海
使
と
の
外
交
は
一

紀
一
貢
に
制
限
さ
れ
、
朝
賀
の
儀
へ
の
参
列
も
不
要
と
な
っ
た
こ
と
で
、
正
月
儀
礼

に
渤
海
使
が
参
加
し
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
か
つ
て
は
「
帝
国
」
型
儀
礼
で
あ
っ

た
踏
歌
節
会
は
蕃
客
を
饗
応
す
る
役
割
を
失
っ
て
豊
楽
院
の
儀
か
ら
紫
宸
殿
の
儀
へ

と
移
行
し
、
「
小
儀
」
に
格
下
げ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
三
十
八
年
戦
争
の
勲
功
を
賞
し
て
俘
囚
に
参
加
を
認
め
た
白
馬
・
新
嘗
両

節
会
は
、
征
夷
に
よ
る
新
た
な
国
家
統
合
を
象
徴
す
る
儀
礼
と
し
て
規
模
を
拡
大
し

て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

寺
崎
保
広
氏
に
よ
れ
ば
、
渤
海
使
の
入
朝
が
四
・
五
月
に
移
行
し
た
あ
と
、
朝
賀

の
儀
に
代
わ
っ
て
蕃
客
朝
拝
の
中
心
と
な
っ
た
受
蕃
国
使
表
の
儀
は
、
中
儀
か
ら
大

儀
へ
と
格
上
げ
さ
れ
た(

)

。
こ
の
受
蕃
国
使
表
の
儀
で
は
、「
親
王
已
下
五
位
已
上
、

100

及
百
寮
初
位
已
上
」
が
朝
堂
院
に
列
立
し
て
渤
海
使
が
王
啓
と
信
物
を
天
皇
に
奉
る

の
を
見
守
っ
た(

)

。
た
だ
し
、
大
儀
と
さ
れ
た
時
期
に
は
す
で
に
天
皇
は
大
極
殿
に

101

出
御
す
る
こ
と
な
く
内
裏
で
王
啓
と
信
物
を
受
け
取
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
衛
門

府
・
兵
衛
府
の
儀
衛
は
不
出
御
の
例
と
し
て
小
儀
に
準
じ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る(

)

。
102

儀
礼
の
格
付
け
の
引
き
上
げ
と
は
裏
腹
に
、
実
態
は
む
し
ろ
低
い
格
式
で
の
実
施
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

節
会
に
お
け
る
蕃
客
の
饗
応
を
受
け
継
い
だ
豊
楽
院
の
蕃
国
使
宴
に
は
天
皇
も
出

御
し
、
文
武
百
官
の
参
列
す
る
な
か
、
位
階
を
授
か
っ
た
蕃
客
が
日
本
の
朝
服
を
着

て
共
食
す
る
な
ど
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
百
官
が
参
列
す
る
受
蕃
国
使
表

の
儀
や
蕃
国
使
宴
は
十
二
年
に
一
回
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
か
っ

た
。こ

れ
ら
受
蕃
国
使
表
の
儀
や
蕃
国
使
宴
と
い
っ
た
外
交
儀
礼
に
お
い
て
は
、
日
本
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の
在
来
的
要
素
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
拙
稿
Ｂ
で
論
じ
た
よ
う
に
、

夷
狄
支
配
を
含
む
「
帝
国
」
的
支
配
秩
序
の
解
体
と
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
延
暦

十
八
（
七
九
九
）
年
の
君
臣
関
係
を
前
提
と
し
な
い
外
交
関
係
の
成
立
と
前
後
し
て

夷
狄
の
公
民
化
が
開
始
さ
れ
、
律
令
制
的
身
分
秩
序
の
解
体
が
は
じ
ま
る
。
以
後
の

俘
囚
の
節
会
参
加
や
畿
内
隼
人
に
よ
る
儀
礼
へ
の
奉
仕
は
「
帝
国
」
的
国
家
秩
序
の

表
象
と
し
て
で
は
な
く
、
個
別
に
国
家
に
服
属
し
た
歴
史
を
象
徴
す
る
も
の
に
過
ぎ

な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
律
令
制
的
身
分
秩
序
の
解
体
は
最
終
的
に
十
世
紀
初
頭
に

は
完
了
し
、
新
た
な
国
家
体
制
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

おお
わわ
りり
にに

日
本
に
お
け
る
律
令
国
家
の
建
設
と
は
、
李
成
市
氏
に
よ
れ
ば
、
朝
貢
国
に
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
新
羅
を
政
治
的
・
文
化
的
に
凌
駕
す
る
た
め
に
、
世
界
帝
国
と
し

て
の
唐
に
絶
対
的
な
規
範
を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た(

)

。
そ
れ
は
、
唐
と
の
直
接
的

103

な
外
交
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
天
武
・
持
統
朝
に
お
い
て
、
新
羅
に
学
び
な
が
ら
編

纂
し
た
飛
鳥
浄
御
原
令
が
朝
鮮
半
島
的
な
要
素
を
多
分
に
残
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

大
宝
律
令
は
一
段
と
中
国
的
色
彩
を
強
め
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
表
れ
て

い
る(

)

。
そ
し
て
、
そ
の
律
令
国
家
体
制
の
理
念
の
も
と
に
倭
王
権
の
伝
統
的
な
支

104

配
関
係(

)

が
包
摂
さ
れ
、
一
つ
の
体
系
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
日
本
律

105

令
国
家
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

日
本
に
と
っ
て
九
世
紀
は
、
新
羅
を
朝
貢
国
と
す
る
外
交
方
針
を
放
棄
し
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
律
令
国
家
の
「
帝
国
」
的
国
家
構
造
を
解
体
し
て
い
く
過
渡
期
の
時

代
で
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
唐
を
規
範
と
す
る
価
値
観
は
た
だ
ち
に
は
失
わ
れ
な
か

っ
た
。
い
や
、
む
し
ろ
奈
良
時
代
的
な
「
帝
国
」
的
国
家
秩
序
に
代
わ
る
権
威
を
さ

ら
に
積
極
的
に
唐
に
求
め
さ
え
し
た(

)

。
そ
れ
が
、
対
新
羅
関
係
を
基
礎
づ
け
て
き

106

た
記
紀
神
話
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
の
解
放
と
相
ま
っ
て
、「
唐
風
化
」
の
現
象
を
生
ん

だ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
Ｃ
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
を
規
範
と
し
て
建
設
さ
れ
た
律
令
国
家
体
制
の
解
体
と
、
天
皇

を
と
り
ま
く
宮
廷
を
中
心
と
し
た
「
唐
風
化
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
同
時
に
進
行

し
た
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。「
唐
風
化
」
に
よ
っ
て
単
純
に
国
家
そ
の
も
の
が
同

時
代
の
中
国
と
同
期
・
同
質
化
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

律
令
国
家
体
制
の
体
系
の
も
と
に
統
合
さ
れ
て
い
た
諸
関
係
は
分
解
さ
れ
、
個
々

の
領
域
ご
と
に
国
家
支
配
の
も
と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夷
狄
身
分

の
解
消
に
よ
っ
て
公
民
と
の
区
別
が
な
く
な
っ
て
い
く
蝦
夷
・
隼
人
の
服
属
儀
礼
が
、

国
家
的
な
華
夷
秩
序
の
理
念
を
失
っ
て
、
個
別
に
服
属
の
由
緒
を
象
徴
す
る
も
の
へ

と
転
化
し
て
い
く
の
は
、
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
る
。
宮
廷
儀
礼
や
官
僚
社
会
を
中

心
に
礼
や
法
（
格
式
）
の
継
受
が
進
む
な
ど
、
形
式
的
側
面
で
「
唐
風
化
」
が
著
し

い
一
方(

)

、
律
令
制
的
な
民
衆
支
配
が
解
体
に
向
か
う
の
も
、
律
令
制
の
体
系
性
の

107

解
体
ゆ
え
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

中
国
文
化
に
対
す
る
姿
勢
を
如
実
に
表
す
漢
字
音
の
受
容
に
目
を
向
け
れ
ば(

)

、
108

律
令
制
下
の
音
博
士
へ
の
唐
人
起
用
に
は
じ
ま
り
、
桓
武
朝
の
奨
励
政
策
に
よ
っ
て

徹
底
さ
れ
た
漢
音
の
使
用
が
以
後
の
明
経
道
・
文
章
道
の
漢
籍
音
読
の
基
本
と
な
る
。

そ
れ
は
唐
文
化
を
象
徴
す
る
儒
教
的
礼
や
文
章
経
国
主
義
へ
の
志
向
の
高
ま
り
を
示

す
が
、
一
方
で
、
現
実
と
乖
離
し
て
律
令
解
釈
学
の
性
格
を
強
め
る
明
法
道
や
伝
統

を
遵
守
す
る
仏
教
の
分
野
で
は
依
然
と
し
て
呉
音
が
使
わ
れ
続
け
た
。
加
え
て
、
大

学
寮
で
学
ば
れ
た
漢
音
も
平
安
期
初
頭
ま
で
に
受
容
し
た
音
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、

九
世
紀
の
唐
代
中
国
の
音
韻
変
化
を
反
映
し
た
「
新
漢
音
」
は
天
台
・
真
言
密
教
の

儀
式
・
法
会
の
声
明
と
い
う
形
で
の
受
容
に
留
ま
り
、
広
が
り
を
持
た
な
か
っ
た
。

文
化
摂
取
の
基
礎
と
な
る
新
し
い
漢
字
音
の
全
面
的
な
摂
取
に
向
か
わ
な
か
っ
た

こ
と
は
、
唐
文
化
の
摂
取
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
も
、
そ
の
基
底
を
な
す
「
唐
」

認
識
が
あ
る
程
度
す
で
に
固
定
し
観
念
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
廣
瀬
憲
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
承
和
年
間
以
降
、『
白
氏
文
集
』
な
ど
の
漢

詩
文
が
日
本
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
一
方
で
、
日
本
の
慰
労
詔
書
・
論
事

勅
書
の
文
言
に
唐
の
そ
れ
ら
で
使
用
さ
れ
た
語
句
を
新
た
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
な
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く
な
る
と
い
う(

)

。
平
安
期
の
物
語
作
品
が
素
材
と
し
て
用
い
た
漢
籍
が
ほ
ぼ
九
世

109

紀
ま
で
に
受
容
し
た
古
典
か
ら
抽
出
さ
れ
た
類
書
的
知
識
に
基
づ
く
と
い
う
小
塩
慶

氏
の
最
近
の
指
摘
も
重
要
で
あ
ろ
う(

)

。
110

一
方
で
、
九
世
紀
の
「
唐
風
化
」
は
、
外
交
儀
礼
の
場
か
ら
在
来
的
要
素
が
排
除

さ
れ
た
よ
う
に
、
一
面
で
は
混
合
さ
れ
て
い
た
「
唐
」
と
「
和
」
を
区
別
し
、
棲
み

分
け
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
に
対
す
る
規
範
意
識
が
薄
ら
い
だ
あ

と
宮
廷
社
会
の
表
面
に
「
和
」
の
世
界
が
立
ち
現
れ
て
く
る
前
提
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

律
令
国
家
体
制
が
最
終
的
に
解
体
さ
れ
る
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
は
、
唐

に
対
す
る
規
範
意
識
に
も
変
化
が
現
れ
た
。
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
佐
藤
全

敏
氏
が
指
摘
し
た
天
皇
の
日
常
生
活
に
お
け
る
隋
唐
様
式
の
後
退
で
あ
る
。

佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
律
令
制
下
の
天
皇
の
朝
夕
御
膳
は
高
さ
の
あ
る
「
大
床
子
」

に
座
っ
て
「
御
大
盤
」（
テ
ー
ブ
ル
）
に
並
べ
ら
れ
た
銀
の
食
器
を
用
い
、
髪
を
結
い

上
げ
た
女
性
が
奉
仕
す
る
隋
唐
的
な
ス
タ
イ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
内
膳
司
以
下
の
令

制
官
司
が
調
備
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
世
紀
以
降
に
な
る
と
朝
夕
御
膳
は
象
徴
的
な

性
格
を
残
し
て
脇
に
追
い
や
ら
れ
、
日
常
的
な
食
事
は
垂
髪
の
女
性
が
奉
仕
し
て
、

天
皇
も
畳
に
座
り
土
器
と
木
箸
を
用
い
て
食
す
、
御
厨
子
所
が
調
備
し
た
朝
干
飯
御

膳
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
延
喜
十
一
（
九
一
一
）
年
に
は
、

食
材
の
調
達
範
囲
（
御
食
国
）
も
全
国
か
ら
畿
内
近
国
へ
と
縮
小
再
編
さ
れ
る
と
い

う
。
こ
の
説
に
対
し
て
は
異
論
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
私
見
で
は
佐
藤
説
が
正
し
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る(
)

。
111

佐
藤
氏
が
指
摘
し
た
変
化
を
筆
者
な
り
に
受
け
止
め
れ
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
全
土

の
支
配
者
と
し
て
中
国
皇
帝
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
律
令
制
的
な
天
皇
像
の
実
質
的
な

放
棄
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
国
家
体
制
の
転
換
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
天
皇
は
新
た

な
支
配
体
制
の
も
と
、
直
接
の
恩
寵
の
及
ぶ
範
囲
を
限
定
し
た
「
宮
廷
社
会
の
主
宰

者
」
と
し
て
姿
を
現
す
こ
と
に
な
る(

)

。
長
く
豊
楽
院
の
儀
で
あ
り
続
け
た
白
馬
・

112

新
嘗
両
節
会
が
九
世
紀
後
半
に
は
紫
宸
殿
の
儀
に
移
行
し
、
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
は

六
位
以
下
の
参
列
も
な
く
な
る
よ
う
に
、
宮
廷
儀
礼
は
五
位
以
上
を
基
盤
と
す
る
も

の
に
な
り
、
そ
の
な
か
に
さ
ら
に
昇
殿
制
に
基
づ
く
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
と
い

う
身
分
秩
序
が
生
ま
れ
る(

)

。
朝
賀
も
一
代
一
度
の
盛
儀
と
し
て
行
わ
れ
る
だ
け
に

113

な
り
、
毎
年
元
日
の
天
皇
に
対
す
る
拝
礼
は
昇
殿
制
の
身
分
秩
序
に
基
づ
い
た
小
朝

拝
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(

)

。
国
家
理
念
を
表
象
す
る
朝
賀
や
節
会
な
ど

114

の
国
家
儀
礼
が
巨
大
な
官
僚
機
構
の
運
営
の
も
と
で
盛
大
に
催
さ
れ
た
律
令
国
家
に

対
し
て
、
十
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
官
方
・
蔵
人
方
に
機
能
的
に
再
編
さ
れ
た
小
規

模
な
国
家
機
構
が
運
営
を
担
い
、
天
皇
と
公
卿
・
殿
上
人
と
が
飲
食
を
共
に
し
て
芸

能
を
観
覧
す
る
遊
興
的
な
宮
廷
儀
礼
（
相
撲
・
競
馬
・
賭
弓
な
ど
）
が
内
裏
を
舞
台

と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る(

)

。
宮
廷
儀
礼
は
年
中
行
事
と
し
て
体
系
化
さ
れ
、

115

そ
の
一
挙
手
一
投
足
の
作
法
が
故
実
・
先
例
と
し
て
貴
族
の
規
範
と
な
っ
て
い
く
。

し
か
し
当
該
期
の
貴
族
層
に
と
っ
て
、
そ
の
儀
礼
作
法
が
も
と
を
た
ど
れ
ば
中
国
の

「
礼
」
に
由
来
す
る
と
い
う
認
識
は
希
薄
で
あ
り
、
中
国
に
規
範
を
求
め
る
意
識
は

乏
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る(

)

。
そ
れ
は
、
外
交
政
策
の
転
換

116

に
と
も
な
う
律
令
制
的
な
「
帝
国
」
型
国
家
構
造
の
解
体
が
辿
り
着
い
た
一
つ
の
帰

結
で
あ
っ
た
。

註註

(
)

以
下
の
国
家
儀
礼
の
詳
細
は
拙
稿
Ａ
参
照
。

1
(
)

踏
歌
節
会
は
後
世
の
称
だ
が
、
正
月
十
六
日
は
養
老
雑
令
に
「
凡
正
月
一
日
、

2
七
日
、
十
六
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
十
一
月
大
嘗
祭
、
皆
為

二

節
日
一

」
と
あ
る
「
節
日
」
に
当
た
り
、
例
え
ば
『
続
日
本
紀
』
和
銅
三
（
七
一

〇
）
年
正
月
丁
卯
（
十
六
日
）
条
に
「
賜
二

宴
文
武
百
官
幷
隼
人
・
蝦
夷
一

」
と
あ

る
よ
う
に
、
賜
宴
が
あ
っ
た
。
踏
歌
の
芸
能
も
、
奈
良
時
代
の
初
め
か
ら
行
わ
れ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
拙
稿
Ａ
九
～
一
〇
頁
）。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に

奈
良
時
代
の
節
日
行
事
も
含
め
て
「
踏
歌
節
会
」
に
統
一
し
て
表
記
す
る
。
他
の

（ 93 ）
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節
会
も
同
様
に
後
の
呼
称
を
用
い
る
。

な
お
、
先
行
研
究
で
踏
歌
節
会
の
初
見
と
さ
れ
る
天
平
二
（
七
三
〇
）
年
正
月

十
六
日
の
例
は
、
大
安
殿
で
宴
が
行
わ
れ
た
後
、
皇
后
宮
に
場
を
移
し
て
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
前
年
八
月
の
光
明
子
立
后
を
受
け
て
、
通
常
と
は
異
な
る
次
第

で
行
わ
れ
た
た
め
に
『
続
日
本
紀
』
に
特
記
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
も

っ
て
天
平
期
か
ら
踏
歌
節
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
。

節
宴
か
ら
節
会
へ
の
変
化
に
つ
い
て
は
古
瀬
奈
津
子
「
格
式
・
儀
式
書
の
編

纂
」
（
『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
は
一
九
九

四
年
）
二
五
〇
～
二
五
四
頁
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
踏
歌
節
会
に
即
し

て
見
直
し
た
場
合
、
そ
の
説
明
に
は
疑
問
が
残
る
。
恒
例
の
こ
と
は
基
本
的
に
記

述
し
な
い
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
記
述
の
有
無
に
基
づ
い
た
儀
式
の
変
遷
は
再

考
の
余
地
が
あ
り
、
あ
る
い
は
「
節
宴
」
か
ら
「
節
会
」
へ
の
変
化
は
唐
礼
に
基

づ
く
名
称
の
変
化
に
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

(
)

射
礼
も
奈
良
時
代
の
本
来
的
な
名
称
は
「
大
射
」
だ
が
、
奈
良
時
代
か
ら
平

3
安
時
代
に
か
け
て
の
変
化
を
論
じ
る
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
射
礼
」
に
統
一
し
て

表
記
す
る
。

(
)

橋
本
義
則
「
平
安
宮
草
創
期
の
豊
楽
院
」
（
『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』
塙
書

4
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出
は
一
九
八
四
年
）。

(
)

古
瀬
奈
津
子
「
平
安
時
代
の
『
儀
式
』
と
天
皇
」（
前
掲
註
二
著
書
、
初
出
は

5
一
九
八
六
年
）。

(
)

内
容
の
詳
細
は
、
拙
稿
Ａ
参
照
。

6

(
)

『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
（
七
〇
一
）
年
正
月
庚
寅
（
十
六
日
）
条
。

7

(
)

磯
貝
正
義
「
采
女
貢
進
制
の
基
礎
的
研
究
」
（
『
郡
司
及
び
采
女
制
度
の
研

8
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
、
初
出
は
一
九
五
八
年
）、
麻
野
絵
里
佳
「
奈
良

時
代
に
お
け
る
畿
外
出
身
女
孺
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
史
観
』
一
三
一
、
一
九
九

四
年
）
、
仁
藤
敦
史
「
ト
ネ
リ
と
采
女
」
（
『
古
代
王
権
と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
二
〇
〇
五
年
）、
岡
田
幸
子
「
大
同
二
年
の
采
女
制
度

停
止
に
つ
い
て
」（
『
学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
』

、
二
〇
一
三
年
）。

XX Ⅱ

(
)

「
榛
揩
」
に
つ
い
て
は
、
増
田
美
子
『
古
代
服
飾
の
研
究
―
縄
文
か
ら
奈
良

9
時
代
―
』
（
源
流
社
、
一
九
九
五
年
）
二
六
五
～
二
七
八
頁
。
榛
揩
衣
は
踏
歌
の
ほ

か
大
嘗
祭
や
鎮
魂
祭
で
神
祇
伯
以
下
の
主
た
る
祭
事
者
が
斎
服
と
し
て
着
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
拙
稿
Ａ
で
は
「
榛
揩
衣
」
の
読
み
に
誤
り
が
あ
っ
た
の

で
本
文
の
通
り
訂
正
す
る
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
延
暦
三
（
七
八
四
）
年
正
月
戊
子
（
十
六
日
）
条
。

10

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
（
七
七
九
）
年
正
月
丁
巳
（
十
六
日
）
条
。

11

(
)

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
正
月
戊
子
（
十
六
日
）
条
、『
類
聚
国

12
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
弘
仁
十
三
（
八
二
二
）
年
正
月
戊
申
（
十
六
日
）
条
。

(
)

『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
（
七
九
九
）
年
正
月
辛
酉
（
十
六
日
）
条
。

13

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年
正
月
己
丑

14
（
十
六
日
）
条
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
正
月
乙
酉
（
十
八
日
）
条
。

15

(
)

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
（
七
六
三
）
年
正
月
庚
申
（
十
七
日
）
条
。

16

(
)

『
内
裏
儀
式
』
元
旦
受
群
臣
朝
賀
式
幷
会
、
七
日
宴
会
式
。
こ
れ
に
は
東
第

17
一
殿
は
「
不
レ

升
レ

殿
三
品
以
上
座
」
と
し
か
な
く
四
位
・
五
位
の
座
に
つ
い
て
記

載
が
な
い
が
、
『
内
裏
式
』
上
・
七
日
会
式
に
よ
れ
ば
「
四
位
・
五
位
座
二

於
顕
陽

・
承
歓
両
堂
一

」
と
あ
り
、
そ
れ
が
蕃
客
参
列
時
に
は
全
て
顕
陽
堂
に
集
め
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
。

(
)

堀
井
佳
代
子
氏
は
「
群
臣
」
と
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
六
位
以
下
の
参
列
を
想

18
定
し
、
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
以
降
節
会
が
縮
小
し
て
も
蕃
客
参
列
時
に
は
拡
大

し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
こ
れ
を
重
視
す
る
（
「
外
国
使
節
の
朝
賀
・
節

会
へ
の
参
加
」
〔
『
平
安
前
期
対
外
姿
勢
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
年
〕
一

〇
四
～
一
〇
九
頁
）。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
は
理
解
で
き
な
い
。
弘
仁
年
間
に
は

お
お
む
ね
次
侍
従
以
上
（
侍
臣
）
の
み
の
踏
歌
節
会
が
蕃
客
参
列
時
に
は
五
位
以

上
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
確
か
に
あ
る
が
、
蕃
客
参
列
時
に
六
位
以
下
ま
で
参
列
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し
た
と
い
う
事
実
は
認
め
が
た
い
。

(
)

熊
谷
公
男
「
節
会
に
参
加
す
る
蝦
夷
」
（
熊
谷
公
男
・
柳
原
敏
昭
編
『
講
座

19
東
北
の
歴
史

第
三
巻

境
界
と
自
他
の
認
識
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
二

四
六
～
二
四
七
頁
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
〇
・
風
俗
・
隼
人
・
延
暦
廿
（
八
〇
一
）
年
六
月
壬

20
寅
（
十
二
日
）
条
。

(
)

『
日
本
後
紀
』
延
暦
廿
四
（
八
〇
五
）
年
正
月
乙
酉
（
十
五
日
）
条
、
十
二

21
月
壬
寅
（
七
日
）
条
。

(
)

宮
衛
令
集
解
元
日
条
古
記
。
大
儀
・
中
儀
・
小
儀
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
寺

22
崎
保
広
「
大
極
殿
史
料
の
検
討
」
（
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
』

、
一
九
九
三

XIV

年
）
一
七
六
～
一
七
七
頁
、
黒
須
利
夫
「
大
儀
の
系
譜
―
律
令
国
家
の
威
儀
を
め

ぐ
る
一
考
察
―
」
（
『
歴
史
人
類
』
二
四
、
一
九
九
六
年
）
。
な
お
、
黒
須
論
文
四

頁
「
表
①
儀
礼
の
ラ
ン
ク
」
は
、
踏
歌
節
会
に
つ
い
て
、
『
内
裏
儀
式
』
で
は
中
儀
、

『
内
裏
式
』
で
は
上
儀
と
す
る
。
こ
れ
は
「
供
設
・
儀
式
一
同
二

元
日
会
一

」
と
あ

る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
中
儀
」
「
上
儀
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
四
〇
・
後
宮
・
采
女
・
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
五
月
癸
卯

23
（
十
六
日
）
条
、
十
一
月
辛
丑
（
十
八
日
）
条
。

(
)

岡
田
前
掲
註
八
論
文
八
〇
～
八
二
頁
。

24

(
)

『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
・
加
減
諸
司
官
員
幷
廃
置
事
・
大
同
元
（
八
〇
六
）

25
年
十
月
十
三
日
太
政
官
符
。

(
)

養
老
軍
防
令
・
兵
衛
条
、『
続
日
本
紀
』
天
平
十
四
（
七
四
二
）
年
五
月
庚
午

26
（
二
十
七
日
）
条
。
磯
貝
前
掲
註
八
論
文
二
〇
五
～
二
〇
七
頁
。

な
お
、
岡
田
幸
子
氏
は
、
天
平
十
四
年
の
「
又
采
女
者
、
自
今
以
後
、
毎
レ

郡

一
人
貢
二

-

進
之
一

」
と
い
う
記
事
に
つ
い
て
、
全
て
の
郡
か
ら
采
女
を
一
人
ず
つ
貢

進
す
る
と
い
う
通
説
的
理
解
で
は
人
数
が
多
す
ぎ
る
と
し
て
、
一
郡
当
た
り
の
定

員
を
一
人
と
定
め
た
も
の
と
論
じ
、
采
女
の
人
数
を
一
三
九
人
と
試
算
し
て
い
る

（
前
掲
註
八
論
文
六
六
～
六
七
頁
）。
し
か
し
、
軍
防
令
・
兵
衛
条
は
、
兵
衛
の
貢

進
を
「
郡
別
一
人
」
と
し
、
采
女
を
貢
進
す
る
郡
は
兵
衛
を
貢
進
し
な
い
と
規
定

す
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
采
女
も
郡
別
一
人
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
定
員
を
天
平
十
四
年
に
あ
ら
た
め
て
定

め
た
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

采
女
の
数
は
、
養
老
後
宮
職
員
令
に
水
司
六
人
、
膳
司
六
〇
人
の
定
員
が
あ
り
、

ま
た
正
倉
院
文
書
・
天
平
十
七
年
十
月
十
八
日
縫
殿
寮
解
か
ら
同
寮
所
属
の
采
女

八
二
人
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
同
三
（
八
〇
八
）
年
に
大
蔵
省
縫
部
司
が
縫
殿

寮
に
併
合
さ
れ
、
幄
幔
の
縫
作
に
当
た
っ
て
い
た
宮
人
三
〇
人
が
い
な
く
な
っ
た

と
い
う
が
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
・
加
減
諸
司
官
員
幷
廃
置
事
・
弘
仁
二
〔
八
一

一
〕
年
二
月
十
日
太
政
官
符
）、
こ
れ
も
前
年
の
采
女
貢
進
停
止
に
伴
う
統
廃
合
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
だ
け
で
一
七
八
人
で
あ
り
、
一
四
〇
人
弱
で
は
賄
い
き
れ
な
い
。

他
に
も
采
女
と
氏
女
を
供
給
源
と
す
る
女
官
と
し
て
、
後
宮
十
二
司
に
配
属
さ
れ

る
女
孺
（
養
老
後
宮
職
員
令
で
は
一
五
二
人
）
や
内
教
坊
配
属
の
女
孺
（
延
喜
中

務
式
・
宮
人
時
服
条
で
は
五
〇
人
）
が
い
る
。
氏
女
の
貢
進
が
停
廃
さ
れ
て
い
た

な
ら
（
新
規
の
貢
進
が
な
い
だ
け
で
氏
女
そ
の
も
の
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
に

し
て
も
）
女
孺
の
多
く
は
采
女
が
担
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
四
〇
〇
人
余
り
と
い
う

人
数
が
多
す
ぎ
る
と
は
言
え
な
い
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
一
・
歳
時
二
・
七
日
節
会
・
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
十

27
一
月
丙
申
（
七
日
）
条
、
同
巻
七
二
・
歳
時
三
・
踏
歌
・
同
日
条
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
射
礼
・
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
九
月
癸

28
巳
（
九
日
）
条
。

(
)

拙
稿
Ａ
一
二
頁
。

29

(
)

拙
稿
Ａ
一
〇
～
一
一
頁
。

30

(
)

『
内
裏
儀
式
』
十
六
日
踏
歌
式
に
「
延
暦
以
往
、
踏
歌
訖
、
縫
殿
寮
賜
二

榛

31
摺
衣
一

、
群
臣
著
二

摺
衣
一

踏
歌
」
と
あ
る
。

(
)

正
倉
院
文
書
・
天
平
十
七
（
七
四
五
）
年
十
月
十
八
日
縫
殿
寮
解
。

32
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(
)

『
日
本
後
紀
』
大
同
四
（
八
〇
九
）
年
正
月
甲
申
（
七
日
）
条
。

33
(
)

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
正
月
壬
寅
（
七
日
）
条
、
壬
子
（
十

34
七
日
）
条
。

(
)

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
正
月
乙
亥
（
十
六
日
）
条
。

35

(
)

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
三
（
八
一
二
）
年
二
月
庚
戌
（
二
十
一
日
）
条
、
弘
仁

36
四
年
正
月
丁
丑
（
二
十
三
日
）
条
。

(
)

『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
・
加
減
諸
司
官
員
幷
廃
置
事
・
寛
平
九
（
八
九
七
）

37
年
正
月
廿
五
日
太
政
官
符
。
磯
貝
前
掲
註
八
論
文
二
一
七
頁
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
弘
仁
十
三
（
八
二
二
）
年
正
月
戊
申

38
（
十
六
日
）
条
、『
経
国
集
』
巻
一
一
。
こ
の
時
の
打
毬
に
つ
い
て
は
、
浜
田
久
美

子
「
漢
詩
文
に
み
る
渤
海
使
」
（
『
日
本
古
代
の
外
交
儀
礼
と
渤
海
』
同
成
社
、
二

〇
一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
六
年
）
一
八
三
～
一
八
五
頁
。

(
)

酒
寄
雅
志
「
雅
楽
『
新
靺
鞨
』
に
み
る
古
代
日
本
と
東
北
ア
ジ
ア
」
（
『
渤
海

39
と
古
代
の
日
本
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）
三
二
六
頁
。

(
)

踏
歌
節
会
の
奏
楽
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
（
七

40
六
三
）
年
正
月
庚
申
（
十
七
日
）
条
で
も
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
唐
・
吐
羅
・

林
邑
・
東
国
・
隼
人
等
楽
、
内
教
坊
踏
歌
お
よ
び
客
・
主
主
典
已
上
の
踏
歌
で
あ

る
。『

続
日
本
紀
』
天
平
十
二
（
七
四
〇
）
年
正
月
丁
巳
（
三
十
日
）
条
に
は
中
宮

閤
門
に
出
御
し
た
天
皇
に
対
し
て
渤
海
使
が
「
本
国
楽
」
を
奏
し
た
こ
と
が
み
え
、

大
日
方
克
己
氏
は
こ
れ
を
大
陸
の
音
楽
伝
来
に
深
く
関
わ
っ
た
天
平
度
の
遣
唐
使

の
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
（
「
日
本
・
渤
海
関
係
の
な
か
の
音
楽

―
渤
海
楽
と
高
内
弓
・
板
振
鎌
束
を
め
ぐ
っ
て
―
」
〔
『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要

社
会
文
化
学
科
編

社
会
文
化
論
集
』
一
三
、
二
〇
一
七
年
〕
三
頁
）
。
ま
た
、

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
五
月
丁
巳
（
七
日
）
条
に
も
騎
射
に
参
列

し
た
渤
海
使
が
「
本
国
之
楽
」
を
奏
し
た
こ
と
が
み
え
る
。
た
だ
し
、
本
稿
が
問

題
に
し
て
い
る
の
は
踏
歌
節
会
に
お
け
る
渤
海
楽
の
有
無
と
そ
の
意
義
で
あ
り
、

天
平
十
二
年
の
事
例
は
こ
こ
で
は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
宝
亀
八
年
の
事
例
は
正

月
の
節
会
に
準
じ
た
服
属
儀
礼
的
な
意
味
を
読
み
取
っ
て
差
し
支
え
な
い
が
、
踏

歌
節
会
の
蕃
客
踏
歌
や
射
礼
の
弓
射
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
騎
射
で
は
渤
海
楽
を

奏
し
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て
踏
歌
節
会
で
も
渤
海
楽
が
奏
さ
れ
て

い
た
と
は
言
え
な
い
。

(
)

大
塚
徳
郎
「
平
安
初
期
の
政
治
史
上
に
お
け
る
平
城
朝
」
（
『
史
潮
』
六
九
、

41
一
九
五
九
年
）。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
三
月
癸
卯
（
四
日
）
条
、『
類
聚
三
代

42
格
』
巻
二
・
造
仏
々
名
事
・
宝
亀
五
年
三
月
三
日
太
政
官
符
。
こ
の
時
に
開
始
さ

れ
た
四
天
王
法
は
延
暦
二
十
（
八
〇
一
）
年
に
停
止
さ
れ
、
四
天
王
像
も
筑
前
国

金
光
明
寺
に
移
さ
れ
た
が
、
疫
病
の
流
行
に
よ
り
大
同
二
（
八
〇
七
）
年
末
に
は

再
び
大
野
城
鼓
峰
の
堂
宇
（
大
野
山
寺
）
に
戻
さ
れ
た
（
『
類
聚
国
史
』
巻
一
八
〇

・
仏
道
七
・
諸
寺
・
延
暦
廿
年
正
月
癸
丑
〔
二
十
日
〕
条
、
大
同
二
年
十
二
月
甲

寅
朔
条
）
。

(
)

拙
稿
「
日
本
古
代
の
朝
鮮
観
と
三
韓
征
伐
伝
説
―
朝
貢
・
敵
国
・
盟
約
―
」

43
（
『
文
化
交
流
史
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
書
』
Ⅵ
、
二
〇
〇
九

年
）。
な
お
、
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
の
四
天
王
像
造
立
を
命
じ
た
官
符
が
示
す
新

羅
観
が
欽
明
紀
の
記
述
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
遠
藤
慶
太
氏
も
指
摘

し
て
い
る
（
「
『
経
国
集
』
対
策
の
新
羅
観
―
典
拠
と
な
る
『
日
本
書
紀
』
―
」

〔
『
日
本
書
紀
の
形
成
と
諸
資
料
』
塙
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
初
出
は
二
〇
一
二

年
〕
二
八
四
頁
）。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
五
月
乙
卯
（
十
七
日
）
条
、『
類
聚
三

44
代
格
』
巻
一
八
・
夷
俘
幷
外
蕃
人
事
・
宝
亀
五
年
五
月
十
七
日
太
政
官
符
。
新
羅

人
漂
流
民
の
取
り
扱
い
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
山
内
晋
次
「
朝
鮮
半
島
漂
流
民
の

送
還
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

三
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年
）。
山
内
氏
は
こ
れ
を
、
排
外
意
識
で
は
な
く
国
家
主

導
の
も
と
新
羅
人
に
対
し
て
秩
序
だ
っ
て
対
応
し
、
無
用
な
紛
争
を
避
け
る
た
め
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の
も
の
と
評
価
し
て
い
る
（
同
論
文
七
四
～
七
六
頁
）。

(
)

三
上
喜
孝
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
国
土
意
識
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究

45
報
告
』
一
三
四
、
二
〇
〇
七
年
）。
三
上
氏
の
誤
り
は
、
新
羅
使
の
来
着
と
放
還
と

を
伝
え
る
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
（
七
七
四
）
年
三
月
癸
卯
（
四
日
）
条
の
日
付

「
是
日
」
を
こ
の
条
の
主
文
で
あ
る
放
還
に
で
は
な
く
、
日
付
直
後
に
記
さ
れ
た

来
着
に
懸
か
る
と
解
釈
し
た
点
で
あ
る
。
編
年
体
史
料
の
各
条
冒
頭
の
日
付
は
原

則
と
し
て
そ
の
条
全
体
に
懸
か
り
、
日
付
に
続
く
一
文
に
懸
か
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
記
事
の
原
史
料
は
新
羅
使
の
放
還
を
命
じ
た
官
符
と
考
え
ら
れ
、
新
羅
使
の

来
着
は
そ
の
官
符
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
た
事
情
説
明
と
み
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
、

当
該
条
の
日
付
は
放
還
を
命
じ
た
官
符
の
発
給
日
と
み
る
の
が
正
し
い
。
し
た
が

っ
て
事
実
の
推
移
は
、
新
羅
使
来
着
（
月
日
不
明
）
→
四
天
王
像
造
像
指
示
（
三

月
三
日
）
→
新
羅
使
放
還
命
令
（
三
月
四
日
）
と
な
る
。
な
お
、
三
上
氏
が
指
摘

す
る
新
羅
人
交
易
者
の
広
範
な
活
動
は
私
見
で
は
九
世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
は
該
当
し
な
い
（
拙
稿
「
海
商
と
古
代
国
家
」〔
鈴
木
靖
民
・
金
子
修

一
・
田
中
史
生
・
李
成
市
編
『
日
本
古
代
交
流
史
入
門
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七

年
〕
二
二
三
～
二
二
四
頁
）。
ま
た
、
三
上
氏
は
宝
亀
五
年
の
新
羅
人
漂
流
民
の
送

還
規
定
に
つ
い
て
も
山
内
前
掲
註
四
四
論
文
を
引
い
て
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
羅

人
に
対
す
る
強
硬
な
態
度
」
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
山
内
氏
が
同
論
文
の
註
に
お

い
て
紹
介
し
た
田
中
史
生
氏
の
説
で
あ
り
、
山
内
氏
は
そ
の
見
解
に
は
否
定
的
で

あ
る
。

(
)

下
向
井
龍
彦
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
軍
縮
改
革
に
つ
い
て
―
律
令
軍
制
の
解
体

46
と
律
令
国
家
の
転
換
―
」（
『
古
代
文
化
』
四
九—

一
一
、
一
九
九
七
年
）。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
正
月
辛
未
（
五
日
）
条
、
二
月
庚

47
戌
（
十
五
日
）
条
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
（
七
七
八
）
年
十
一
月
壬
子
（
十
日
）
条
、
宝
亀
十

48
年
二
月
甲
申
（
十
三
日
）
条
、
七
月
丁
丑
（
十
日
）
条
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
正
月
己
巳
（
三
日
）
条
、
辛
未

49

（
五
日
）
条
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
二
月
庚
戌
（
十
五
日
）
条
。

50

(
)

『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
九
月
癸
卯
（
十
六
日
）
条
、
天

51
平
宝
字
七
年
二
月
癸
未
（
十
日
）
条
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
三
月
辛
巳
（
十
六
日
）
条
。
下
向

52
井
前
掲
註
四
六
論
文
。

(
)

令
制
の
長
門
国
の
軍
団
と
兵
士
の
数
は
、『
和
名
類
聚
抄
』
記
載
の
郷
数
な
ど

53
か
ら
二
軍
団
・
一
五
〇
〇
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
下
向
井
龍
彦
「
軍
団
と
兵

士
」
〔
『
山
口
県
史
』
通
史
編

原
始
・
古
代
、
山
口
県
、
二
〇
〇
八
年
〕
。
以
下
の

推
移
も
こ
れ
に
よ
る
）。
な
お
、
松
本
政
春
氏
は
一
軍
団
・
一
〇
〇
〇
人
と
し
て
お

り
下
向
井
説
と
異
な
る
が
（
Ａ
「
山
陰
道
節
度
使
判
官
の
長
門
守
任
官
」
〔
『
日
本

歴
史
』
八
〇
八
、
二
〇
一
五
年
〕
二
九
～
三
二
頁
）
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
述
べ
る
軍
縮
と
軍
拡
の
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
直
接
影
響
し

な
い
。
以
下
の
二
軍
団
・
一
五
〇
〇
人
と
す
る
と
こ
ろ
を
一
軍
団
・
一
〇
〇
〇
人

と
読
み
替
え
れ
ば
そ
の
ま
ま
成
り
立
つ
。
た
だ
、
軍
縮
を
経
て
削
減
さ
れ
た
あ
と

の
九
世
紀
の
軍
団
の
あ
り
方
か
ら
令
制
本
来
の
存
在
形
態
を
推
定
す
る
松
本
説
は

論
拠
に
乏
し
い
た
め
、
本
稿
で
は
下
向
井
説
に
依
拠
す
る
。

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
軍
団
制
成
立
後
、
京
畿
七
道
諸
国
軍
団
の
兵
士
数
が

養
老
三
（
七
一
九
）
年
十
月
に
削
減
さ
れ
た
も
の
の
（
規
模
不
明
）
、
天
平
四
（
七

三
二
）
年
八
月
に
は
節
度
使
管
下
の
「
四
道
兵
士
」
を
「
依
レ

令
差
点
」
し
て
旧

に
復
し
た
。
長
門
国
は
こ
の
「
四
道
」
節
度
使
の
う
ち
山
陰
道
節
度
使
の
管
下
に

含
ま
れ
る
か
ら
（
北
啓
太
「
天
平
四
年
の
節
度
使
」
〔
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会

編
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
〕
）
、
こ
の
時

点
で
長
門
国
の
兵
士
数
は
令
制
本
来
の
規
模
に
復
帰
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
次
い

で
、
天
平
十
一
年
五
月
の
兵
士
制
停
止
時
に
は
「
三
関
幷
陸
奥
・
出
羽
・
越
後
・

長
門
幷
大
宰
管
内
諸
国
等
兵
士
依
レ

常
勿
レ

改
」
と
し
て
長
門
国
は
停
止
対
象
か
ら

外
さ
れ
て
お
り
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事
・
延
暦
廿
一
〔
八
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〇
二
〕
年
十
二
月
太
政
官
符
。
以
下
の
推
移
も
こ
れ
に
よ
る
）、
そ
の
ま
ま
宝
亀
十

一
（
七
八
〇
）
年
に
至
る
か
ら
、
そ
の
時
点
ま
で
は
令
制
規
模
の
二
軍
団
・
兵
士

一
五
〇
〇
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
門
国
の
軍
団
兵
士
が
延
暦
十
一
年
に
廃
止

さ
れ
た
あ
と
、
同
二
十
一
年
に
再
設
置
さ
れ
た
時
に
は
「
依
レ

旧
置
二

兵
士
五
百
人
一

」

と
さ
れ
て
お
り
、
軍
団
廃
止
以
前
の
旧
兵
士
数
は
五
〇
〇
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
兵
士
数
の
違
い
は
宝
亀
十
一
年
の
軍
縮
に
よ
る
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
。
そ
の
際
に
長
門
国
で
は
軍
団
兵
士
が
一
五
〇
〇
人
（
二
軍
団
）
か
ら
五
〇

〇
人
（
一
軍
団
）
に
削
減
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
宝
亀
十
一
年
の
軍
縮
は
「
除
二

三
関
辺
要
一

之
外
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

辺
要
に
長
門
国
を
含
む
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
松
本
政
春
氏
は
Ｂ
「
律
令
制
下

諸
国
軍
団
数
に
つ
い
て
」
（
『
奈
良
時
代
軍
事
制
度
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三

年
、
初
出
は
一
九
八
〇
年
）
四
二
頁
に
お
い
て
、
長
門
国
が
天
平
十
一
年
の
軍
縮

の
際
に
三
関
辺
要
に
準
じ
て
削
減
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
宝
亀
十
一
年

に
西
辺
警
固
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
を
も
っ
て
、
長
門
国
は
宝
亀
十
一

年
の
軍
縮
の
対
象
外
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
警
固
の
対
象
は
辺
要
国
で
は

な
い
山
陰
道
諸
国
や
安
芸
・
周
防
も
含
む
。
そ
れ
ら
の
諸
国
は
軍
縮
の
対
象
と
な

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
西
辺
警
固
そ
れ
自
体
も
必
ず
し
も
防
備
強
化
を
意
味
す

る
と
は
限
ら
な
い
の
は
本
稿
本
文
で
述
べ
る
通
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て

軍
縮
対
象
外
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
え
て
、
長
門
国
は
延
暦

十
一
年
の
兵
士
制
廃
止
の
際
に
は
一
般
諸
国
と
同
様
に
兵
士
制
廃
止
の
対
象
と
さ

れ
て
い
て
辺
要
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
宝
亀
十
一
年
に
辺
要
扱
い
で
あ
っ
た

と
は
限
ら
な
い
。
天
平
四
年
の
節
度
使
管
下
に
お
い
て
令
制
に
復
帰
し
た
あ
と
、

延
暦
十
一
年
の
廃
止
ま
で
に
長
門
国
の
兵
士
数
が
削
減
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の

は
宝
亀
十
一
年
し
か
な
い
か
ら
、
こ
の
時
は
一
般
諸
国
と
同
様
に
削
減
対
象
と
な

っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

松
本
Ｂ
論
文
は
天
平
四
年
の
節
度
使
管
下
の
諸
国
軍
団
の
令
制
復
帰
を
見
落
と

し
て
い
る
た
め
、
全
体
的
に
再
考
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
後
、
松
本
氏
は
Ｃ
「
養

老
三
年
の
軍
団
減
定
・
停
止
と
そ
の
復
旧
」
（
『
日
本
歴
史
』
七
八
一
、
二
〇
一
三

年
）
一
一
頁
で
は
「
天
平
四
年
（
七
三
二
）
の
節
度
使
設
置
を
契
機
と
し
て
、
東

海
・
東
山
・
山
陰
・
西
海
の
四
道
諸
国
に
お
い
て
は
、
養
老
三
年
以
前
の
大
宝
令

制
が
復
旧
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
松
本
前
掲
Ａ
論
文
二
九
～
三
二
頁

で
の
長
門
国
の
軍
団
の
推
移
に
つ
い
て
の
考
察
で
は
、
長
門
国
が
山
陰
道
節
度
使

管
下
に
あ
っ
て
辺
要
に
準
じ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
も
、
や
は
り

軍
団
の
規
模
は
天
平
四
年
に
令
制
に
復
し
た
と
は
せ
ず
、
旧
説
と
同
じ
く
養
老
三

年
以
来
延
暦
十
一
年
ま
で
減
定
さ
れ
た
ま
ま
と
し
て
い
る
。
松
本
氏
は
「
四
道
」

を
文
字
通
り
に
解
釈
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
天
平
四
年
の
「
四
道
兵

士
」
の
差
点
が
東
海
道
・
東
山
道
・
山
陰
道
・
西
海
道
の
「
節
度
使
所
レ

管
諸
国

軍
団
」
の
幕
釜
の
補
充
と
と
も
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

文
脈
上
、
こ
の
「
四
道
」
と
は
四
道
節
度
使
所
管
諸
国
の
意
味
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
山
陰
道
節
度
使
の
所
管
す
る
長
門
国
も
山
陽
道
な
が
ら
含
ま
れ
る
。
松
本

氏
が
想
定
す
る
兵
士
五
〇
〇
人
の
軍
団
は
、
養
老
三
年
以
来
の
も
の
で
は
な
く
、

天
平
四
年
に
令
制
に
復
帰
し
た
あ
と
、
宝
亀
十
一
年
の
軍
縮
に
よ
っ
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
Ａ
論
文
三
〇
頁
で
松
本
氏
は
、
軍
団
再
置
を
命
じ
た
延
暦
二
十
一

年
官
符
が
天
平
十
一
年
兵
部
省
符
を
先
例
と
し
て
引
く
こ
と
か
ら
、
官
符
の
言
う

旧
兵
士
数
を
そ
こ
ま
で
遡
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
天
平
十
一
年
兵
部
省
符
は
長

門
国
を
辺
要
に
準
じ
て
扱
う
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
兵
士

数
と
は
関
係
な
い
。

ま
た
、
下
向
井
氏
が
宝
亀
十
一
年
の
軍
縮
の
結
果
と
み
た
「
太
政
官
去
宝
亀
十

一
年
十
一
月
廿
三
日
下
二

兵
部
省
一

符
稱
、
肥
前
国
兵
士
五
百
人
、
軍
毅
二
人
、
豊

後
国
兵
士
六
百
人
、
軍
毅
二
人
」
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事

・
弘
仁
四
〔
八
一
三
〕
年
十
二
月
廿
九
日
太
政
官
符
、
同
六
年
八
月
十
三
日
太
政

官
符
）
に
つ
い
て
、
松
本
氏
は
こ
れ
を
同
年
七
月
の
西
辺
警
固
を
受
け
て
増
設
さ

れ
た
小
規
模
軍
団
を
指
す
と
解
し
て
い
る
（
前
掲
Ｂ
論
文
）。
し
か
し
そ
れ
も
や
は

り
天
平
四
年
の
令
制
復
帰
を
見
落
と
し
て
、
養
老
三
年
以
降
は
西
海
道
で
も
兵
士

（ 98 ）
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数
が
削
減
さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
理
解
を
前
提
と
し
た
議
論
で
あ
り
、
成
り

立
た
な
い
。
そ
の
ほ
か
坂
上
康
俊
氏
も
、
こ
の
兵
士
数
を
端
数
の
小
規
模
軍
団
に

当
た
る
と
解
し
て
一
国
全
体
の
兵
士
数
と
は
み
て
い
な
い
が
（
『
日
本
の
歴
史

第

巻

律
令
国
家
の
転
換
と
「
日
本
」
』
〔
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
〕
一
一
〇
～
一

05一
三
頁
）、
そ
の
場
合
、
諸
国
で
大
規
模
な
兵
士
削
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

西
海
道
の
み
は
軍
団
を
据
え
置
く
だ
け
で
な
く
小
規
模
軍
団
の
軍
毅
を
一
員
か
ら

二
員
に
増
員
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
事
実
な
ら
こ
の
時
点
が
西
海
道
の
軍
団

史
上
最
大
の
規
模
と
な
る
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
る
通
り
、
宝
亀
十
一
年
七
月

の
警
固
は
西
辺
防
備
の
強
化
と
言
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
際
に
仲
麻
呂
政

権
下
に
も
な
か
っ
た
よ
う
な
増
強
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
軍
毅
二
員
を

配
属
し
た
変
則
的
な
小
規
模
軍
団
が
存
在
す
る
理
由
は
む
し
ろ
、
軍
団
削
減
時
に
、

豊
後
・
肥
前
両
国
で
は
小
規
模
軍
団
の
み
を
残
す
一
方
で
軍
毅
の
減
少
を
抑
制
し

た
結
果
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
両
国
兵
士
数
を
文

字
通
り
「
国
」
の
兵
士
数
と
み
る
下
向
井
説
を
支
持
し
た
い
。
そ
の
後
、
延
暦
十

一
年
の
兵
士
制
廃
止
に
際
し
て
辺
要
の
兵
士
は
「
宜
二

依
レ

旧
置
一

」
と
さ
れ
て
、

大
宰
府
の
軍
団
兵
士
数
が
令
制
に
復
帰
し
た
。
そ
れ
が
弘
仁
四
年
八
月
九
日
太
政

官
符
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事
）
に
み
え
る
西
海
道
六
国
の

旧
兵
士
数
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
み
え
る
「
依
レ

旧
置
」
と
は
、
私
見
で
は
削
減
・
廃
止
さ
れ
て

、

い
た
も
の
を
元
に
戻
し
て
設
置
す
る
場
合
の
表
現
で
あ
り
（
上
記
の
長
門
国
の
例

、
、

の
他
、
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
・
加
減
諸
国
官
員
幷
廃
置
事
・
弘
仁
十
一
年
四
月
廿

一
日
太
政
官
符
、
同
巻
一
八
・
関
幷
烽
候
事
・
寛
平
六
〔
八
九
四
〕
年
九
月
十
九

日
太
政
官
符
な
ど
に
用
例
あ
り
）
、
据
え
置
く
場
合
は
「
依
レ

常
勿
レ

改
」
（
天
平
十

、

、

一
年
軍
縮
）
と
か
「
依
レ

旧
无
レ

改
」
（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
関
幷
烽
候
事
・

、

、

延
暦
十
八
年
四
月
十
三
日
太
政
官
符
）
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
語
の
使
用
法
か
ら
も
「
依
レ

旧
置
」
い
た
延
暦
十
一
年
に
至
る
ま
で
西
海

道
で
は
兵
士
数
が
一
時
削
減
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
、
宝
亀
十
一
年
の
削

減
を
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
弘
仁
四
年
八
月
九
日
太
政
官
符
に
お

い
て
豊
後
・
肥
前
両
国
は
再
び
小
規
模
軍
団
の
み
と
な
り
、
同
年
十
二
月
二
十
九

日
の
官
符
で
宝
亀
十
一
年
の
制
に
準
拠
し
て
再
び
軍
毅
二
員
が
置
か
れ
た
（
『
類
聚

三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事
）。
以
上
の
よ
う
な
理
解
は
宝
亀
十
一
年
の

削
減
対
象
が
「
除
二

三
関
辺
要
一

之
外
」
と
さ
れ
た
こ
と
に
一
致
し
な
い
が
、
征
夷

が
行
わ
れ
て
い
た
陸
奥
国
で
も
、
そ
の
終
結
前
の
弘
仁
元
年
ま
で
に
六
団
一
〇
〇

〇
〇
人
か
ら
四
団
四
〇
〇
〇
人
に
軍
団
が
縮
小
し
て
お
り
（
鈴
木
拓
也
「
古
代
陸

奥
国
の
軍
制
」
〔
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出

は
一
九
九
一
年
〕
）
、
軍
縮
実
施
の
過
程
で
実
際
に
は
辺
要
国
で
も
兵
士
数
の
見
直

し
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
七
月
丁
丑
（
十
五
日
）
条
、
戊
子

54
（
二
十
六
日
）
条
。
警
固
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
石
見
・
安

芸
・
周
防
・
長
門
・
大
宰
府
。
こ
の
間
の
二
十
二
日
に
坂
東
軍
士
の
陸
奥
国
多
賀

城
徴
集
命
令
が
出
さ
れ
て
い
る
（
甲
申
条
）。

(
)

『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
（
六
八
九
）
年
五
月
甲
戌
（
二
十
二
日
）
条
、

55
閏
八
月
庚
申
（
十
日
）
条
。

(
)

『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事
・
延
暦
十
一
（
七
九
二
）
年

56
六
月
七
日
太
政
官
符
。

(
)

『
類
聚
三
代
格
』
巻
一
八
・
軍
毅
兵
士
鎮
兵
事
・
弘
仁
四
（
八
一
三
）
年
八

57
月
九
日
太
政
官
符
、
統
領
選
士
衛
卒
衛
士
仕
丁
事
・
天
長
三
（
八
二
六
）
年
十
一

月
三
日
太
政
官
符
。
そ
の
後
の
西
海
道
の
軍
備
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
四
五
拙
稿

二
二
九
～
二
三
〇
頁
参
照
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
七
月
戊
子
（
二
十
六
日
）
条
。
引

58
用
文
は
直
接
的
に
は
北
陸
道
の
軍
団
兵
士
を
指
す
が
、
類
似
の
表
現
は
軍
縮
を
命

じ
た
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
三
月
辛
巳
（
十
六
日
）
条
に
も
み
え
る
。

(
)

京
外
で
の
迎
接
の
使
者
と
騎
兵
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
七
（
七
一
四
）
年
十

59
一
月
乙
未
（
十
一
日
）
条
、
庚
戌
（
二
十
六
日
）
条
、
十
二
月
己
卯
（
二
十
六
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日
）
条
、
宝
亀
十
（
七
七
九
）
年
四
月
庚
子
（
三
十
日
）
条
。
和
銅
七
年
の
場
合
、

京
外
で
新
羅
使
を
迎
え
た
布
勢
人
・
大
野
東
人
（
十
二
月
己
卯
条
）
と
は
別
に
、

騎
兵
徴
集
（
十
一
月
乙
未
条
）
に
あ
わ
せ
て
将
軍
と
し
て
大
伴
旅
人
・
石
上
豊
庭

が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
騎
前
後
の
騎
兵
を
列
立
さ
せ
儀
衛
を
整
え
た
の
は

後
者
で
あ
り
、
彼
ら
と
と
も
に
蕃
客
を
出
迎
え
慰
労
す
る
朝
廷
の
使
者
（
官
使
）

が
前
者
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
年
四
月
辛
卯
（
二
十
一
日
）
条
に
よ
れ
ば
、

官
使
は
蕃
客
を
慰
労
す
る
宣
命
を
読
み
上
げ
て
迎
馬
を
与
え
迎
接
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
（
八
四
二
）
年
三
月
廿
三
日
条
に
は
渤
海
使
を

迎
え
る
「
郊
労
使
」
が
記
載
さ
れ
な
が
ら
騎
兵
の
列
立
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

(
)

『
日
本
紀
略
』
延
暦
十
二
（
七
九
三
）
年
三
月
丁
亥
（
九
日
）
条
。

60

(
)

『
日
本
後
紀
』
大
同
元
（
八
〇
六
）
年
五
月
丁
丑
（
十
四
日
）
条
。

61

(
)

下
向
井
龍
彦
「
大
索
と
在
京
武
士
召
集
―
王
朝
国
家
軍
制
の
一
側
面
」
（
大

62
津
透
編
『
摂
関
期
の
国
家
と
社
会
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
八
頁
。
京

職
に
よ
る
道
橋
・
客
館
の
清
掃
修
理
は
養
老
職
員
令
・
左
京
職
条
、
養
老
営
繕
令

・
京
内
大
橋
条
集
解
、
同
・
津
橋
道
路
条
集
解
、
延
喜
京
職
式
・
朱
雀
路
溝
条
。

京
職
・
弾
正
台
に
よ
る
監
督
は
延
喜
京
職
式
・
京
路
掃
除
条
。
九
世
紀
に
蕃
客
が

宿
泊
す
る
客
館
（
鴻
臚
館
）
の
定
期
的
な
清
掃
が
行
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
、

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
三
月
癸
酉
（
二
日
）
に
「
制
、
蕃
国
之
使

入
朝
有
レ

期
、
客
館
之
設
常
須
二

牢
固
一

、
頃
者
疾
病
之
民
就
レ

此
寓
宿
、
遭
レ

喪
之

人
以
為
二

隠
処
一

、
破
二

-

壊
舎
垣
一

、
汚
二

-

穢
庭
路
一

、
宜
レ

令
二

弾
正
台
幷
京
職
検
校
一

」

と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

(
)

『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五
（
七
五
三
）
年
六
月
丁
丑
（
八
日
）
条
、
宝
亀

63
十
（
七
七
九
）
年
十
一
月
乙
亥
（
九
日
）
条
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
三
・
殊
俗
・
渤
海
上
・
延
暦
十
五
（
七
九
六
）
年
五

64
月
丁
未
（
十
七
日
）
条
。

(
)

廣
瀬
憲
雄
「
日
本
の
対
新
羅
・
渤
海
名
分
関
係
の
検
討
―
『
書
儀
』
の
礼
式

65
を
参
照
し
て
―
」
（
『
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
と
古
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
七
年
）
六
三
～
六
七
頁
。

(
)

重
松
敏
彦
「
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
の
国
際
秩
序
構
想
の
変
遷
―
新
羅
と

66
渤
海
の
位
置
づ
け
の
相
違
か
ら
―
」
（
『
九
州
史
学
』
一
一
八
・
一
一
九
、
一
九
九

七
年
）
九
二
～
九
六
頁
。

(
)

石
井
正
敏
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
日
本
と
渤
海
」
（
『
日
本
渤
海
関
係
史
の
研

67
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
一
九
九
五
年
）。

(
)

『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
（
七
九
九
）
年
正
月
壬
子
（
七
日
）
条
。

68

(
)

橋
本
前
掲
註
四
論
文
。
節
会
に
お
け
る
豊
楽
院
使
用
の
初
見
は
、
新
嘗
会
が

69
大
同
三
（
八
〇
八
）
年
、
射
礼
が
弘
仁
二
（
八
一
一
）
年
、
白
馬
節
会
が
弘
仁
四

年
、
踏
歌
節
会
が
弘
仁
六
年
（
以
上
、
『
日
本
後
紀
』
）
、
元
日
節
会
が
弘
仁
十
一

年
（
『
類
聚
国
史
』
巻
七
一
・
歳
時
二
・
元
日
朝
賀
）。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
三
・
殊
俗
・
渤
海
上
・
延
暦
十
五
（
七
九
六
）
年
の

70
各
条
。

(
)

豊
楽
院
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
寺
升
初
代
「
平
安
宮
の
復
元
」
（
『
平
安

71
京
提
要
』
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
五
五
～
一
五
七
頁
。
ま
た
、
網
伸
也

「
長
岡
京
か
ら
平
安
京
へ
」
（
吉
村
武
彦
・
吉
川
真
司
・
川
尻
秋
生
編
『
シ
リ
ー
ズ

古
代
史
を
ひ
ら
く

古
代
の
都
―
な
ぜ
都
は
動
い
た
の
か
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九

年
）
二
一
六
～
二
一
七
頁
下
段
に
お
い
て
、
平
城
宮
第
二
次
大
極
殿
を
移
築
し
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
)

本
文
で
述
べ
る
通
り
、
蕃
客
参
列
の
節
会
に
六
位
以
下
の
参
列
を
規
定
す
る

72
『
内
裏
式
』
の
規
定
は
、
弘
仁
十
二
（
八
二
一
）
年
の
撰
進
当
時
の
規
定
で
は
な

く
、「
頃
年
頗
革
」
に
よ
る
「
節
会
供
張
」
等
の
「
新
変
」
を
受
け
た
天
長
十
（
八

三
三
）
年
の
改
訂
時
の
規
定
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

(
)

貞
観
十
四
（
八
七
二
）
年
の
事
例
で
は
、
五
位
と
七
位
の
官
人
が
勅
を
奉
じ

73
て
渤
海
使
を
饗
応
し
て
お
り
、
他
の
事
例
の
位
階
か
ら
み
て
前
者
が
供
食
使
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
、
そ
れ
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
後
者
は
治
部
式
の
共
食

と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鴻
臚
館
で
の
饗
宴
だ
が
、
こ
の
年
は
賓
礼
が
全
て
鴻
臚
館
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で
行
わ
れ
た
変
則
的
な
事
例
で
あ
り
、
朝
集
堂
の
饗
に
対
応
す
る
と
み
て
よ
い
。

な
お
、
延
喜
太
政
官
式
の
「
供
食
使
」
と
延
喜
治
部
式
の
「
共
食
」
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
共
食
か
ら
供
食
使
へ
の
移
行
を
説
く
浜
田
久
美
子
氏
の
議
論
が
あ
る

（
「
『
延
喜
式
』
に
み
え
る
外
国
使
節
迎
接
使
」
〔
『
日
本
古
代
の
外
交
儀
礼
と
渤

海
』
同
成
社
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
二
年
〕
）
。
し
か
し
、
貞
観
十
四
年

の
事
例
か
ら
み
て
、
両
者
は
役
割
を
分
担
し
て
同
時
に
存
在
し
た
と
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。
同
様
に
浜
田
氏
が
延
喜
治
部
式
か
ら
延
喜
太
政
官
式
の
あ
り
方
に
移
行

し
た
と
説
く
「
掌
客
」
と
「
掌
客
使
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
、『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
四
年
五
月
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
六
日
条
に
六
位
の
掌
客
使
の
任

命
が
み
え
る
の
と
は
別
に
、
渤
海
使
入
京
に
先
だ
っ
て
「
向
二

鴻
臚
館
一

供
二

讌
饗

送
迎
之
事
一

」
す
る
担
当
者
と
し
て
「
為
レ

人
長
大
、
容
儀
可
レ

観
」
な
八
位
官
人

を
仮
に
玄
蕃
属
に
任
じ
た
こ
と
が
み
え
て
お
り
、
こ
れ
が
治
部
式
の
掌
客
に
当
た

る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
な
事
例
は
八
世
紀
に
遡
っ
て
宝
亀
八
（
七
七
七
）
年
に

「
年
在
二

弱
冠
一

」
に
し
て
「
良
家
子
、
姿
儀
魁
偉
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
渤
海
使
を

「
接
対
」
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
橘
清
友
の
例
が
あ
る
（
『
日
本
文
徳
天
皇
実

録
』
嘉
祥
三
〔
八
五
〇
〕
年
五
月
壬
午
〔
五
日
〕
橘
嘉
智
子
崩
伝
）。
彼
ら
掌
客
は

掌
客
使
の
指
揮
の
も
と
で
実
務
に
当
た
る
た
め
に
仮
に
任
じ
ら
れ
た
玄
蕃
寮
官
人

な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
治
部
式
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て

治
部
省
と
職
務
上
関
係
が
深
い
領
客
使
が
治
部
式
・
蕃
客
条
に
規
定
さ
れ
て
「
自

余
使
見
二

太
政
官
式
一

」
と
す
る
か
ら
、
太
政
官
式
本
文
に
は
「
領
帰
郷
客
使
」
が

あ
り
な
が
ら
「
領
客
使
」
が
な
い
の
で
あ
り
、
治
部
式
と
太
政
官
式
と
は
互
い
に

補
い
あ
う
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
治
部
式
の
規
定
か
ら
太
政
官
式
の
規
定

に
変
化
し
て
「
承
和
の
新
体
制
」
が
整
備
さ
れ
た
と
す
る
浜
田
説
は
成
立
し
な
い
。

他
の
迎
接
使
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
承
和
年
間
か
ら
史
料
上
に
現
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
『
続
日
本
後
紀
』
以
後
の
国
史
が
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
て
細
か
い
準
備

過
程
も
採
録
す
る
方
針
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
（
承
和
八

〔
八
四
一
〕
年
来
日
の
渤
海
使
が
『
続
日
本
後
紀
』
記
載
の
蕃
客
入
朝
の
最
初
の

事
例
）、
断
片
的
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
そ
の
存
在
が
確
認
な
い
し
推
定
で
き
る
こ
と

は
、
拙
稿
「
書
評
と
紹
介

浜
田
久
美
子
著
『
日
本
古
代
の
外
交
儀
礼
と
渤
海
』
」

（
『
日
本
歴
史
』
七
六
六
、
二
〇
一
二
年
）
で
簡
単
に
述
べ
た
。

(
)

田
島
公
「
日
本
律
令
国
家
の
『
賓
礼
』
―
外
交
儀
礼
よ
り
見
た
天
皇
と
太
政

74
官
―
」
（
『
史
林
』
六
八
―
三
、
一
九
八
五
年
）
六
八
～
六
九
頁
、
廣
瀬
憲
雄
「
古

代
倭
国
・
日
本
の
外
交
儀
礼
と
服
属
思
想
」（
前
掲
註
六
五
著
書
、
初
出
は
二
〇
〇

七
年
）
一
六
五
～
一
七
一
頁
。

(
)

八
世
紀
の
朝
堂
で
の
饗
宴
の
事
例
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
（
七
〇
九
）
年

75
五
月
壬
午
（
二
十
七
日
）
条
（
「
宴
」
）
、
養
老
三
（
七
一
九
）
年
閏
七
月
丁
卯

（
十
一
日
）
条
（
場
所
不
明
、
「
宴
」
）
、
神
亀
三
（
七
二
六
）
年
六
月
壬
子
（
六

日
）
条
、
天
平
四
（
七
三
二
）
年
五
月
壬
戌
（
二
十
一
日
）
条
、
天
平
勝
宝
四

（
七
五
二
）
年
六
月
壬
辰
（
十
七
日
）
条
、
天
平
勝
宝
五
年
五
月
丁
卯
（
二
十
七

日
）
条
、
宝
亀
三
（
七
七
二
）
年
二
月
癸
丑
（
二
日
）
条
、
宝
亀
十
年
五
月
丁
巳

（
十
七
日
）
条
（
以
上
、「
饗
」
）。

(
)

榎
村
寛
之
「
飲
食
儀
礼
か
ら
み
た
律
令
王
権
の
特
質
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四

76
四
〇
、
一
九
九
九
年
）。

(
)

重
松
前
掲
註
六
六
論
文
一
〇
三
頁
。

77

(
)

『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
元
（
八
八
五
）
年
六
月
廿
日
条
。
廣
瀬
前
掲
註
六

78
五
論
文
六
六
頁
。

(
)

神
谷
正
昌
「
紫
宸
殿
と
節
会
」
（
『
平
安
宮
廷
の
儀
式
と
天
皇
』
同
成
社
、
二

79
〇
一
六
年
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）。

(
)

古
瀬
前
掲
註
五
論
文
。

80

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
四
・
殊
俗
・
渤
海
下
・
天
長
三
（
八
二
六
）
年
三
月

81
戊
辰
朔
条
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
一
・
歳
時
二
・
元
日
朝
賀
・
弘
仁
十
四
（
八
二
三
）
年

82
十
二
月
甲
申
（
四
日
）
条
、
壬
辰
（
十
二
日
）
条
。
武
田
佐
知
子
・
津
田
大
輔

『
礼
服

天
皇
即
位
儀
礼
や
元
旦
の
儀
の
花
の
装
い
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
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一
六
年
）
二
二
三
～
二
二
四
頁
。

(
)

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
（
八
三
五
）
年
正
月
癸
丑
（
七
日
）
条
が
豊
楽
院

83
に
確
実
に
「
百
官
」
が
参
列
し
て
行
わ
れ
た
白
馬
節
会
の
初
見
。
こ
こ
で
は
「
天

皇
御
二

豊
楽
院
一

、
宴
二

百
官
於
朝
堂
一

」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
朝
堂
」
が
豊
楽
院
の

殿
舎
を
指
す
こ
と
は
、
今
泉
隆
雄
「
平
城
宮
大
極
殿
朝
堂
考
」
（
『
古
代
宮
都
の
研

究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
は
一
九
八
〇
年
）
一
三
四
頁
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
一
・
歳
時
二
・
七
日
節
会
・
弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年

84
正
月
庚
辰
（
七
日
）
条
。

(
)

西
本
昌
弘
「
古
礼
か
ら
み
た
『
内
裏
儀
式
』
の
成
立
」
（
『
日
本
古
代
儀
礼
成

85
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
。

(
)

序
文
に
「
節
文
未
レ

具
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
『
内
裏
式
』
を
日
本
で
編
纂
さ

86
れ
た
最
初
の
儀
式
書
と
す
る
所
功
氏
は
、『
内
裏
儀
式
』
は
『
内
裏
式
』
編
纂
の
素

材
と
な
っ
た
儀
式
文
を
集
成
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
れ
が
書
物
と
し
て
纏
め

ら
れ
た
時
期
を
『
内
裏
式
』
成
立
の
前
後
頃
と
す
る
（
「
『
内
裏
式
』
の
成
立
」

〔
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
、
初
出
は
一
九

八
四
年
〕
、
「
『
内
裏
儀
式
』
と
『
内
裏
式
』
の
関
係
」
〔
『
宮
廷
儀
式
書
成
立
史
の

再
検
討
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
〕
）
。
ま
た
、
森
田

悌
氏
は
唐
風
名
称
の
記
載
な
ど
か
ら
『
内
裏
儀
式
』
の
成
立
を
嵯
峨
朝
の
唐
風
化

以
後
と
し
た
（
「
『
内
裏
式
』
と
『
内
裏
儀
式
』
」
〔
『
国
書
逸
文
研
究
』
二
〇
、
一

九
八
七
年
〕
）
。
『
内
裏
式
』
先
行
説
を
と
る
大
西
孝
子
氏
も
唐
風
化
後
の
名
称
が

み
え
る
編
目
に
つ
い
て
は
判
断
を
留
保
し
て
い
る
（
「
『
内
裏
式
』
の
書
誌
的
考

察
」
〔
『
皇
學
館
論
叢
』
五

—

三
、
一
九
七
二
年
〕
）
。
新
し
い
表
現
が
み
え
る

『
内
裏
儀
式
』
の
編
目
は
『
内
裏
式
』
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、『
内
裏
式
』
先
行
説

を
と
る
森
田
氏
は
そ
の
編
目
を
『
内
裏
式
』
の
補
遺
と
し
、
逆
に
『
内
裏
儀
式
』

先
行
説
を
と
る
西
本
昌
弘
氏
は
こ
の
新
し
い
要
素
を
後
世
の
利
用
・
筆
写
時
に
お

け
る
追
記
・
改
変
と
推
測
す
る
（
前
掲
註
八
五
論
文
一
三
九
～
一
四
〇
頁
）。
い
ず

れ
の
説
が
正
し
い
か
判
断
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
現
行
の
『
内
裏
儀
式
』
の

記
載
内
容
に
は
唐
風
化
以
前
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
部
分
的
に
せ
よ
後
世
の

手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
内
裏
儀
式
』
十
六
日
踏
歌
式
は
同
書
の

他
の
節
会
や
『
内
裏
式
』
上
・
十
六
日
踏
歌
式
の
式
文
に
比
し
て
内
容
が
極
め
て

簡
略
だ
が
、
そ
れ
は
末
尾
の
踏
歌
の
停
廃
を
述
べ
る
注
記
が
挿
入
さ
れ
た
際
に
群

臣
踏
歌
な
ど
の
記
載
を
本
文
か
ら
削
除
し
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
年
代
は
注
記
の
「
弘
仁
年
中
」
の
表
記
か
ら
す
れ
ば
天
長
年
間
以
降
で
あ
り

（
ほ
ぼ
同
文
の
注
記
が
『
内
裏
式
』
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
修
訂
と

関
わ
る
か
）
、
式
場
を
「
一
同
二

元
日
会
一

」(

＝
内
裏)

と
す
る
の
も
そ
の
際
の
改

変
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
編
目
に
よ
っ
て
は
元
の
儀
式
文
に
対
し
て
名
称
の

訂
正
や
注
記
の
挿
入
に
留
ま
ら
な
い
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
が

書
物
と
し
て
集
成
す
る
に
当
た
っ
て
か
、
す
で
に
儀
式
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
に
対
し
て
か
は
定
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
内
裏
儀
式
』
を
用
い

て
儀
式
の
実
態
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
個
々
の
記
述
を
無
条
件
に
唐
風
化

以
前
の
形
態
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
個
別
的
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

(
)

山
下
信
一
郎
「
『
延
喜
式
』
か
ら
み
た
節
会
と
節
禄
―
『
賜
』
の
考
察
―
」

87
（
『
日
本
古
代
の
国
家
と
給
与
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は
一
九
九

四
年
）
二
〇
六
～
二
〇
七
頁
。

(
)

『
西
宮
記
』
正
月
・
七
日
節
会
（
勘
物
）
延
喜
八
（
九
〇
八
）
年
正
月
七
日

88
御
記
逸
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
白
馬
節
会
の
参
列
者
は
「
公
卿
」
と
「
諸
大

夫
」
で
あ
る
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
〇
・
風
俗
・
俘
囚
・
承
和
五
（
八
三
八
）
年
十
一
月

89
丁
卯
（
十
三
日
）
条
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
四
月
癸
卯
（
九
日
）
条
。

(
)

射
礼
は
天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
以
降
、「
大
射
」
か
ら
「
内
射
」
に
変
わ

90
り
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
（
拙
稿
Ａ
一
一
～
一
二
頁
）
、

延
暦
十
五
（
七
九
六
）
年
・
二
十
二
年
に
は
「
大
射
」
と
み
え
る
（
『
類
聚
国
史
』

巻
七
二
・
歳
時
三
・
射
礼
）
。
豊
楽
院
に
お
け
る
射
礼
を
「
大
射
」
と
表
現
す
る
初

見
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
（
八
三
六
）
年
正
月
丁
巳
（
十
七
日
）
条
。
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(
)

九
世
紀
の
射
礼
の
開
催
場
所
は
『
類
聚
国
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
射
礼
。

91
天
暦
十
一
（
九
五
七
）
年
の
事
例
は
『
九
暦
』
天
暦
十
一
年
三
月
十
三
日
条
、

『
日
本
紀
略
』
同
日
条
。

(
)

『
類
聚
国
史
』
巻
七
二
・
歳
時
三
・
射
礼
・
天
長
二
（
八
二
五
）
年
正
月
辛

92
酉
（
十
七
日
）
条
。

(
)

豊
楽
院
で
の
蕃
国
使
宴
の
実
例
は
、
①
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
（
八
四

93
二
）
年
四
月
己
巳
（
五
日
）
条
、
②
同
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
五
月
丙
辰
（
三

日
）
条
、
③
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
五
月
三
日
条
、
④
『
日

本
紀
略
』
寛
平
七
（
八
九
五
）
年
五
月
十
一
日
条
、
⑤
『
貞
信
公
記
抄
』
延
喜
八

（
九
〇
八
）
年
五
月
十
一
日
条
、
⑥
『
貞
信
公
記
抄
』
『
日
本
紀
略
』
『
扶
桑
略

記
』
延
喜
二
十
年
五
月
十
二
日
条
。
馬
射
へ
の
蕃
客
参
列
事
例
は
、
⑦
『
続
日
本

後
紀
』
嘉
祥
二
年
五
月
戊
午
（
五
日
）
条
、
⑧
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
五

月
五
日
条
、
⑨
『
扶
桑
略
記
』
延
喜
八
年
五
月
五
日
条
。
蕃
客
叙
位
は
①
②
④
。

参
列
者
は
③
に
「
百
官
」、
⑦
に
「
百
寮
」
と
あ
る
。

な
お
、
蕃
国
使
宴
に
つ
い
て
延
喜
近
衛
式
・
中
儀
条
に
は
「
饗
賜
蕃
客
」
と
あ

り
①
④
も
「
饗
」
と
す
る
が
、
②
③
⑤
⑥
は
「
宴
」
で
あ
り
、
節
会
を
引
き
継
ぐ

そ
の
性
格
か
ら
「
宴
」
と
と
ら
え
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の

呼
称
を
式
部
式
に
従
う
。

(
)

天
長
年
間
以
降
の
蕃
国
使
宴
の
初
見
は
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
九
（
八
四

94
二
）
年
四
月
己
巳
（
五
日
）
条
で
あ
る
た
め
、
『
内
裏
式
』
『
内
裏
儀
式
』
編
纂
時

に
は
ま
だ
正
月
の
節
会
へ
の
参
列
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
長
二
（
八
二
五
）
年
末
来
朝
の
渤
海
使
は
具
体
的

な
迎
接
儀
礼
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
翌
年
に
入
京
を
許
さ
れ
五
月
に
は

叙
位
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
に
蕃
国
使
宴
そ
の
他
の
外
交
儀
礼
が
行
わ
れ
た

は
ず
で
あ
る
（
『
類
聚
国
史
』
巻
一
九
四
・
殊
俗
・
渤
海
下
）
。
そ
の
時
点
で
一
紀

一
貢
の
朝
貢
年
期
に
と
も
な
う
外
交
儀
礼
の
再
編
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が

ち
無
理
と
は
言
え
な
い
。

(
)

廣
瀬
前
掲
註
六
五
論
文
六
八
頁
。

95

(
)

林
屋
辰
三
郎
『
中
世
芸
能
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
九
七
～

96
一
〇
一
、
一
九
八
～
二
〇
〇
頁
。

(
)

拙
稿
Ｂ
八
～
九
頁
。
な
お
、
拙
稿
Ｂ
の
説
明
に
補
足
す
る
と
、
延
喜
隼
人
式

97
・
大
儀
条
が
隼
人
の
吠
声
を
行
わ
な
い
と
す
る
「
蕃
客
入
朝
」
は
延
喜
近
衛
式
・

大
儀
条
が
大
儀
と
規
定
す
る
「
元
日
、
即
位
、
及
受
蕃
国
使
表
」
の
う
ち
受
蕃
国

使
表
の
儀
に
当
た
る
が
、
本
稿
本
文
で
述
べ
る
通
り
本
来
こ
れ
は
中
儀
で
あ
り
、

元
日
朝
賀
・
即
位
儀
と
と
も
に
大
儀
と
な
る
の
は
九
世
紀
以
降
で
あ
る
た
め
、
そ

れ
を
一
括
し
て
記
す
隼
人
式
の
式
文
は
そ
れ
以
降
の
成
立
で
あ
る
。
『
日
本
紀
略
』

弘
仁
十
一
（
八
二
〇
）
年
二
月
甲
戌
（
二
日
）
条
に
記
す
天
皇
の
衣
服
の
規
定
で

は
元
日
朝
賀
が
袞
冕
十
二
章
で
あ
る
の
に
対
し
て
受
蕃
国
使
表
は
大
小
諸
会
と
と

も
に
黄
櫨
染
衣
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
受
蕃
国
使
表
の
儀
は
中
儀

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
（
た
だ
し
、
受
蕃
国
使
表
の
儀
が
大
儀
と
さ
れ
て
以
降

も
そ
の
場
で
天
皇
が
袞
冕
十
二
章
を
着
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ

の
段
階
の
受
蕃
国
使
表
の
儀
は
実
際
に
は
天
皇
の
出
御
し
な
い
小
儀
と
し
て
行
わ

れ
た
）。
し
た
が
っ
て
、
延
喜
隼
人
式
・
大
儀
条
の
規
定
は
天
長
年
間
以
降
の
成
立

と
考
え
ら
れ
る
。

(
)

荻
美
津
夫
「
宮
廷
儀
礼
の
中
の
舞
―
女
楽
・
女
踏
歌
・
五
節
舞
」
（
『
古
代
中

98
世
音
楽
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年
）
一
二

四
頁
。
具
体
的
に
は
、
『
日
本
三
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
元
日
節
会
で
は
貞
観
六

（
八
六
四
）
年
正
月
三
日
の
朝
賀
を
初
見
と
し
て
「
雅
楽
寮
奏
二

音
楽
一

」
と
み
え
、

踏
歌
節
会
に
つ
い
て
も
同
様
な
記
述
が
貞
観
八
年
を
初
見
に
み
え
は
じ
め
る
。
後

世
の
『
西
宮
記
』
正
月
・
節
会
で
は
「
立
楽
〈
…
治
部
・
雅
楽
立
二

庭
中
一

、
各
奏

二

二
曲
一

〉
」
と
し
て
お
り
、
治
部
省
・
雅
楽
寮
が
奏
す
点
で
『
儀
式
』
巻
六
・
元

日
御
豊
楽
院
儀
の
「
工
人
」
に
よ
る
奏
歌
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
が
、

そ
こ
で
奏
さ
れ
た
「
立
楽
」
二
曲
と
は
大
唐
・
高
麗
二
曲
で
あ
り
、
大
歌
・
立
歌

で
は
な
い
（
『
小
右
記
』
天
元
五
〔
九
八
二
〕
年
正
月
十
六
日
条
、
『
中
右
記
』
康
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和
四
〔
一
一
〇
二
〕
年
正
月
一
日
条
な
ど
参
照
）
。
ま
た
、
白
馬
節
会
で
も
『
日
本

三
代
実
録
』
に
大
歌
・
立
歌
は
み
え
ず
内
教
坊
が
奏
す
「
女
楽
」
だ
け
が
記
述
さ

れ
て
お
り
、
実
際
、『
西
宮
記
』
以
下
の
儀
式
書
に
大
歌
・
立
歌
は
み
え
な
い
。
各

種
の
儀
式
に
立
歌
は
み
ら
れ
ず
、
大
歌
も
新
嘗
会
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。な

お
、
立
歌
・
大
歌
が
正
月
の
節
会
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
の
は
奏
楽

の
内
容
を
記
載
す
る
『
日
本
三
代
実
録
』
の
記
述
方
法
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

そ
う
し
た
記
述
の
な
い
そ
れ
以
前
の
国
史
か
ら
立
歌
・
大
歌
の
有
無
を
判
断
す
る

こ
と
は
厳
密
に
は
難
し
い
。
た
だ
、
大
嘗
会
を
除
い
て
後
世
ま
で
大
歌
が
残
っ
た

唯
一
の
節
会
で
あ
る
新
嘗
会
の
記
事
に
お
い
て
、
大
歌
が
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
が
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
元
（
八
五
七
）
年
十
一
月
戊
午
（
二
十
五

日
）
条
か
ら
で
あ
り
（
早
く
『
類
聚
国
史
』
巻
九
・
神
祇
九
・
新
嘗
祭
・
延
暦
十

一
〔
七
九
二
〕
年
十
一
月
戊
辰
〔
十
七
日
〕
条
に
も
大
歌
は
み
え
る
が
、
こ
れ
は

大
歌
弾
琴
人
の
叙
位
を
主
眼
と
す
る
記
載
な
の
で
除
外
）
、
大
歌
の
記
述
が
は
じ
ま

っ
て
も
同
じ
年
の
そ
の
他
の
節
会
の
記
事
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
が
な
い
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
文
徳
朝
の
末
か
ら
清
和
朝
の
初
め
ご
ろ
に
は
、
節
会
か
ら

排
除
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
)

大
日
方
前
掲
註
四
〇
論
文
六
頁
。

99

(
)

寺
崎
前
掲
註
二
二
論
文
一
七
七
頁
。

100

(
)

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
（
八
八
三
）
年
五
月
二
日
条
。

101

(
)

延
喜
衛
門
式
・
小
儀
条
。

102

(
)

李
成
市
「
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
論
再
考
―
地
域
文
化
圏
の
形
成
を
中
心
に

103
―
」（
『
歴
史
評
論
』
六
九
七
、
二
〇
〇
八
年
）。

(
)

鐘
江
宏
之
「
『
日
本
の
七
世
紀
史
』
再
考
―
遣
隋
使
か
ら
大
宝
律
令
ま
で
―
」

104
（
『
学
習
院
史
学
』
四
九
、
二
〇
一
一
年
）
、
市
大
樹
『
飛
鳥
の
木
簡
―
古
代
史
の

新
た
な
解
明
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）。

(
)

吉
村
武
彦
氏
は
こ
れ
を
「
仕
奉
」
と
い
う
語
で
表
現
し
た
。「
仕
奉
と
氏
・
職

105

位
―
大
化
前
代
の
政
治
的
結
合
関
係
」（
『
日
本
古
代
の
社
会
と
国
家
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
）。

(
)

例
え
ば
、
天
武
系
に
代
わ
る
天
智
系
皇
統
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
桓
武
天
皇

106
が
行
っ
た
昊
天
祭
祀
な
ど
。
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
十
一
月
壬
寅

（
十
日
）
条
、
延
暦
六
年
十
一
月
甲
寅
（
五
日
）
条
。
昊
天
祭
祀
に
つ
い
て
は
、

河
内
春
人
「
日
本
古
代
に
お
け
る
昊
天
祭
祀
の
再
検
討
」
（
『
古
代
文
化
』
五
二
―

一
、
二
〇
〇
〇
年
）。

(
)

大
隅
清
陽
「
律
令
と
礼
制
の
受
容
」（
大
津
透
編
『
律
令
制
研
究
入
門
』
名
著

107
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）、
古
瀬
前
掲
註
二
論
文
。

(
)

以
下
の
漢
字
音
の
受
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の

108
歴
史
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
に
事
実
認
識
を
依
拠
し
な
が
ら
、
筆
者
な

り
の
意
義
づ
け
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

(
)

廣
瀬
憲
雄
「
慰
労
詔
書
・
論
事
勅
書
の
形
式
と
そ
の
継
受
―
末
尾
の
定
型
句

109
を
中
心
に
―
」（
前
掲
註
六
五
著
書
）
一
三
八
～
一
四
一
頁
。

(
)

小
塩
慶
「
国
風
文
化
期
に
お
け
る
中
国
文
化
受
容
―
異
国
描
写
を
手
掛
か
り

110
と
し
て
―
」（
『
史
林
』
一
〇
〇
―
六
、
二
〇
一
七
年
）。

(
)

佐
藤
全
敏
「
古
代
天
皇
の
食
事
と
贄
」
（
『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』
東

111
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
二
〇
〇
四
年
）。
佐
藤
説
に
対
す
る
批
判

は
主
と
し
て
、
西
本
昌
弘
「
東
山
御
文
庫
本
『
日
中
行
事
』
に
つ
い
て
」
補
記

（
『
日
本
古
代
の
年
中
行
事
書
と
新
史
料
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
一
五
九

～
一
六
一
頁
、
芳
之
内
圭
「
平
安
時
代
に
お
け
る
内
裏
の
食
事
」
（
『
日
本
古
代
の

内
裏
運
営
機
構
』
塙
書
坊
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
り
、
ま
た
廣
瀬
憲
雄
「
古
代
天

皇
の
食
事
時
刻
と
朝
政
制
度
―
延
喜
年
間
の
外
交
儀
礼
を
手
が
か
り
に
―
」
（
古
瀬

奈
津
子
編
『
東
ア
ジ
ア
の
礼
・
儀
式
と
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六

年
）
も
西
本
・
芳
之
内
両
氏
の
説
を
前
提
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

佐
藤
氏
は
『
禁
秘
抄
』
上
・
恒
例
毎
日
次
第
・
召
侍
読
事
に
「
寛
平
小
式
、
巳

ノ

時
召
二

侍
読
ヲ
一

、
次
ニ

御
膳
也
、
遺
誡
ニ

、
朝
膳
巳
ノ

時
也
」
と
あ
り
、
同
・
御
膳
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事
に
「
朝
ハ

巳
ノ

時
、
夕
ハ

申
ノ

時
之
由
、
寛
平
遺
誡
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
平

期
の
朝
御
膳
は
巳
刻
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
一
方
で
従
来
は
寛
平
蔵
人
式
と
み

ら
れ
て
い
た
『
西
宮
記
』
巻
一
〇
・
侍
中
事
「
日
行
事
如
レ

左
」
（
故
実
叢
書
本
、

以
下
「
日
行
事
」
と
表
記
）
が
朝
御
膳
を
午
刻
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
寛
平

蔵
人
式
と
す
る
説
を
否
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
『
寛
平
御
遺
誡
』
が
申
刻
、
「
日
行

事
」
も
申
二
刻
と
す
る
夕
御
膳
が
天
暦
蔵
人
式
（
『
西
宮
記
』
巻
一
〇
・
侍
中
事

「
一
、
毎
日
」
以
下
―
渡
辺
直
彦
「
蔵
人
式
と
蔵
人
方
行
事
」
第
一
節
〔
『
日
本
古

代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研
究

新
装
版
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
初
出
は

一
九
七
三
年
〕
五
四
五
頁
）
で
は
酉
一
刻
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
格
子
を

上
下
す
る
時
刻
も
「
日
行
事
」
が
卯
・
亥
と
す
る
の
に
対
し
て
天
暦
蔵
人
式
は
辰

・
戌
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「
日
行
事
」
は
天
暦
蔵
人
式
よ
り
古
い
と
み
て
、
「
日
行

事
」
を
延
喜
蔵
人
式
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
天
暦
蔵
人
式
で
は
、
午
刻
と
な
っ
た

朝
御
膳
に
代
わ
っ
て
巳
刻
に
は
朝
干
飯
が
入
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
が
延
喜
年
間

に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
御
膳
は
延
喜
年
間
に
巳
刻
か

ら
午
刻
に
移
動
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
巳
刻
に
は
同
時
期
に
成
立
し
た
朝
干
飯
が

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
天
皇
の
実
質
的
な
食
事
と
な
り
、
朝
御
膳
は
儀
礼
的
・

象
徴
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
西
本
氏
は
問
題
の
「
日
行
事
」
の
記
事
を
挟
ん
だ
前
後
の
文
が

寛
平
蔵
人
式
を
引
き
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
の
「
日
行

事
」
も
寛
平
蔵
人
式
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
侍
読
を
召
し
て
の
学

習
が
短
時
間
で
終
わ
っ
た
と
は
思
え
な
い
」
と
し
て
、
寛
平
小
式
の
記
述
を
「
巳

時
の
次
の
時
刻
す
な
わ
ち
『
午
時
』
に
朝
膳
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て

い
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
寛
平
蔵
人
式
と
「
日
行
事
」
や
天
暦
蔵
人
式
と
の
内

容
の
相
違
を
否
定
し
た
。
こ
の
場
合
、『
寛
平
御
遺
誡
』
の
み
朝
御
膳
の
時
刻
が
異

な
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
を
西
本
氏
は
、
侍
読
を
召
す
時
刻
が
天
皇
の
意

向
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
、
そ
の
た
め
に
『
寛
平
御
遺

誡
』
で
は
朝
御
膳
の
時
刻
が
巳
刻
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
説
明
に
は
論
理
的
な
飛
躍
が
あ
ろ
う
。
侍
読
を
召
す
時
刻
が
随

意
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
朝
御
膳
の
時
刻
ま
で
随
意
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
ら
、
朝
御
膳
の
時
刻
の
記
述
が
異
な
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

天
暦
蔵
人
式
で
は
「
供
二

朝
干
飯
一

事
」
と
「
御
読
書
事
」
と
が
と
も
に
巳
刻
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
実
質
的
な
食
事
と
侍
読
を
召
し
て
の
学
習
と
が
同
刻

の
内
に
収
ま
る
こ
と
は
決
し
て
お
か
し
く
な
い
。

寛
平
小
式
の
「
次
」
を
あ
え
て
「
次
の
刻
」
の
意
味
に
補
っ
て
解
釈
す
る
の
は

文
章
表
現
の
う
え
か
ら
も
無
理
が
あ
ろ
う
。「
次
」
は
物
事
の
先
後
関
係
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
侍
読
を
召
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
問
題
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
天
暦
蔵
人
式
以
後
は
、
実
質
的
な
食
事
（
朝
干
飯
）
を
供
し
た
後
に
御
読
書

事
が
あ
り
、
『
禁
秘
抄
』
上
・
召
侍
読
事
で
も
「
侍
読
候
二

朝
餉
中
間
縁
一

」
と
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
寛
平
小
式
で
は
侍
読
を
召
し
て
か
ら
食
事
を
供
す
と
あ
る
こ

と
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
召
侍
読
事
」
の
項
目
に
御
膳
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
が
時
刻
を
異
に
す
る
全
く
関
係
の
な

い
事
柄
な
ら
、
こ
こ
に
御
膳
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
理
由
が
な
い
。『
寛
平
御
遺
誡
』

も
巳
刻
と
す
る
以
上
、
「
寛
平
小
式
」
（
寛
平
蔵
人
式
）
は
朝
御
膳
を
巳
刻
の
行
事

と
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

西
本
氏
が
『
寛
平
御
遺
誡
』
と
の
整
合
性
か
ら
離
れ
て
ま
で
「
日
行
事
」
を
寛

平
蔵
人
式
と
し
た
の
は
、
そ
の
前
後
が
と
も
に
寛
平
蔵
人
式
と
み
ら
れ
る
こ
と
に

大
き
な
理
由
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
九
条
家
本
系
統
の
平
安

末
～
鎌
倉
初
期
の
古
写
本
と
さ
れ
る
前
田
家
巻
子
本
（
乙
）
で
は
「
日
行
事
」
が

前
後
と
は
異
な
る
料
紙
を
貼
り
継
い
で
別
筆
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
に
連

続
性
を
認
め
う
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
（
『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
３

西
宮
記

三
』
〔
八
木
書
店
、
一
九
九
四
年
〕
二
五
四
～
二
五
五
頁
）
。
該
当
箇
所
は
建
武
元

（
一
三
三
四
）
年
頃
に
勘
物
等
と
と
も
に
補
写
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
西
本
氏
が

指
摘
す
る
『
侍
中
群
要
』
冒
頭
が
「
日
行
事
」
を
欠
い
た
形
で
『
西
宮
記
』
所
引

の
寛
平
蔵
人
式
以
下
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
を
載
せ
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
「
日

（ 105 ）
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行
事
」
を
含
ま
な
い
の
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
「
日
行
事
」
を
寛
平
蔵
人
式
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
佐
藤
前

掲
論
文
三
六
四
頁
註
四
が
論
拠
の
一
つ
に
挙
げ
る
「
古
写
本
の
形
態
と
成
立
過

程
」
と
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
。
―
―
佐
藤
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

な
お
、「
日
行
事
」
の
内
容
は
、
そ
の
後
文
の
天
暦
蔵
人
式
と
考
え
ら
れ
る
部
分

の
各
条
に
付
さ
れ
た
「
蔵
人
式
云
」
と
い
う
細
注
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
（
こ
の
部

分
の
「
巳
一
尅
」
以
下
は
『
侍
中
群
要
』
第
二
・
日
中
行
事
と
も
等
し
く
、『
侍
中

群
要
』
の
な
か
で
は
他
と
異
質
な
観
の
あ
る
箇
所
と
さ
れ
る
〔
目
崎
德
衞
校
訂
・

解
説
『
侍
中
群
要
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
二
三
五
頁
〕
）
。
そ
の
う
ち

「
蔵
人
式
云
、
卯
尅
、
【
主
殿
頭
已
下
率
二

僚
下
一

、
擁
レ

篲
掃
二

-

清
庭
塀
一

、
】
男
蔵

人
上
二

格
子
一

、
尚
殿
已
下
率
二

女
孺
等
一

徹
二

御
灯
一

、
払
二

-

拭
殿
上
一

、
女
蔵
人
検
二

-

校
之
一

者
」
（
【

】
は
「
日
行
事
」
に
あ
っ
て
後
文
に
は
な
い
部
分
）
の
「
主
殿

頭
」
以
下
の
文
は
『
侍
中
群
要
』
第
一
・
上
格
子
事
に
「
寛
平
小
式
云
」
と
し
て

引
か
れ
て
お
り
（
た
だ
し
「
率
二

僚
下
一

」
の
語
句
な
し
）
、
ま
た
「
辰
四
尅
、
主

水
司
供
二

御
盥
幷
御
粥
一

事
」
に
付
さ
れ
た
「
蔵
人
式
云
、
辰
尅
主
水
司
候
二

御
盥
一

、

女
官
伝
取
、
執
レ

共
、
女
蔵
人
献
進
而
出
候
、
更
衣
女
蔵
人
供
二

-

奉
御
盥
一

、
畢
女

蔵
人
召
二

女
官
一

、
相
副
撤
去
、
同
尅
主
水
司
供
二

御
粥
一

〈
理
須
下

以
二

台
盤
一

供
奉
上

、

而
便
以
二

御
膳
台
盤
一

供
奉
、
行
来
久
、
因
不
レ

改
レ

之
〉
」
も
ほ
ぼ
同
文
が
『
侍
中

群
要
』
第
一
・
日
給
事
に
「
蔵
人
式
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
と
と
も
に
、
第
四
・

御
盥
事
に
「
女
官
伝
取
～
撤
去
」
の
部
分
が
、
第
三
・
御
粥
に
「
主
水
司
供
二

御

粥
一

」
と
そ
の
割
書
の
部
分
が
「
小
式
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、

『
西
宮
記
』
や
『
侍
中
群
要
』
第
一
所
引
「
蔵
人
式
」
が
「
御
盥
」
「
因
不
レ

改
レ

之
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
小
式
」
＝
寛
平
小
式
は
そ
れ
ぞ
れ
「
御
手
水
」
「
因
レ

是

不
レ

改
」
と
す
る
な
ど
細
部
の
字
句
に
相
違
が
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
西
本
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
日
行
事
」
に
寛
平
蔵
人
式
と
重
な
る
条
文
が
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
寛
平
か
ら
延
喜
に
か
け
て
条
文
に
変
化
の
な
か
っ
た

部
分
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。『
禁
秘
抄
』
の
記
述
を
上
記
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
ぎ

り
、「
寛
平
小
式
」
お
よ
び
『
寛
平
御
遺
誡
』
で
は
朝
御
膳
は
巳
刻
と
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
午
刻
と
す
る
こ
の
箇
所
の
「
蔵
人
式
」
お
よ
び

「
日
行
事
」
が
寛
平
蔵
人
式
で
あ
る
と
は
見
做
し
が
た
い
。

一
方
、
芳
之
内
氏
は
「
御
膳
」
の
表
現
が
古
記
録
で
は
必
ず
し
も
朝
夕
御
膳

（
後
世
の
大
床
子
御
膳
。
以
下
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
大
床
子
御
膳
の
称
を
用

い
る
）
の
こ
と
を
指
す
と
は
限
ら
ず
、
朝
干
飯
を
指
す
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
寛
平
御
遺
誡
』
に
「
朝
ハ

巳
ノ

時
、
夕
ハ

申
ノ

時
」
と
み
え
る
朝
夕
の
「
御
膳
」
を

「
朝
夕
に
供
奉
さ
れ
る
御
膳
」
の
意
味
と
み
て
、
具
体
的
に
は
後
世
に
巳
刻
と
申

刻
に
供
さ
れ
た
事
例
の
あ
る
朝
干
飯
を
指
す
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
本
説
が

問
題
と
し
て
抱
え
て
い
た
『
寛
平
御
遺
誡
』
と
「
寛
平
小
式
」
と
の
間
の
相
違
は

解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
議
論
は
「
可
能
性
」
を
示
す
に
留
ま
っ

て
い
て
『
寛
平
御
遺
誡
』
の
「
御
膳
」
が
大
床
子
御
膳
で
は
な
い
こ
と
を
積
極
的

に
証
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
う
え
、
論
証
手
続
き
に
も
不
備
が
あ
る
た
め
、

成
立
し
が
た
い
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
日
行
事
」
で
は
、
申
刻
に
供
さ
れ
る
御
膳
は
「
具
同
二

朝
膳
一

」
と
あ
り
、
そ
の
「
朝
膳
」
と
は
午
刻
の
「
大
炊
・
内
膳
・
主
水
・
造
酒

・
采
女
等
寮
司
及
進
物
所
々
共
、
〔
供
〕
二

御
膳
一

」
を
指
す
か
ら
、
こ
れ
が
寛
平

か
延
喜
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
頃
の
申
刻
に
供
さ
れ
て
い
た
御
膳
は
大
床
子
御
膳

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
芳
之
内
氏
が
指
摘
す
る
申
刻
の
朝
干
飯
の
事
例
は
い
ず

れ
も
夕
の
大
床
子
御
膳
が
酉
刻
に
ず
れ
た
天
暦
蔵
人
式
段
階
以
降
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
大
床
子
御
膳
が
申
刻
で
あ
っ
た
時
期
に
ま
で
遡
ら
せ
て
、
朝
干
飯
も
申
刻

に
供
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
変
化
後
の

事
例
を
そ
の
ま
ま
変
化
前
に
当
て
は
め
る
の
は
不
適
切
な
史
料
操
作
と
言
う
ほ
か

な
い
。
天
暦
よ
り
前
の
史
実
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
あ
く
ま
で
、
寛
平
な
い
し

延
喜
の
頃
の
申
刻
に
供
さ
れ
た
御
膳
は
大
床
子
御
膳
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ

け
で
あ
る
。

申
刻
の
御
膳
が
大
床
子
御
膳
で
あ
る
な
ら
、『
寛
平
御
遺
誡
』
が
「
朝
ハ

巳
ノ

時
、
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夕
ハ

申
ノ

時
」
と
し
て
並
列
に
扱
う
朝
膳
も
同
様
に
大
床
子
御
膳
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
、
朝
御
膳
を
午
刻
と
す
る
「
日
行
事
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
天
暦

蔵
人
式
も
朝
御
膳
は
午
刻
だ
か
ら
、「
日
行
事
」
は
『
寛
平
御
遺
誡
』
よ
り
新
し
い
。

そ
れ
に
対
し
て
夕
御
膳
を
申
刻
と
す
る
点
で
は
『
寛
平
御
遺
誡
』
と
「
日
行
事
」

が
一
致
し
、
酉
刻
と
す
る
天
暦
蔵
人
式
と
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
日
行
事
」
は

『
寛
平
御
遺
誡
』
と
天
暦
蔵
人
式
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
延
喜
蔵

人
式
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
佐
藤
説
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
、
佐
藤
説
の
肝
は
大
床
子
御
膳
か
ら
朝
干
飯
御
膳
へ
の
転
換
を
食
材

の
貢
納
国
（
御
食
国
）
の
変
化
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
批
判
論

は
い
ず
れ
も
こ
の
財
源
の
問
題
に
一
切
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
朝
干

飯
御
膳
に
対
応
す
る
食
材
の
調
達
方
法
の
成
立
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
、
そ
の
食

事
形
態
の
成
立
年
代
を
議
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

(
)

今
正
秀
「
王
朝
国
家
宮
廷
社
会
の
編
成
原
理
―
昇
殿
制
の
歴
史
的
意
義
の
再

112
検
討
か
ら
―
」（
『
歴
史
学
研
究
』
六
六
五
、
一
九
九
四
年
）
六
五
～
六
六
頁
。

(
)

古
瀬
奈
津
子
「
昇
殿
制
の
成
立
」（
前
掲
註
二
著
書
、
初
出
は
一
九
八
七
年
）
。

113

(
)

古
瀬
前
掲
註
五
論
文
一
九
三
～
一
九
五
頁
。

114

(
)

山
本
佳
奈
「
相
撲
儀
礼
の
転
換
―
相
撲
『
節
会
』
か
ら
相
撲
『
召
合
』
へ

115
―
」
（
『
九
州
史
学
』
一
五
六
、
二
〇
一
〇
年
）
、
同
「
九
世
紀
の
騎
射
手
結
と
歩

射
手
結
―
一
〇
世
紀
の
宮
廷
儀
礼
を
展
望
し
て
―
」
（
『
史
人
』
六
、
二
〇
一
五

年
）
一
五
五
頁
。

(
)

大
隅
前
掲
註
一
〇
七
論
文
九
七
～
九
八
頁
。
た
だ
し
、
後
世
、
太
政
官
の
秘

116
書
局
と
し
て
各
種
儀
式
の
場
で
上
卿
の
諮
問
に
応
え
た
外
記
の
職
務
を
明
経
博
士

家
が
世
襲
し
た
の
は
、
宮
廷
儀
礼
の
根
底
に
儒
教
的
な
礼
の
秩
序
が
あ
る
と
い
う

観
念
が
な
お
存
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
明
経
博
士
家
の
中
原
・
清
原
両
氏
が
局
務
を
世
襲
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

佐
藤
進
一
氏
は
国
政
文
書
の
漢
文
に
用
い
る
儒
学
や
中
国
の
古
典
故
事
の
知
識
に

求
め
（
『
日
本
の
中
世
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
三
五
頁
）
、
ま
た
、
そ

の
佐
藤
説
に
対
し
て
漢
文
作
成
能
力
な
ら
紀
伝
道
の
方
が
相
応
し
い
と
批
判
し
た

鈴
木
理
恵
氏
は
局
務
の
職
掌
と
し
て
の
先
例
勘
申
や
家
説
作
成
に
着
目
し
て
、

「
広
学
」
を
宗
と
す
る
明
経
博
士
の
諸
道
に
通
じ
た
幅
広
い
知
識
を
理
由
と
し
た

（
「
明
経
博
士
家
中
原
・
清
原
氏
に
よ
る
局
務
請
負
と
教
育
」
〔
『
教
育
史
学
会
紀

要
』
三
〇
、
一
九
八
七
年
〕
）
。
し
か
し
、
や
は
り
局
務
を
明
経
博
士
が
世
襲
す
る

理
由
は
第
一
義
的
に
は
明
経
道
（
儒
学
）
の
知
識
を
必
要
と
し
た
外
記
の
職
務
に

こ
そ
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
礼
の
規
範
を
体
し
て
上
卿
を
補
佐
す
る

役
割
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

編

集

後

記

『
史
人
』
八
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
下
向
井
が
定
年
退
職
し
て
は
じ
め
て

刊
行
す
る
『
史
人
』
で
す
。
三
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
、
ひ
と
え
に
下
向
井
の
怠
慢
の
せ

い
で
す
。
退
職
直
後
に
、
荒
れ
る
に
任
せ
竹
藪
に
な
っ
て
い
た
実
家
（
呉
市
警
固

屋
）
の
段
々
畑
が
土
砂
災
害
で
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
復
旧
と
再
開
墾
に
汗
を
か

い
て
い
ま
し
た
。
畑
の
再
開
発
と
並
行
し
て
、
大
工
さ
ん
に
お
願
い
し
て
実
家
の
あ

ば
ら
屋
に
最
小
限
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
施
し
、
書
庫
・
研
究
室
に
変
身
さ
せ
、
大
学
研

究
室
か
ら
持
ち
込
ん
だ
段
ボ
ー
ル
の
山
を
開
い
て
、
書
架
に
並
べ
ま
し
た
。
書
架
の

半
分
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
廃
材
利
用
の
手
作
り
書
架
で
す
。
以
上
は
、『
史
人
』
編
集
の

遅
れ
、
原
稿
の
遅
れ
の

弁
解
で
す
。
リ
フ
ォ
ー

ム
・
片
付
け
が
ほ
ぼ
終

わ
っ
た
の
で
、
晴
耕
雨

読
の
隠
居
生
活
に
入
り

ま
す
。
次
号
か
ら
渡
邊

氏
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

ま
す
。

（
下
向
井
）

二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
発
行

第
８
号

史
人

編
集
発
行

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
一
丁
目
七
―
一

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科

人
間
総
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

渡
邊
研
究
室

(

郵
便
番
号

七
三
九
―
八
五
二
一)
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